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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　時は午後。場所は軍令本部長執しつ務む室。

　その部屋の主あるじとして執務机の前に佇たたずんでいるのは帝てい国こくの第一皇女、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア。帝国軍の最高責任者にして、その美しい容姿と身に纏まとう純白のドレスから、内外より白薔薇ばらと称しようされる美び貌ぼうの才さい姫きであった。

　出頭した黒くろ髪かみの少年、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトはその眼前に立ち、わずかの緊きん張ちようと共に背筋を伸のばす。

「お呼びですか、姉上」

「アイス買ってきて」

「……。」

　…………。

　………………。

　シャルロッテにどう言い返してやろうかたっぷり十数秒ほど考えあぐねたマヒロだったが、自分もそろそろ分別のある年頃ごろだと言い聞かせ、声を大きくする代わりに一つ溜ため息いきをついた。

「あのね。あのですね、姉上」

「何よ」

「余はこう見えても一応、数百年の歴史を持つミスマルカ王朝の末まつ裔えいであり、中ちゆう原げん領政務官大使としてこのロッテンハイム宮に在駐しているわけです」

「そうよ？」

「アイス買って来いってなんですか」

「だって食べたいんですもの」

「……。」

　マヒロは感情に任せて言い返そうとする自分をもう一度戒いましめて、代わりに嘆たん息そくを一つ。

「……超ちよう優ゆう秀しゆうなメイドさんとか。超優秀な闇やみ屋やとか。超優秀な忍しのびの者とか。姉上の周囲には逸いつ材ざいがこれでもかと揃そろっているわけですが」

「ええ、まさに私の人徳ね」

「連中に頼たのもうとは思わないんですか」

　するとシャルロッテは、聞き分けのない子供を諭すような表情をして言った。

「あのねえ、マヒロ。みんながみんな、あなたみたいに暇ひまなわけじゃないの」

「なんですかそのさも人が職のアテもなくただブラブラと放ほう蕩とうしてるかのような言い草は!?」

　それは中原は落ち着いているとは言え、まるっきり何もないわけでもない。南中原と一ひと括くくりに言っても、元は小国の集まりだ。帝政下となってからの細かいところでの希望、要望、折せつ衝しよう、相談は日々新しく見付かっており、そうした中央への取り次ぎや何かは大使であるマヒロの役目であった。書類の量だけで言えば、大だい東とう京きよう王国一国の代表であるタクローよりは国の倍数分多い。

「ああもう仕方ないわねぇ、わかったわよ。ほら、五百円あげるから」

「そういう問題ではなくッ!!」

「じゃあ何が不満なのよ……」

「だから！　分相応の！　そういう扱あつかいがあるでしょう！　ルナス様じゃありませんが！　余は姉上のオモチャでもなければパシリでもないんですよっ！　というかこの国の通貨単位違ちがいますよね!?　金も出さないつもりだったんですか!?」

　いよいよ堪たまりかねたマヒロは、机をバンバンぶっ叩たたいた。するとシャルロッテはようやく観念したように、机の引き出しから一枚の紙面を取り出した。

「そう言うと思って用意しておきました」

「……なんです、これは」

「命令書」






『発　グランマーセナル帝国軍令本部長シャルロッテ・アルセイン・マジスティア




宛　中原領政務官大使マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト

本文

一、アイスを適てき宜ぎ調達し軍令本部長室まで届けること。




以上』








「軍令本部長の直筆サイン入り。パシリじゃなくて、これは正式な命令よ」

　さすが私、万全ね♪　とでも言い出しそうな得意満面。

「アホですか」

「何がよ？」

「パシリに公文書使うあたりがですよッ!!　どんないじめですか!?　ああもう、いいです！　わかりましたよ！　買ってくればいいんでしょう、買ってくれば!!　ほんっと親から娘むすめまで揃いも揃ってアレな一族だなったく!!　コーネリア様からもなんとか言ってやってください!!」

　すると側に控ひかえていたメイドは、可愛らしく小首を傾かしげた。

「そもそもアイスってお店で売っているものなのですか？　わたくし、家でシェフが作るものだとばかり」

「……」

　最も早はや言い返す気力もなくなったマヒロを見て、コーネリアがはたと驚おどろきの声を上げた。

「え……？　だって、お外で買ったら家に着くまでに溶とけてしまいますでしょう？」

「はい、そうです、その通りです、コーネリア様の仰おつしやる通りです、ああもうちくしょう……」

　もう言うだけ無む駄だだと判断したマヒロは、机の上の硬こう貨かをひったくって踵きびすを返した。

「あ、ハーケンダッツね。ソーダ味」

「……。」

　シャルロッテの声に、返した踵を元に戻もどす。

「姉上。ここの購こう買ばいにハーケンダッツなんて売ってましたっけ？」

「売ってないわよ？」

「……。」
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「だから買ってきて、って」

「他ほかのアイスでいいでしょう？　ピモとか剝むき身だいふくとかガジガジくんとか」

「イヤ」

「あんな鉤かぎ型アイスバーの何がいいんですかっ!?」

「普ふ通つうのアイスバーより面白いじゃない！」

　完・全・論・破☆

　蛇へびの舌をしてもこれを覆くつがえす屁へ理り屈くつは思い当たらず、マヒロはくたりと肩かたを落とした。

「はいはい、ハーケンダッツのソーダ味でいいんですね……」

「お願いね♪」




　　　　◆




「なぁにが、お願いね♪　だ。ったく一回戦争に勝ったくらいで調子に乗りやがってくそうちくしょうもう……」

　ぶちぶち言いながらも、庶しよ民みんの格好になったマヒロは街角を歩いていた。そうして適当な雑貨屋を見付けて中に入り、ガラス張りの保冷庫の中を覗のぞく。

「……。」

　ハーケンダッツが高級なアイスであることは知っている。それ故に、普通のアイスよりは見かけにくいこともわかっている。しかしそれも、たとえば子供たちが小銭を持って集まるような駄だ菓が子し屋にはない、という程度で……宮きゆう殿でん間近の上層区の雑貨屋なら、あると思ったのだが。

　マヒロはカウンターにいる品の良さそうな女店主に聞いた。

「あの、ハーケンダッツあります？」

「あらぁ、ごめんなさいね。今ちょっと売り切れてるの」

　仕方ないので、マヒロは次の店に向かった。宮殿から、次に近い食料品店だ。当然だが食料品に関しては、雑貨屋より品揃え豊富である。

「……。」

　豊富であるはずなのだが。

「……あの、もし」

「はい、なんでしょう？」

　三さん角かく巾きんにエプロン姿の若い女性従業員を捕つかまえ、訊たずねた。

「ハーケンダッツって置いてませんか？」

「すみません、先週辺りから切らしてまして……」

　仕方ないので、次の店へ。

　次に次にと言っても、宮殿から次に近いという意味で、すでに片道三十分は歩いている。ただ持って帰るだけではせっかくの鉤型ソーダアイスも無炭酸ソーダジュースに成り果ててしまう距きよ離り。

「申し訳ありません、ハーケンダッツは只ただ今いま品しな薄うすとなっておりまして……」

　結局同じようなことを、再三言われた。

　しかし、同じようでもニュアンスが少し違う。先の店では、先週辺りから品切れになっているということだったが。

「品薄というのは？」

「ええ、先週くらいからでしょうか。問屋に問い合わせても、工場からの出荷が遅おくれているとのことで」

「なるほど……そうですか」

　そんな理由では、およそどこの店を回っても同じような状態なのだろう。ない袖そでは振ふれない。ないアイスは、買えない。

　仕方ないのでマヒロは、別なアイスを幾いくつか見み繕つくろって帰ることにした。




　　　　◆




「……というわけで、ピモと剝き身だいふくとガジガジくんを買ってきました」

「……。」

「姉上。あ、ね、う、え。子供じゃないんですから、そんな怒おこったフグみたいな顔をしないでください」

「たっぷり一時間以上も待たされた方の身にもなってみなさいよ。そもそもガジガジくんって固すぎて嫌きらいなのよ私。入れ歯ブレーカーって異名があるの知ってる？」

「それはご老人には優しくない食べ物かもしれませんが、姉上が入れ歯なわけではないでしょう」

「剝き身だいふくに至っては剝いてあるから本当にだいふくなのかどうなのかも怪あやしいし」

「それについては同意しますけど」

「ピモ……。ピモって気分でもないのよねぇ……」

　一度は取り出したアイスを、溜ため息いきと共に袋ふくろに戻すシャルロッテ。

「いいわ。夕食、シェフにジェラート作らせるから」

　マヒロはぐったりしながら、三つのアイスを自室に持って帰った。

　マックスとコーネリアと一いつ緒しよに食べたのだが、コーネリアはチョコレートコーティングされたピモをことのほか気に入ったようだった。
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　翌日。

「これを見なさい、マヒロ」

　いつものように執しつ務む室へ呼び出されたマヒロの前に、シャルロッテがその日の新聞を広げて見せた。

「なんですか。えーと……」




『五月病大流行　空気感染の恐おそれも』




「……。」

　…………。

　………………。

「……ちょっと。なんとか言いなさいよ」

「そういう病気じゃないでしょう？」

「知らないわよ、私が書いた記事じゃないし。そんなことより、重要なのはその中身よ」




『近ちか頃ごろ帝てい都とに蔓まん延えんする五月病だが、本紙の取材により興味深い事実が明らかとなった。患かん者じやは一様に発はつ症しようの数日以内に、帝都で人気のあるアイスバーを食べていたというのだ。この関連性を裏付けるべく、取材班は帝都某ぼう所しよにある某アイス工場への突とつ撃げき取材を敢かん行こうした。そして我々はそこで、ある驚くべき事実を目まの当たりにしたのである──！』




「……新聞、ですよね？」

「ええ、『帝都シュポルト』。帝都どころか帝国で一番人気のある新聞よ」

「……。」

「……」

「…………。」

「昨日っから、なんであんたは無む駄だに間を置いて溜息をつくの？」

「なんで連合が帝国に負けたのか考えているんですよ!!」

「勤勉ね。結構、結構」

　マヒロとしては精せい一いつ杯ぱいの皮肉だったが、お姫ひめ様は意に介かいした様子もなく。

　相手をするだけ疲つかれるので、マヒロは話を先に進めた。

「……で。この記事が何か？」

「そのアイス工場の従業員も、全員五月病に感染していたらしいのよ」

「……。」

「そして巷ちまたで入荷が遅れているハーケンダッツ……つまり、この某アイス工場というのはハーケンダッツの生産ラインと見て間ま違ちがいないわ」

「……。」

「これは、帝都の危機よ！」

「そうですか」

　コンッ、とシャルロッテの投げた鉛えん筆ぴつがマヒロの眉み間けんに命中した。

「軍令本部長が危機っつってんだからもっと危機感たっぷりに驚おどろきなさいよ」

「むしろ軍令本部長閣下がそこまで暇ひまなことには危機感も含ふくめて驚いていますが」

「忙いそがしいわよ！　忙しいけれども！」

「けれども、なんですか」

「おいしいアイスが食べられなくなったら、国民の士気の低下につながるじゃない！　もしもこの五月病ウイルスが人じん為い的にばらまかれたものだったとしたら!?　もしも共和国や魔ま王おうの手先による陰いん謀ぼうだったらどうするつもり!?　ああ、なんて恐ろしい！　帝都の窮きゆう地ちを救えるのは、この陰謀に気付いてしまった私たちしかいないのよっ……!!」

　椅い子すから立ち上がったシャルロッテが、舞ぶ台たい女優もかくやとヒロイックにまくしたてた。

「……いや、騎き士し団か警察隊にでも下達すればいい話では」

「あのねえ、マヒロ。昨日も言ったけど、みんながみんな私たちみたいに暇なわけじゃないの」

「あ、いま暇って言いましたね。私たち、って」

　どふり。

　机にあった照明スタンドの先せん端たんが、マヒロの鳩尾みぞおちに突つき刺ささった。

「ともかく」

「ふぁ……い、シャルロッテ、お姉様……げふごほ」

「私には第一皇女としての、国家、国民の、安全と安心と安あん寧ねいとアイスを守る責務があります。こんな三流新聞のテンプラ記事なんてアテにならないわ。調査に出かけるわよ」

「テンプラ記事って……」

　そもそもそれを鵜う吞のみにして危機とかなんとか……マヒロが言おうとしたときには、シャルロッテは腰こしを上げていた。

「ほら、ぼけっとしてないで。あんたも行くのよ」

「……。」




　　　　◆




　帝都は大おお雑ざつ把ぱにではあるが、区分けされている。

　ロッテンハイム宮を中心として、その内うち堀ぼりを埋うめるように広がる上層区。宮殿に出入りする将軍職や高級官かん僚りよう、貴族などが多く住まう一円が、そう呼ばれている。

　そうではない、いわゆる一いつ般ぱん庶しよ民みんが多く暮らしているのが、上層区をさらに取り巻くように広がる外周区。これはさらに商業区、産業区などと区分けされているが、新聞記者とその助手に変装したマヒロたちが向かったアイス工場は、産業区部分に位置している。

「姉上」

「なに？」

「このクルマ、ルディのじゃなかったでしたっけ？」

「ええ。やっと修理から戻もどってきたみたいだから、調子を見てあげようと思って」

「……よく貸してくれましたね、鍵かぎを」

　あの大惨さん事じの後にもかかわらず。

「ええ、まだ修理中だなんて噓つきやがるからポケットからくすねてきてやったわ」

「……。」

「……あ、今の噓うそ。ちゃんとお願いして借りてきました。ほら、あいつなんだかんだ言って可愛かわいい女の子には甘いんだから。ほんと、困ったもんよねー」

　可愛い女の子は普ふ通つう、「くすねた」とか、言わない。少なくとも、フォルゴーレやコーネリアが言うところは想像できない。

　パリエルなら容易たやすく想像できるが。

「さ、着いたわよ」

　産業区の中でも、幾つもの食品加工工場が肩かたを寄せ合う工場街。高い塀へいと街灯が続くだけの殺風景な路肩で、二人はオートモービルから降りた。

　すぐそこに見えるハーケンダッツ工場の敷しき地ちへの門は開けっ放し。

「こんにちは、午後からの取材を申し込んでおいた新聞記者のシャーリー・ロッテという者ですが」

　工場の守衛は陰いん鬱うつな表情で溜息などつきながら、敷地の方へ手をやるだけで、身分証のチェックや持ち物検査も無し。

　あまりにあっさりしすぎていて、半信半疑ながら二人は門を素通りするのだが、見れば納得した。

　敷地に入っても、従業員は皆みな、死んだ魚のような目で、下を向いて肩を落としたまま歩いている。明らかに部外者であるシャルロッテとマヒロの姿にも、見向きもしない。いや、そもそも下を向いているので気付かない者の方が多い。

「姉上……これはもう五月病というか、明あ日すにも集団自殺してそうな勢いですね」

「ほら。ほら見なさい。こんな病気が議会や軍部にまで広まったら大変なことよ」

　そう言ってシャルロッテは、見たまま感じたままの所見をとりあえずメモ帳に書き留めていく。

「なるほど、ここまでは新聞記事の通りですが……確かに目の当たりにすると、驚くべき光景ですね」

「ええ。でも問題はその原因ね」

「いや、本当に専門家に任せた方がいいのでは？　軍部もですが、その統とう括かつである姉上がこんな状態になったらそれこそ……」

「前から一度やってみたかったのよね。潜せん入にゆう取材」

　シャルロッテがこそこそと物もの陰かげに移動する。仕方なくマヒロはついていく。

「……潜入取材の潜入と、スパイの潜入では意味が違ちがうような」

「いいじゃない、どうせ誰だれも見向きもしてくれないんだし。話を聞いたってまともな返事がないって、帝シュポにも書いてあったでしょ」

「じゃあ……どこから？」

　マヒロは敷地内を見回す。

　会社の頭脳部分であるオフィス建屋と、実際にアイスを製造する生産工場と、原材料や製品を保管するそれぞれの倉庫……と、大手メーカーだけあってそれなりに広い。

「工場よ、やっぱり。製造現場に何か秘密があるに違いないわ」

「原因を探るなら事務所で社長捕つかまえて締しめ上げるとか、書類関係から最近の動向を探った方が手っ取り早いような……」

「めんどくさい」

「……そうですか」

「ええ」

　シャルロッテはすでに工場の方へ歩き始めていた。

「ハーケンダッツって他ほかのアイスより、ちょっとお高いじゃない？」

「……まあ、高級品ですよね。一本分で、普通の駄だ菓が子しアイス二、三個買えますし」

「噂うわさでは、工場マニユ制手フアクチ工業ヤリングらしいのよ」

「は？」

　さささ、と素早い抜ぬき足忍しのび足で工場建屋の壁へき面めんに忍び寄るシャルロッテ。自然、マヒロもそうしなければいけないような気になり、植え込みに身を隠かくす。

「いや、アイスなんて原液を型に流して冷やすだけのものでしょう？」

「それで売れるなら私だって今いま頃ごろはちょっとしたアイス工場経営者になっているわよ」

「無理です、生まれ的に」

　しー、とシャルロッテが口の前に人差し指を立てて窓に近付いた。そして工場というイメージからは似つかわしくないほどに静かな、工場内部を覗のぞき込む。

「ハーケンダッツのおいしさの秘密が、今、明らかに……」

　しかし言われてみれば、だ。

　通常の安価なアイスバーは型にシロップやクリームを流し入れ、そこに棒を差した状態で冷やし、あとは型から抜くだけだ。だがハーケンダッツは名前の通り、その鉤かぎ状のユニークな形をトレードマークとしている。

　先端が九十度に折れ曲がっているために、型からそのまま抜くことはできないのだ。では、あの形はどうやって成形しているのか？　それは確かに、マヒロにしてみても興味深く……シャルロッテに倣ならい、少しだけ顔を覗かせる。

「……！」

　そして絶句した。

　ベルトコンベアの前に並ぶ、衛生面に気を遣つかった三さん角かく巾きんとマスク姿の従業員たち。その彼ら、彼女らの前に流れてきたのは、驚くべきことにごく普通の、幅はば広びろのアイスバーであった。

　従業員たち……いや、職人たちと言うべきか……は、目の前に流れてきた幅広アイスバーをおもむろに取り上げると、なんと手にしたナイフでカットし始めたではないか……！

「ふふふ、驚いたわね……！　一度のズレも、一ミリの歪ゆがみもないあの美しいフォルムは、ああやって職人たちの手によって一本一本切り出された結果だったのよ……！」

「……。」

「高いはずよね」

「…………。」

「なんとか言いなさいよ」

「どこまでアホの国ですかここは」

　ごっ。

「一見無む駄だとも思えることに命を懸かけるからこそ、人生は豊かになるのよ」

「はい、それはわかりますけれども……」

　無駄も過ぎるというか。

　いくら高いと言ってもアイスバーはアイスバーなわけで、その一本一本に職人を使っていてよく採算が取れるものだと感心する。

　もっとも、その職人たちも五月病のせいでやる気がないのか、完成品として再びコンベアに戻されるものはわずかで、多くは形が歪いびつだったり、アイスが割れて棒が見えてしまったりして、廃はい棄きボックスに移されているようであった。

　それでは出荷量も激減するわけである。

「……で、工場見学して満足しましたか」

「ええ、満足したわ。じゃあ帰……」

「……。」

「……あ、噓。今の噓ね。ちゃんと原因がないか今見てるんだけど、やっぱり素人しろうと目には特になんてことも無さそうだから、あとはあなたの意見を尊重して我が帝てい国こくが誇ほこる医い療りよう科学専門家チームに任せましょうか」

　マヒロが大きく溜ため息いきをついたときだった。

「ハッハッハッ……！」

「「？」」

「ハァッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……！」

　五月病患かん者じやばかりの粛しゆく々しゆくとした生産ラインには不釣つり合あいな、不気味な哄こう笑しようが響ひびき渡わたったのはそのときであった。
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　奥の暗がりから、硬こう質しつなブーツの音を響かせ鷹おう揚ように歩いてきたのは一人の男だった。

「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……！」

　全身は足元まで厚手の黒いマントで覆おおい隠され、頭部には胸元まで隠れる鋼鉄のマスクを被かぶっているせいか、その笑い声すら、変声器を通したように低く歪んでいる。

「どうだ、ゼティよ。この私が考えた五月メイシ病症ツクシン候群ドローム作戦の威い力りよくは」

「はいっ、さすがです鉄仮面様っ！」

　鋼鉄のマスクを被った男の元に、ロングヘアの少女が駆かけ寄ってきた。膝ひざ丈たけのスカートのメイド服に、背中に剣けん……ではなくスコップを提げた、やはり奇き妙みような少女であった。

「ご覧ください！　今週の新聞各紙とも、メイシックシンドローム作戦の犠ぎ牲せい者しやの話題で持ちきりです！」

「ハッ！　ハッ！　ハッ！　ハッ！　ハッ……！　そうであろう。愚おろかな貴族共は甘くて冷たいアイスが大好きなのだ」

　鉄仮面と呼ばれた男が、マントの下から茶色の小こ瓶びんを取り出す。

「そのアイスにやる気をなくさせるこの『五月病Ｘ』を混ぜれば、帝都が大混乱に陥おちいることは必定……やがて帝国はその力を失い、この私のものとなるだろう！」

「はいっ！　世界が鉄仮面様のものとなる日も、もうすぐです！」

「うむ。そうと決まればゼティよ、さっそくこの五月病Ｘ入りアイスの生産を急がせるのだ……！」

「そこまでよっ！」

　静せい寂じやくだった工場に、凜りんと響く女の声。

「む、何やつ……!?」

「悪いけど、話は全すべて聞かせてもらったわ。この世せ知ち辛がらいご時世に、世界征せい服ふくなんて大層な夢を持っているのは立派だけど……みんなの大好きなアイスを悪用するなんて、たとえ神様が許してもこの私が許さない！」




　バァーン！




「愛と勇気と正義の使者！　マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテただいま見参!!」




　ババァ──ン!!




　と。帽ぼう子しを脱ぬいでサングラスも外したシャルロッテがそれらしい決めポーズを取ってしまったので、マヒロも仕方なく後を追って工場に入っていった。

「愛と勇気と正義の使者……!?」

「マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテ……!?」

　本気なのかノリがいいのかはわからないが、先方の二人はシャルロッテの登場に大層驚おどろいた様子であった。

　それを指差しシャルロッテが叫さけぶ。

「みんなを困らせる悪いやつ、悪事はそこまでよ！　あなたの手に持っているその五月病Ｘとやら、大人しく渡してもらいましょうか！」

「ふっ……嫌いやだと言ったらどうする」

　シャルロッテは指差した姿勢のまま、少し考えてから言った。

「……け、警察隊を呼ぶわよ！」

「いやいやいや。姉上。マジカルはどこへ」

「うっせーわね、私なんかが直接手を出すまでもないって意味よ」

　それを見たゼティが、鉄仮面に小声で言った。

「鉄仮面様、この女どう見ても怪あやしいです。プリンセスって言う割に言こと葉ば遣づかいが悪いですし、マジカルって言うほど魔ま法ほう使つかいみたいな感じもなく、あんまり強くなさそうですよ！」

　案外気付かないもんだなぁ、とマヒロは感心を通り越こして呆あきれていた。しかし何が恐おそろしいかと言えば、これだけ騒さわいでも五月病のせいで見向きもしない従業員たちが一番恐ろしい。

　ともあれ。
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「ほら姉上。ナメられてますよ」

「わかったわよ！　じゃあ軍隊呼ぶわよ！　軍隊！　ほんとに来るわよ！」

「いや、だから、そういう他力本願なのはだめだと……」

　マヒロが言いかけたとき、鉄仮面が告げた。

「ふっ……いいだろう」

「いいのっ!?」

　鉄仮面の言葉に、今度はシャルロッテが大層驚く番だった。

「もちろん、ただでやるつもりはない。この私に単身挑いどもうという貴様の度胸に免めんじ、一度だけチャンスをやろうではないか」

　ハッハッハッ、と低くくぐもった哄笑を仮面の下から響かせる。

「愛と勇気と正義の使者……なるほど、愛か。愚かな者たちほど好んで口にする言葉だ」

「……それが何よ」

　緞どん帳ちようのような厚手のマントを翻ひるがえし、今度は鉄仮面がシャルロッテを指差した。

「ならば貴様は、アイスを愛しているのか!?　この私の！　腐くさった帝国社会への制裁を悪と断じられるほどに、アイスを愛することができるのか!?」

　ウケるウケない、寒い寒くない以前に、狙ねらっているのかマジなのかの見当が付かず、シャルロッテとマヒロは愕がく然ぜんと立ち尽つくした。

「……あ。ええ。もちろん大好きよ、アイス」

「ならばその愛とやらを見せてもらおう！……何がおかしいゼティ！」

「きゃんっ!?」

　人知れずツボにはまったように腹を抱かかえていたゼティにゲンコツを落とし、鉄仮面は言った。

「ついてくるがいい。真の地じ獄ごくの前では、愛など幻げん想そうに過ぎぬことを教えてやろう……！」
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　やって来ました冷れい凍とう倉庫。

　冷凍の名の通り、零れい下か三十度という極寒の氷結地獄である。本来ここには出荷待ちのアイスがゴマンと積まれている……はずなのだが、生産量が消費に追い付いていないため、ほとんど空っぽであった。

「さ、ささっ……！　寒いわっ!!」

　両手で自分を抱だき締しめながら、シャルロッテは足あし踏ぶみを繰くり返していた。まあ、マヒロもゼティという少女も似たような状態であったが。分厚いマントを纏まとった鉄仮面だけが、平然と笑っていた。

「ハッ、ハッ、ハッ……！　マジカルプリンセスとやら、先程までの威い勢せいはどうした……？」

「う、ううっ、うっさいわね！　ちょっと足踏みしたい気分なだけよ！　それで、ここ、こんな所になんの用事よっ!?」

　鉄仮面が一度天にかざした手を、グッと顔の前で握にぎり締める。

「これは言わば！　我々の世界を憂うれえる高こう尚しようなる志と！　貴様のアイスへの愛との一大決戦であるっ!!　見ろっ!!」

　そして鉄仮面は茶色の小瓶を、倉庫の一番奥に投げてしまった。

「あっ!?　あんた、ちょっと何してんのよ!?」

「その心が本物であれば！　たとえこの極寒の地獄であろうとも、裸足はだしであれを拾って帰ってくるくらいは造作もないこと！　違ちがうか!?」

　それを受けてシャルロッテも不敵に笑う。

「ふっ……ふふっ、そう。なるほど。つまり、この世界の存亡を賭かけた度胸試しということね……！」

「ハッハッハッ……愚か者にしては、頭の回転が速いようだな。それでこそこの私に敵するに相応ふさわしいというもの……。ゼティよ!!」

「はっ、はいいっ!?」

　寒さにガタガタ震ふるえていたメイドが慌あわてて顔を上げる。

「脱ぐのだっ!!」

「えええっ!?　こっ、こんなところでですかっ!?　私まだ心の準備が!!」

「ええい、貴様の忠誠心はそんなものだったのか!?」

「っ……い、いいえっ！　そんなことはありません！　鉄仮面様の野望のため……脱ぎますっ!!」




　ぽーん、と。




　何を勘かん違ちがいしたかゼティはブーツではなく、メイド服のエプロンごと、ワンピースを脱いで下着姿になってしまった。

「おおおおおおおおっ!?」

　白い素す肌はだに、思わず目を見張って両拳こぶしを握り締めるマヒロ。

　一度心を決めたゼティはもう寒さに震えることもなく、伸のびやかで魅み力りよく的なスタイルを晒さらしたまま、腰こしに手を当てた仁王立ちで指を突つき付ける。

「さあ、マジカルプリンセス！　この私と勝負なさい！」

「くっ……しょうがないわね、マヒロ！」

「……え？　なんですか？」

「なんですかじゃなくて。脱ぐのよ」

　……。

「……それで誰だれが得をするんです？」

「誰も全部脱げとは言ってないでしょうが。裸足になれって言ってるの」

「何言ってるんですか!?　服を着ててもこの寒さですよ!?　ハダカだろうが裸足だろうがどっちみち死にますよ!?　姉上が勝手に引き受けた勝負なんですから姉上が勝負をするべきです！」

「向こうが下したっ端ぱを出したんだから、こっちも下っ端を出すのが礼れい儀ぎってものでしょ!?」

「獅し子しは兎うさぎを捕とるにも全力を尽くすと言います、であるならば流れ的にも見栄え的にも姉上がぽーんと秘められしその美しき肢し体たいをお見せになればこれはもう一石二鳥でふひひひひ!!」

「ハセベ将軍の袴はかまだけを脱がす権利を与あたえます」




　すぽーん、とマヒロはパンツ一丁になった。




「って、ぎゃああああああっ!?　足が!!　足の裏がああああああっ!!」

　勢い、服どころか靴くつも靴下も脱いでしまったマヒロが、右の足が氷に張り付く前に左の足を下ろし、左の足が凍こおり付く前に右の足を……と、どこかのテーマパークの、胡う散さん臭くさいアトラクションの説明書きにあったようなことをしている間に。

　シャルロッテは鉄仮面へ向き直った。

「さあ、準備は整ったわ！　五月病Ｘは、先にこちらに持ち帰ってきた方のものになる……！」

「うむ！　その通りだ！」

「あああああああ、姉上、はやく！　はーやーくー！」

「ててて鉄仮面様、このままだと動けなくなり、なりりますすすっ……！」

　そろそろほんとにまずそうなので。

「ではいくぞ！　五月病Ｘ争そう奪だつ戦、レディー……ゴッ!!」




　きしゃああああああっ!!




　スパーンっ!!




　ゼティに奇き声せいを発して躍おどりかかったマヒロが、ゼティのスコップのフルスイングに撃げき墜ついされた。

「って、どうしていきなり私に襲おそいかかるんですかっ!?　狙うのはあっちですよ！　五月病Ｘですよ！」

「ま……待て、冷静に考えろゼティとやら……！」

　ぶん殴なぐられた鼻からだらだらと血を流しながら、マヒロは言った。

「ここは入り口近くだからまだいいが、あの奥の方はここよりもっと気温が低い！」

「う、あっ……もも、もっと寒いですか……？」

「そうだ！　あそこまでの距きよ離りを、しかも裸はだかだぞ!?　このままでは行って帰ってくるまでに、恐らく二人とも氷こおり漬づけになってしまうに違いない。だからまだ体温がある行きのうちだけでも、お互たがいで温め合いながら行くしか、僕たちが生き残る方法はないっ……！」

「あ……温め、合う？　それってまさか……」

「お互いで抱き締め合うんだっ……！」

「……」




　ぽっ。




「う……た、確かに、ここで死んでしまったらその後鉄仮面様にお仕えすることも、もうできませんね……」

「そうだっ!!　そうすれば……!!」

　マヒロは思わず漏もらしそうになる不ふ穏おんな笑いを裡うちに押おし隠かくしながら、頰ほおを赤らめるゼティに向かって手を差し出した。

　スタイルもいいし、顔もなかなか可愛かわいい。

「っ……。わ、わかりました……でも、行きだけ、なんですからね……」

　そ、とゼティがマヒロの手を握り返す。

「って、うわっ!?　冷たっ!?」

　ゼティと手を繫つないだ瞬しゆん間かん、マヒロはびっくりして鳥とり肌はだを立てた。

「うわー、あったかーい！」

　女の子の身体からだは冷えやすい。

　逆にマヒロは無む駄だに興奮していたせいで異様に体温が高かった。

　そして熱は、より熱の少ない方へと移動する性質を持っている。

「確かにこれなら安心して行けそうです……！」

　キラリと目を輝かがやかせたゼティが、摑つかんだ手を見た目によらぬ強い力で引き寄せ、その背中に抱だき付いた。

「ひぃえあああああああっ!?　背中はダメぇっ!?　冷たいっ！　なしっ！　やっぱ今の作戦なしでああああああああああっ!!」

「よいしょっ」

「しかもおぶさるなああああ!?　足！　圧力で足があああああああっ!!」

「ふふふ、かかりましたね……!?　さあ、このまま五月病Ｘのところまで連れて行ってもらいます！　さもなくば……！」

　ゼティがスコップの柄えをマヒロの首に回す。

「っく……!?　余としたことが、謀はかられたっ……!?」

　鉄仮面は、そのマスクの下にどんな笑顔を浮うかべているのか。
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「フッ、フッ、フッ……さすがはゼティ。敵からの厚意を受け取ると見せかけ、非情にもそれを逆手に取るとは。我が配下ながら、恐おそろしいやつよ……」

「なんでもいいから……」

　シャルロッテが歯の根を鳴らしながら足を振ふり上げた。

「早く行けってーの!!」

　おぶさっているゼティの尻しりを、足の裏で蹴けっ飛ばす。

「きゃんっ!?」

「うわわわわっ!?」

　それでようやく数歩前進。

「あ、あああ、姉上！　殺す気ですか!?　倒たおれたら体が張り付いて起き上がれなくなりますよこれ!?」

「いい加減さみーっつてんのよっ!!　どっちでもいいからとっとと行って戻もどってきなさい!!」




　　　　[image: ]




「はぁ、はぁ、なんとかここまで来たものの……」

「ここまで来れば、あとは五月病Ｘを持ち帰るだけですね……」

　もう目の前には、霜しもに埋うもれた茶色い小こ瓶びん。

　だが問題は……。

　どのタイミングで離はなれ。

　そしてどちらが先に、小瓶を手にするか。

「……」

「……」

　お互い、表情は窺うかがい知れない。

　だが……極きよく端たんにくっついているため、相手の息いき遣づかいや、胸の鼓こ動どう、筋肉の緊きん張ちようの具合から、そのタイミングを計っていることは互いにわかっていた。

　だからこそ、おいそれと動くことができない。しかし動かなければ凍とう死しする。

「……」

「……」

　そうして長い、永遠にも感じられる数秒の後。

「いただきですっ！」

「させるかっ！」

　先に動いたのは、マヒロの背後という圧あつ倒とう的に有利な位置にいたゼティだった。だが頭の回転という地力で勝ったのはマヒロ。

「ぇ……？」

　という、ゼティの小さな声。

　マヒロはゼティが自分の背中から降りようとした寸前、そのホックに指をかけていたのだ。

「きゃっ……!?」

　自然、押し込められていた胸の弾だん力りよくによってブラジャーのカップは浮き上がり……惜おしくも外れはしなかったが、ゼティはその頼たよりない感覚に思わず胸元を抱き締しめる。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、マヒロは先に五月病Ｘに手をかけた。

「もらったぞ、五月病エッ……えっ？」

　そこで予想外の事態が起きた。

　瓶が凍り付いて、霜から離れない。

「よっ、よくもエッチな真似まねを～っ……！」

　そうこうするうち、ブラジャーを直したゼティがスコップを振りかざす。

「すみませんすみませんごめんなさいごめんなさい待ってくださあああああああっ!?」

　殺される……、と思ったマヒロが上体を反らして身を庇かばうと、しかしスコップは五月病Ｘの埋まった霜の中へ。

　ゼティはそれを難なく掘ほり返すと、スコップに乗せたまま踵きびすを返す。

　勝利のウィンク。

「これでいただきです！」

「しまった!?　つい城にいた頃ころのクセでっ……！」

　女の子に悪戯いたずらをする、イコール半殺し、もしくは殺される、という骨身に染みついた条件反射。マヒロがそれを悔くやむ間もなく、ゼティは元来た道を走り出す。

　向こうはそもそもブーツ装備の上に元の身体能力も高いらしく、マヒロは慌あわてて追いかけるも、二人分の体重を背負った後の裸足はだしではその差は歴然。

「ふっ、ふざけるなああああっ！　余がこんな、こんな、辺境のアホの国のこんな下らないことでええええっ……！」

「ゴールです、鉄仮面様っ！」

　負けた……。
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　マヒロの体は倉庫の外に出て服を着ても、しばらく震ふるえの収まる気配がなかった。

「ハッハッハッハッ……！　ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……！」

　茶色の小瓶を再び手中に取り戻した鉄仮面が、霜だらけの真っ白な鉄仮面の中で哄こう笑しようを響ひびき渡わたらせる。

「上辺だけの愛など！　無む謀ぼうなだけの勇気など！　貴様らの言う安物の正義など、所しよ詮せんはこの程度ということだ!!　ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……!!」

「鉄仮面様の大望を邪じや魔まするような小物、このゼティの敵ではありません！　出直してきなさいっ！」

　メイドの方には上から目線で指鉄でつ砲ぽう差され。

　地べたにくずおれたマヒロは、日ひ射ざしの温ぬくもりを感じながら、地面を搔かきむしった。

「く……。くそっ……！　くそがあっ！　下らな過ぎるだけにそんな勝負に負けた自分が悔くやしすぎるぅっ……!!」

　そこでマヒロは周囲を見渡し、ふと気付いた。

「……あの。ところで姉上は？」

「ハッ、ハッ、ハッ……あの口先だけの女であれば、勝負が見えるや寒さに耐たえかね逃にげ出したわ……。一時は骨のある奴やつとも思ったが、この私としたことがとんだ見込み違」

「危なーいッ!!」




　キキキーッ!!　ドンッ!!




「「……。」」

　マヒロとゼティの見ている前で、鉄仮面が突とつ如じよ突つつ込こんできたクルマに思いっきり撥はね飛ばされた。

「なぁにが鉄仮面よ。内燃機関ナメてんじゃないわよ」

　降りてきたシャルロッテが、仮面の中からだばーと血を溢あふれさせる鉄仮面のマントを探り、五月病Ｘとラベルの貼はられた小瓶を取り上げる。

　それからくるりと振り返り、悲しそうな顔で言った。

「わかっているわ。鉄仮面、あなたは確かに強かった。だけどそれは、悪に塗ぬり固められただけの、偽いつわりの強さだった……。私が強かったんじゃない。あなたは自分の、心の弱さに負けたのよ……」

「あの……。姉上……」

「ええ。長く苦しい戦いだったわね、マヒロ。でも何かしら、愛と勇気と正義の心が悪を打ち倒したというのに、胸に去来するこの空むなしさは……。やはり争いは、何も生み出しはしないのね……」

「……というか、先程の私とこの少年との勝負はどう……」

　おずおずと切り出すゼティに、シャルロッテは笑顔で言った。

「ノーカン」

「「……。」」

「さーてと、お腹なか空すい……じゃなくて帝てい都との平和が守られたことだし、帰りましょうかマヒロ」

「あ……。はい……」

　エンブレムのひしゃげ、エンジンフードの凹へこんだクルマに乗り込み、マジカルプリンセスを名乗る謎なぞの女と、その従者の少年は去っていった。

　ゼティは帝都の街にさっそうと消えゆく車しや影えいを見み詰つめながら思う。

「……マジカルプリンセス……。一体、何者なのでしょうか……」

「……ぜ、ぜてぃ……ごほがはっ……い、い、医者っ……」

　霜が解け始めたその仮面は、まるで涙なみだを流しているかのようであったという……。
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　翌日の執しつ務む室。

「ほら。ほら見なさい、マヒロ。今日の瓦かわら版ばん」

　瓦版、というのは新聞ほど情報量は多くないが、その日の天気予報や前日の主な出来事を大おお雑ざつ把ぱに載のせている一枚刷りの日刊紙のことである。




『五月病ブーム、沈ちん静せい化の兆し』




「ね？　ほら。私たちは帝都の、この国の危機を救ったのよ。その偉い業ぎようは誰だれにも知られることはないけれど、悲しむことなんてないわ。だってそうでしょう？　今日のみんなの笑顔は、私たちの努力がもたらしたものなのですから……」

　昨日お出かけしたおかげか、気分よさそうに紅茶を一口。

「……国は救われたとして、若干一名の命を無む駄だにしましたよね？」

「そんなことあったかしら？」

　コンコンと隣となりの秘書室からノックの音。銀ぎん髪ぱつのメイド、フォルゴーレがやってくる。

「シャルロッテ様。ルディ＝シャンク外交官から、オートモービルの修理費の請せい求きゆうが届いていたのですが……」

「まったく、ルディったらまたどこかでぶつけたのかしら。とにかく、国民から預かっている貴重な血税を、個人のわがままで使用するわけにはいきません」

「かしこまりました」

　フォルゴーレは手にしていたクリップボードにペンを一払はらいすると、お辞じ儀ぎをしてまた隣りん室しつに戻もどっていく。

　マヒロはなんとなく瓦版を手に取った。




『……この事故によって病院に運ばれた男は「マジカルプリンセス」などと意味不明の供述を繰くり返しており、当局は男の容態が回復次第、不法侵しん入にゆうと禁止薬物所持の両面から捜そう査さを……』




「……ああ。生きてたんですね。僕はまたてっきり」

「愛と勇気と正義の使者が、そんな残ざん酷こくな真似するはずないでしょ」

「いや。そんな、まったくしょうがない子ね。うふふふふ……みたいな苦笑を見せられても」

「でも、いいわね」

「何がですか？」




「変身美少女」




「……。」

「今回は咄とつ嗟さだったから仕方ないけど、もっとこう気の利いた決めゼリフとか考えて、衣装なんかも用意して、それから……」

「…………。」

「マヒロ。私はね、あの鉄仮面だけがこの帝都を狙ねらう悪とは思えないのよ。きっと、第二、第三の鉄仮面が……」

「美少女って言いましたけど姉上って」

「……なに？」

「いや……。もちろん姉上は文句の付けようもない超ちよう絶ぜつとびっきり美人で可愛かわいいのでいいんですけど……」

　うんうんと頷うなずきながら、シャルロッテは優美に微笑ほほえんだ。

「まあ、いけるでしょ」

「……ハタチ前後の容姿ならハイティーンとそんな変わりませんからね、って姉上見てると納得できるのがすごいと思います」

「結構。大いに結構。私化け粧しようとかほとんどしないしね」

　うんうん。

　青空の広がるテラスを振ふり返り、シャルロッテはティーカップを傾かたむけた。







　風のように颯さつ爽そうと現れ、人知れず帝都を守った謎のマジカルプリンセス。

　その正体を知る者は……まだ、誰もいない。

　シャルロッテが飽あきれば、この先もいない。







　はしがき




　うわこいつ十巻できないからって短編でお茶を濁にごしやがったとか言うな!!

　我が読者様たちは超絶いい人ばっかりだからそんなひどいこと絶対言わないんだ!!

　……って私が信じてるとかそういう話です（勝手に信じてるだけなので、お気になさらず）。

　この場におきましては初めまして、林トモアキと申します。大方は本編『ミスマルカ興国物語』からの読者さんかと思われますが……そういった方は、いつも通り適当にどうぞ。そうでない方もまあ無料なわけですし、時間を無駄にしたと思って適当にどうぞ。




　そしてようこそザ・スニーカーＷＥＢへ!!

　Ｗｅｂデビュー!!　ついに林トモアキもＷｅｂデビューの時代ですよプロデューサーさん!!　Ｗｅｂとは即すなわち世界中からアクセス可能なわけでついにこの私もワールドワイドウェッブに展開する時代がやってきました!!　ああもう時代が俺に追い付いた!!　だったらサイト作るかブログやるかせめて呟つぶやけとかも言いっこなし!!　管理とかめんどくさいじゃん!!　そういうのは全部スニーカー編集部に丸投……否、お任せというか……めんどくさいからもういいや。

　シャルロッテは既き存そん作品で言えばマリアクレセル、ショーペンハウアーに次いで三番目に古参のとても愛着のあるキャラクターで、まだデビュー前に考えていた興国物語は、本当はこういう感じのお話でした。今のミスマルカ自体も当初はその流れを汲くみ、シャルロッテはミスマルカのお姫ひめ様でマヒロの姉上でした（兄上もいまして、その名残なごりが誤植というか消し忘れて一巻に残ってます）。結局その第一稿は編集部から色々言われて、今の本編の形となったわけです。作品に歴史ありですね。

　そうして一巻目で崩くずされた設定を、この本来の形に軌き道どう修正するまで幾いく年とし月つき。シャルロッテという無茶苦茶なキャラの特とく徴ちようを最大限に生かすために、本編とは全く切り離はなした、良くも悪くもはちゃめちゃな作品にしようと考えた場合に……だったらいっそイラストの方もと思い立ち、今回無理を言ってコミック版ミスマルカでお世話になった、浅あさ川かわ圭けい司じ先生に挿さし絵えを担当していただく運びとなりました。

　快かい諾だくしてくださった浅川さん、ともぞさん、両先生におかれましては本当にありがとうございます。デビュー以来、イラストレーターさんに関しては素晴らしい方々ばかりに恵めぐまれてありがたいことです。




　あとがき２ページとか言われたんだけど今どき電子媒ばい体たいのたかがテキスト容量如ごときで枚数制限もへったくれもないと思うのでもう少し。

　ことほど左様に、これはザ・スニーカーＷＥＢという無料で発表できる場が得られたがために発表することができた、ほとんど趣しゆ味みで書いただけのお話です。

　ザ・スニーカーＷＥＢは雑誌ではないので、今のところ明確な連れん載さいや何かという概がい念ねんはないようです（そんな概念ができると会員登録やら有料コンテンツやらめんどくさいことが始まりそうなので、ない方がいいとは思いますが）。しかし逆を言えば雑誌みたいな紙面の制限や人気アンケートもないので打ち切りという概念もなく、せっかく浅川さんやともぞさんのご協力を得られたわけですので、勝手に連載しようと思っております。

　好きで書いた話を好きなように発表でき、しかも締しめ切りがない。




　締　め　切　り　が　な　い　。




　Ｗｅｂっていいですね！




　二〇一一年　十一月


林　トモアキ　　
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　時は昼。場所は軍令本部長執しつ務む室。

　その部屋の主として執務机の前に佇たたずんでいるのは帝てい国こくの第一皇女、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア。内外より白薔薇ばらと称しようされる美び貌ぼうの才さい姫きは、長らく思し索さくにふけっていた。

　出頭したマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトは、彼女の言葉を待つ。

　共和国の動向、それによる北中原の対応、それを利用するかのように暗あん躍やくする何者かの影かげ……時間が流れる限り、状じよう況きようは常に流動的だ。

「トヨノカが食べたいわね」

「は？」

　目を丸くしたマヒロへ、シャルロッテは続けて言った。

「トヨノカが食べたいの」

「……って。あれですか？　旧文明時代のオオヤシマで大いに珍ちん重ちようされたという、伝説の」

「伝説かどうかは知らないけど、まあイチゴよね」

「……」

「……」

　沈ちん黙もくしばし。

　シャルロッテが執務机の引き出しから一冊の書物を取り出した。そうして彼女は、あるページをめくったところで言う。

「その昔。大陸の西の果てで栄えた欧おう州しゆうの王おう侯こう貴族たちは、狐きつね狩がりを嗜たしなんだそうよ」

「うちの父はそういうのには興味なかったですが、他の国ではよくやっているようですね。キツネに限らず、イノシシなり、鹿しかなり、モンスターなり」

「そうでしょうね。もちろんこの国の貴族たちもそうだし、共和国の方でも、ハンティングはハイソサエティでセレブリティな人々に人気のスポーツらしいわ」

「ええ。それが？」

　書物を閉じたシャルロッテが立ち上がるなり、やおら拳こぶしを握にぎり締しめ声高に叫さけんだ。

「名付けてストロベリー・ハンティング!!」

「……イチゴ狩りですよね？」

「王侯貴族がハンティングを楽しむことに疑問の余地がないのなら、帝国の第一皇女がイチゴを狩ったってなんの不自然もない話！　どうよこの完かん璧ぺきな論理展開！　いつもは蝶ちようよ花よと讃たたえられる私だって年頃ごろの女の子、たまにはこの皇宮という名の鳥籠かごから自由に羽ばたき普ふ通つうの女の子らしく遊んでみたく思う次第です」

　そう言って自じ称しよう籠の鳥は、儚はかなげな溜ため息いき一つ。

「妹さんたちを連れて行ってくればいいじゃないですか」

　投げやりな顔をしたシャルロッテが鼻で笑った。

「どうせユリカはイチゴを採るのがめんどくさいって言うし、ルナスはイチゴを採るのがめんどくさいって言うのよ」

「……ああ。ユリカ様は単に動きたくない意味で、ルナス様はちまちまと摘つむのがめんどくさいという意味ですか」

「二人して私のことを暴君だとか横暴だとか言うけど、私から言わせればあの二人の方がよっぽどおかしいのよ」

「要するに姉妹全部おかしいんですよね」

　カッ、と中高一本拳けんをマヒロの眉み間けんに突つき立て、シャルロッテは続けた。

「可愛かわいい妹たちの悪口はそこまでよ。トヨノカもストロベリーハントも我が慢まんしてあげるから無ぶ事じ家やのストロベリーショート買ってきなさい」

「おかしいですよねその理り屈くつ!!　何でそこで完璧な論理展開ができないのですか！　いやパシリを合法化するような論法があっても困りますけど！　ショートケーキくらいここのシェフでも作れるでしょうさすがに!!」

「うちのシェフが作ったら、それはどんなに美味おいしくても無事家のショートケーキにはならないのよ。あなただってそれくらいは理解しているでしょう？」

　マヒロがどこから言い返してやろうかと思っている内に、シャルロッテが言った。

「あ、命令書とかいる？」

「紙の無む駄だ遣づかいはいいからお金をください」




　　　　◆




　余ったお金で好きなケーキを買ってもいいからということで、マヒロは街に出た。

「……おかしい。おかしいだろ絶対。世界が間ま違ちがっているとは言わないが、この国は絶対に間違っている」

　共和国の不ふ穏おん分ぶん子しのようなことを嘯うそぶきながら、マヒロは街を歩いていた。

　手元には一枚の地図。

　目的地の名はパティシエール無事家。

　手頃な値段と納得の味わい。ケーキと言えばこれ。美食家の間ですら、お菓か子しの是ぜ非ひはここを基準に決められるというほど、帝都ではスタンダードなお菓子屋さんである。

「えーと、この角を曲がって……あれか」

　店先には真っ赤なボディの等身大ベコちゃんが、ユーモラスな顔で首を振ふっているのですぐにわかった。

　その鼻を殴なぐって揺ゆらし、マヒロは店に入った。奥の工こう房ぼうから漂ただよってくる焼き立てのスポンジの香こうばしさ、クリームの甘い香かおりを感じつつショーケースの前に立つ。

　ケーキはあるのだが。

「ええ……と……？」

「何かお探しですか？」

　三さん角かく巾きんの似合う若い女性店員がカウンターの向こうから聞いてきた。

「ストロベリーショートってあります？」

「あら、すみません。実は一昨日おとといくらいからイチゴが品しな薄うすになっていまして……」

「品薄……というのは？」

　マヒロの言葉に、店員は困ったような笑みを浮うかべた。

「はい。ないことはないんですけど、今年はイチゴの育ちが良くないらしく、市場に出回る量が少ないものですから……」

　需じゆ要ようと供給によって品物の価値が決定されるのが、市場原理というものである。

「お高くて手が出せないと？」

「はい。『誰だれでも、おいしく』がモットーの当店ですので、ケーキの値上げにつながるようですと、ちょっと……」

　それが無事家としてのポリシーなのだろう。

　思い付いたように店員が言った。

「ガールフレンドへのプレゼントなら、こちらのシュークリームやドーナッツはいかがですか？　女の子にとても人気なんですよ。ご希望なら、ラッピングやバースデーカードのサービスも……」

「そんな上等なものじゃないのでいいです」

　断言し。

　市場に出回らないなら他の店てん舗ぽも似たようなものだろうと思い、マヒロは店員に適当に見み繕つくろってもらって買って帰ることにした。




　　　　◆




「……ということで、シュークリームとドーナッツを買ってきました」

「あんた前もハーケンダッツだ、つってんのに別なアイス買ってきたわよね？　私に何か恨うらみでもあるわけ？」

「恨みでやるならもうちょっと大それたことやりますよ」

　その後ろのテーブルで、シュークリームを一口したコーネリアが、目を丸くしていた。

「あら、意外とおいしい……」

「ええ。たまにはこういう庶しよ民みんの味も悪くありませんわね」

　と、フォルゴーレもまたにこやかに、そのシュークリームを食べていた。

　紅茶の給仕を終えたマックスがドーナッツを片手に言う。

「さっすっがっ、マヒロ様はお目が高くていらっしゃいます！　ケーキがなければシュークリームとドーナッツを食べればイイとおっしゃるのでございますね!!　いかにも王族らしいその先せん鋭えい的なお心遣いにこのマックスめ、甚いたく感じ入りながらご相しよう伴ばんに与あずかる次第っ……！」

　執しつ事じのことは振り返りもせず、マヒロはシャルロッテに言った。

「ていうかその前回と同じで物がなかったんですから仕方ないでしょう」

「……」

　シャルロッテは、じと、っと見詰つめていたドーナッツを、ぱくぱくと。

「あ、ほんとだわ。意外とおいしい」

「そうですか」

　シャルロッテは唇くちびるに付いた粉砂糖をペロと舐なめ取り、続けた。

「イチゴの品薄ねぇ。ハウス栽さい培ばいだってあるんだから、相場が変動するほどのこともそう無いと思うのだけど……」

　ついでにマヒロもシュークリームを一つ食べてみたが、ミスマルカの高級菓子店にも劣らぬ味に非常に悔くやしい気持ちになった。
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　数日後……。

「これを見なさい、マヒロ！」

　どばん、とシャルロッテがその日の新聞を広げて見せた。

「帝ていシュポですか？」

「帝シュポよ」




『伝説のイチゴ、トヨノカの栽培に成功！』




「……姉上」

「何かしら」

「僕も農業とか植物のことはそこまでよく知らないのですが、こういうのって何百年も経たっていきなり生えるものなんですか？」

「少し前にオオヤシマの方の遺い跡せきで、保存されていたタネが見付かったのよ」

「そうですか」

　マヒロは適当に頷うなずき、記事に目を通す。




『トヨノカの栽培に成功した某ぼう農場はこれを記念したイチゴ狩りイベントを行うことを発表した。どこの農場もイチゴの不作に喘あえぐ中での英断に、真実を見極めるべく向かった取材班は、そこで驚おどろくべき真実を目まの当たりにすることとなったのである……！』




「何でわざわざ読者を惹ひき付けるようなタメを作るんですか、ここの新聞記事は」

「新聞なんて偉えらそうに言ったところで、読んでもらえなきゃ焚たき火びの着火剤ざいでしょうが」

「えらい庶民的なこと知ってますね……読んでもらえなきゃの部分は、一理あるとは思いますけど。それで、この記事が何か？」

　シャルロッテは机上に手を組み、真顔となって声を低くした。

「実は先日のイチゴショートの件が気になって、少し調べてみたの。どうも、他のイチゴも実は付けたんだけど赤くならないらしいのよ」

「なんですかその怪かい現象」

「イチゴの異変と、価格の高こう騰とう……それを見計らったかのような、伝説のトヨノカの復活宣言。そこから導き出される結論はただ一つ」

　シャルロッテが、力強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「これは、帝都の危機よ！」

「そうですね」

　パキン、という音のするすごいデコピンを喰くらって、マヒロはその場にうずくまった。

「軍令本部長が非常事態宣言を発しているのに、どうしてあんたはそう素直に驚くことができないの？」

「だからそんな宣言は僕じゃなくて議会なり軍部なりに発するべきでしょう!?」

「だめよ！　そんなことをして首脳陣じんがパニックにでも陥おちいったら、それこそ敵の思うツボ……！　臣民をいたずらに怯おびえさせるような真似まねを避さけるためにも、嗚あ呼あ！　帝都の窮きゆう地ちを救えるのは、私たちしかいないっ……!!」

　そんなことをまくし立てながら、シャルロッテが机に立てかけてあったライフルケースを嬉き々きとして取り上げた。

「というわけで、早速この農場へ取材に出かけるわよ」

「……取材、ですよね？」

「取材よ？　何？　取材の名目でストロベリー・ハンティングを楽しもうとしているとか、そんなことはないのよ？」

　先日の王おう侯こう貴族云うん々ぬんのやりとりを思い出し、マヒロは言った。

「ちなみに姉上。今までイチゴ狩がりをした経験ってあります？」

「あ、あるわよ。もちろん。私が狩ったイチゴの数は百や二百じゃきかないんだから」

　ライフルケースを肩かたに構えて、ばんばんと口で銃じゆう声せいを発するシャルロッテ。

　マヒロはなんだか、酒場で駆かけ出しハンターの与よ太た話でも聞いている気分になった。




　　　　◆




　そんなこんなで、新聞記者の格好に着き替がえたシャルロッテと、今日も一いつ般ぱん庶しよ民みんの服装に着替えたマヒロが向かったのは、帝都を覆おおう防ぼう護ご壁へきの外側。なだらかな丘きゆう陵りように広がる農耕地帯であった。

「ルディもよく手放しませんね、このクルマ」

「いよいよガレージに鍵かぎまでかけてあったから、よっぽど大事にしているんでしょうね。ったくそんな余計なことばっかり知ち恵えが回って少しは苦労する方の身にも……」

「……」

「ええ。うん。防犯意識が高いのはいいことよね」

「ルディはともかくクルマが可か哀わい想そうな気がするので少しは労いたわってあげてくださいね」

　そんなこんなで、件くだんの農場に到とう着ちやくした。

　ライフルケースを肩に担いでオートモービルを降りたシャルロッテが、満面の笑みで大きく伸のびをする。

「活気ある都会も良いけど、やっぱりこういう田舎いなかもいいわよね～。うららかな春の日ひ射ざし。吹ふき抜ぬけるそよ風。そこに広がるのどかな……」




「オラァ!!　狩れぇ!!　狩っちまえコラァ!!」

「ヒィヤッハァ!!　新しん鮮せんなイチゴがてんこ盛りだぜ～っ!!」

「ふざけんじゃねえぞてめえら、その畦あぜは俺らのシマだっつってんだろうが!!」

「るせえっ畑に国境はねーんだよ素人しろうとがぁっっ!!」

「狩るぞコラぁ!!　イチゴ狩りだコラあああああああ!!」




　響ひびき渡わたる怒ど号ごうと喧けん噪そう。飛び交う銃じゆう弾だんと魔ま法ほう。

　混じり合う、鮮せん血けつとイチゴ果か汁じゆう。

「あ……姉上、いったい、何が……」

「危ないっ!!」

　シャルロッテの咄とつ嗟さの判断で、マヒロはその場に押おし倒たおされた。すぐ上をかすめた流れ弾だまと流れ魔法によりオートモービルのウインドウが砕くだけ、ドアが吹き飛ぶ。

「何をボケっと突つっ立ってんの、あんた死にたいの!?　ここはもう戦場なのよ!!」

「おかしいでしょう!?　さすがにおかしいですよね!?　姉上だってさっき思いっきり行楽気分で背せ伸のびしてましたよね!?」

　マヒロは押し倒されたまま、マウントポジションからの鉄てつ拳けんを喰らった。

「とにかくここは危険だわ！　一いつ旦たんどこかに……！」

「あれ？　こんなところで何してるんですか、ミスマルカ王朝末孫のプライドをかなぐり捨ててグランマーセナル帝国の犬に成り果てたマヒロ王子」

　そこに現れたのは、まだツルの付いたままのイチゴをもくもくと頰ほお張った金きん髪ぱつの少女剣けん士しだった。後ろにはその連れである見目麗うるわしい銀髪の兄きよう妹だいもいる。

「……君こそこんなところで何をしているんだ、三人しかいないクセに傭よう兵へい団を名乗るパリエル傭兵団の団長。ていうかまだこんな帝都の近くにいたのか。大たい概がい胆きもが太いな君も」

「ちょっとしたお使いで近くまで来てみたら、新鮮なイチゴが食べ放題の仕事と聞いたもので。つい」

　もくもく。

　そのとき、傍かたわらのクーデリカが気付いたようにパリエルの袖そでを引いた。

「パリエル様、その女……」

　目を凝こらしたパリエルは、ハンチング帽ぼうを目深に下げ、クルマの陰かげにこそこそ隠かくれているシャルロッテを見付けて叫さけぶ。

「あ!?　ああっ!?　おまっ、こないだの踏ふみ倒し女!!」

　カチンと来たようにシャルロッテが躍おどり出る。

「失礼ね、前金払はらってやったでしょうが！　今さらたかが金貨の百や二百ぽっちでガタガタ騒さわいでんじゃねーわよ貧びん乏ぼう人！」

「おー上等だテメーこら！　同じ言葉国民の前で吐はけるかテメー!?　今のセリフそっくりそのまま言いふらしてやっかんな!?」

　ガルルルル、と犬のケンカでも始まるかのように睨にらみ合う両者。

　マヒロは軽く肩をすくめて。

「それより、この鉄火場は一体何があったんだ？　はい、クーデリカちゃん」

「は？　私……ですか？」

　不承不承といったような表情で、クーデリカは答えた。

「……今年はどこの農場もイチゴが不作なので、彼らストロベリーハンターは気が立っているのだそうです。そう言ってましたよね、兄さん」

「ああ」

　と、妹の言葉に短く相あい槌づちする兄のレイナーは、イチゴ満まん載さいのカゴを抱かかえていた。荷物係として体よく使われているのだろうか。
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　一応、大陸最強との呼び声高い剣士である。

　そのカゴからまた一つイチゴを摘つまみ、パリエルは言った。

「ちぇっ、こいつらのせいでなんだかケチがついちゃった。帰ろ、レイナー、クーデリカ」

　しかし……とクーデリカが周囲を眺ながめ渡す。

「パリエル様、依い頼らい料をまだ……確か仕事が終わったらこの場で受け渡しの約束と」

　そのときだった。

「ハッハッハッ……！」

「「「？」」」

「ハァッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……！」

　低く反はん響きようするようにくぐもった、不気味な哄こう笑しようがどこからともなく聞こえてきた。
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　足元までの全身を覆い隠す厚手のマント。不気味な鋼鉄のマスクを被かぶった一人の男が丘おかの上より、阿あ鼻び叫きよう喚かんのイチゴ畑を悠ゆう然ぜんと見渡していた。

「見よ、ゼティ！　この私が考えた苺ロス喪トロ失ベリ劇ーオ作ペレ戦ツタにより、愚おろか者共が踊おどらされておるわ……！」

「はいっ、さすがです鉄仮面様っ！」

　男の傍らで、メイド服の背中にシャベルを提げたロングヘアの少女が眉まゆをＶの字に、茶色い小こ瓶びんを握り締めて力強く首しゆ肯こうする。

「このイチゴ生長阻そ害がい剤ざい、『ロストロベリーＺ』によってイチゴの絶対的な収しゆう穫かく量が不足すれば、名うてのストロベリーハンターたちの不満が高まるのは必定です！　ロストロベリーＺが効かなかったトヨノカイチゴ畑も彼らがああやって壊かい滅めつさせれば今年一年、帝てい国こくにイチゴが出回ることは絶無ですっ！」

　ちなみに農場経営者とその従業員は、すでに『五月病Ｘ』によって無気力状態にある。

「ハッ、ハッ、ハッ……愚かな貴族共は赤くて甘酸っぱいイチゴが大好きなのだ。それが食べられぬとなれば帝都が大混乱に陥ることは必定……他国からのイチゴの輸入によって大量の外貨を流出した帝国はやがて国力を失い、この私のものとなるだろう！」

「はいっ！　世界が鉄仮面様のものとなるのは、火を見るよりも明らかです！」

「そこまでよっ！」

　青空の下に凜りんと響く女の声。

「む、この声は……!?」

「まさかっ……！」

　鉄仮面とゼティが振ふり返った先に、純白の魔法使い風の衣装を着けた、美しい女が颯さつ爽そうと現れる。

「悪いけど、話は全すべて聞かせてもらったわ。この世せ知ち辛がらいご時世に、世界征せい服ふくなんて大層な夢を持っているのは立派だけど……みんなの大好きなイチゴを悪用するなんて、たとえ神様が許してもこの私が許さない！」




　バァーン！




「愛と勇気でミラクル起こす！　マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテただいま見参!!」




　ババァ──ン!!




　マジカルプリンセスを名乗った女が、ウィンクしながらびしりと指を突き付ける。

「……あれ？　姉上、変身シーンは？」

「何よ、変身シーンって」

「いやいやいや。タクローの持っている文ぶん献けんによればそういう場合、衣装チェンジする瞬しゆん間かんはこう、光に包まれつつも身体からだのラインが顕あらわになってですね」

「知らないわよ、フォルゴーレが作った変装魔法だもの。フォルゴーレに聞きなさいよ」

「あの人も大概完かん璧ぺきですね」

　そんなやりとりも耳に入らぬほど怒いかりに滾たぎった鉄仮面が、歯嚙がみするような声を絞しぼり出す。

「ぬう……！　貴様、マジカルプリンセスとやら！　一度ならず二度までもこの私の邪じや魔まをするつもりか!?」

「それはこっちのセリフよ、鉄仮面！　あんた人のやる気をなくさせるとか外貨の流出とか、考えることが微び妙みようにリアルでおっかねーのよ！　わかったらそのロストロベリーＺを大人しくこっちに渡しなさい！」

「フッ……嫌いやだと言ったらどうする」

「ふふっ。どうする、ですって？」

　シャルロッテも不敵な笑みを浮うかべた。

「この魔法のステッキ、マジカルハッピー☆トリガーが火を噴ふくわよ！」




　ジャキーン☆




「姉上。どう見てもレバー式のライフル銃じゆうにしか見えません」

「あなたもまだまだ甘いわね。これは魔法のショットシェルを込めることで魔法を撃うち出す、マジカルショットガンなのよ」

「どのみちステッキではありませんよね？」

　ゴン、と台だい尻じりでマヒロのこめかみをぶっ叩たたき、シャルロッテは鉄仮面へ向き直った。

「さあ、どうするの!?」

　そのとき、ゼティが鉄仮面へ耳打ちした。

「鉄仮面様、やはりこの女怪あやしいです！　前はこんな格好してませんでしたし、登場したときの決めゼリフも微妙に違ちがってて付つけ焼やき刃ばっぽいです！」

　む、とシャルロッテが唇くちびるを曲げる。

「……お馬ば鹿かっぽいクセに微妙に鋭するどいわね、あのメイド」

「いや、普ふ通つう気付くでしょう」

　マヒロが呟つぶやいた頃ころ。

「フッ……いいだろう」

　鉄仮面は悠然と頷うなずき、指を鳴らして見せた。

　するとそこに。

「ははっ、お呼びですかクライアント！」

　意い気き揚よう々ようと、パリエルと。

「何だか妙みようなことになってきましたが……」

　あまり乗り気でないクーデリカと。

「……」

　イチゴの籠かごを持ったままのレイナーが、鉄仮面の側そばに現れた。

　予想外の展開に、シャルロッテはこめかみに冷ひや汗あせ一筋。

「あ……あっれ～ぇ……？　あなたたち……？　え……？」

　パリエルはその表情をざまぁとばかりに指差しながら、さも気分爽そう快かいな表情で大おお威い張ばり。

「はーっはーっはーっ!!　何を隠そう、我らこそこの農場のイチゴを採り尽つくすために金貨三百枚で鉄仮面様に雇やとわれた正義ジヤスの騎テイス・士団ナイツなのだーっ!!　つまらない暴力で鉄仮面様の大業を邪魔するつもりなら我らエルクレセル三人衆が相手になるぞ、悪逆非道のラジカルプリンセス!!」

「マジカルよバーカッ!!」

　毅き然ぜんと言い返したシャルロッテに、マヒロは問うた。

「で……どうするんですか？」

　敵は中原屈くつ指しと呼ばれたパリエルを筆頭に、大陸最強の銀ぎん髪ぱつと重装型のその妹。およそ力任せでどうにか出来る相手ではなかった。

　構えていた魔ま法ほうのステッキを背中に提げ直して、シャルロッテは答える。

「私、暴力って悲しいから嫌きらいなの。大だい丈じよう夫ぶよマヒロ、あんな見み窄すぼらしいお姫ひめ様でも元はあなたのお友達でしょ？　今となっては見下げ果てた姿だけど、話し合えばきっとわかってくれるわ」

「姉上、せめてケンカ売るかなだめるかどっちかにしませんか」

　と言うマヒロをよそに、パリエルは拳こぶしを振り上げた。

「テメーらなんか鉄仮面様の号令一つで粉こな微み塵じんにしてやんだからなー!?　あとになって泣いて詫わびたってぜってー許してやんねーんだからなーっ!?」

　そんな主あるじの威い勢せいに、レイナーは無口無表情。クーデリカは眉尻下げて嘆たん息そく。

　と……やりとりを見ていた鉄仮面が、静かに笑った。

「ハッ、ハッ、ハッ……どうやら貴様たち、因いん縁ねん浅からぬ仲のようだな……！」

　ゼティが腕うで組ぐみして得心したように首肯。

「互たがいに相争うことしかできないとは、全く下々とは浅ましいものですね、鉄仮面様！」

「「ああ!?」」

　シャルロッテとパリエルに視線を向けられた瞬間、ゼティは子犬のような悲鳴を上げて鉄仮面の後ろに隠かくれた。

「フッ……いがみ合い、憎にくしみ合う愚かしさもまた、人の本質か……」

　バッ、とマントの下から手を振り仰あおぐ鉄仮面。

「問おう、マジカルプリンセス！　貴様はイチゴを愛しているか!?　この私を悪と断じ、この傭よう兵へいたちを愚かと断じられるほどに、イチゴを愛することが出来るのか!?」

「イチゴの赤を失った世界がどれだけ彩いろどりに欠けた世界か、あなたはわかっていないようね!?」

「ぬう、いいだろう！　問おう、パリエル傭兵団！　貴様たちはそのイチゴが失われてもなお憎しみに身を任せ、マジカルプリンセスと帝てい都との破は滅めつを願おうというのか!?」

「お金さえ頂けるならそれはもう!!」

　ガッ！　と拳を握にぎるパリエルと。

「……パリエル様……」

「……」

　相変わらず乗り気ではない銀髪の兄きよう妹だい。

　鉄仮面は颯爽とマントを翻ひるがえした。

「ならばお前たちにチャンスをやろう！　来るが良い！　この私自らが、貴様たちの覚かく悟ごの程を見極めてくれんッ──!!」
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　やってきました水田地帯。

「えー、と……？」

　全員が思っている率直なところを、マヒロは呟いた。

「ここで、何を？」

　田植えを控ひかえた田んぼは、既すでに耕した上で水も張られ、水面はそよ風に揺ゆれて春の日ひ射ざしをキラキラと反射させていた。

「見よッ!!」

　鉄仮面が、ぽーん、と。

　ロストロベリーＸの入った小こ瓶びんを水田のど真ん中に投げ入れた。

「その愛が本物であるならば!!　その憎しみが真実であるならば!!　その業の如ごとく深きこの泥でい濘ねいを搔かき分け、あのロストロベリーＺを拾ってくる程度造作もないはず!!」

「え……いや、それはさすがに……」

　さすがに。難色を示すパリエル。

　それを指差しマヒロは嗤わらった。

「はっはっはっ、ご覧なさい姉上！　もはやこれ以上汚よごれようもないヨゴレのゴロツキ娘むすめが何か言っていますよ！　さあ今がチャンスです！　その綺き麗れいな純白の衣装が泥どろにまみれるのがお嫌なら脱ぬいでしまえばいいだけの話です!!」

　他方、パリエルはパリエルでまくし立てる。

「自分の主があんな風に言われて悔くやしくないの、クーデリカ!!」

「は!?　私!?　なんで私ですか!?　どう見てもパリエル様とあの女の私し怨えんの話ではありませんか!?」

　そんなやりとりを聞いて、シャルロッテはマヒロへ首しゆ肯こうした。

「というわけで向こうは一番ザコが出てくるみたいだから私自ら手を出すまでもないってこと、よっ!!」

　キック一発、マヒロを水田の中へ蹴けり落とした。頭っから落ちて腰こしまで沈しずんだマヒロが、ずるべたり、泥塗まみれの姿でヘドロのように這はい上がってくる。

「いや、無理！　マジで無理です！　っていうかめっちゃ深いですよこの田んぼ！　服着たままどうこうできる状じよう況きようじゃないですって！」

「その深さこそが己の業の深さと知れ！　準備は良いか、ゼティよ!!」

　哮たける鉄仮面の横では、既に下着姿になったゼティが伸のびやかな肢し体たいをストレッチさせていた。

「はい、鉄仮面様！　いつでも行けます！」

　さすがに怪け訝げんになってマヒロは問うた。

「いや、嬉うれしいんだけど何で君が？」

「私がロストロベリーＺを取ってくればマジカルプリンセスに勝利しつつも、腰こし抜ぬけで役立たずのゴロツキどもにお給金を払はらう必要もありません！」

「え。ちょ」

　さしもの傭兵団の団長も、そこで鎧よろいを脱ぎ始めた。

「いやいやいや、パリエル様！　パリエル様っ！　仮にも一国の王女ともあろうお方がこのような場所で……！」

「お金も大事だけどあそこまで言われて黙だまっていられるか！　お前も脱げ、クーデリカ！　あの家事手伝いを闇やみより深い泥の底に沈めてやる！」

「え、私もです、か!?　でも、ですが……！　こういうときこそ、兄さん！」

「断る」

　無む碍げ。

　パリエルは小声でクーデリカに耳打ちした。

「馬鹿、クーデリカ、うちのカンバン剣けん士しが実はカナヅチとか私の口から言わせる気か」

「ええっ……!?　兄さん……!?」

「つーわけでお前が脱がなきゃ私が拗すねてエルクレセルは二度と蘇よみがえらないんだぞっ!?」

「ええええええええええっ……!?」

　なんだかんだで。

　タンクトップと下着一枚になったパリエルのなすがまま、クーデリカも上下の下着だけを残して剝むかれてしまった。怒いかりに燃えるパリエルとは対照的に、クーデリカの両腕は、透すき通るような肌はだの隠せるだけを隠すのに精せい一いつ杯ぱいの様子。

「エロいっ!!」

「エロいわねっ!!」

　クーデリカのあまりの恥はじらいっぷりに、マヒロのみならずシャルロッテまで思わず拳を握り締しめる始末。

「い、いやらしい目で見ないでくださいッ……!!」

「嫌いやだ!!」

　一人興奮するマヒロ。

（しかも……あのパリエルが育っている……だと……!?）

　直接見た覚えはないが、ミスマルカにいた頃ころの経験から察するに女子も三日触さわらざれば刮かつ目もくに値することもあろう。

　そうして各おの々おの、畔あぜの上に横並びとなる。

「フッ……図らずも三つどもえの戦いとなったか。だが、それもまた一興」

　呟つぶやき、そして鉄仮面は手を振ふりかざした。

「ではいくぞ!!　ロストロベリーＺ争そう奪だつ戦、レディー……ゴッ!!」

「うらあっ!!」

　勢いよく田んぼの中へダイブするパリエル。

「えいやあっ!!」

　幅はば跳とびのように全身をバネにして跳んだゼティ。

「っ……!!」

　まだ泳ぐには冷たい水の中に息を止めて飛び込むクーデリカ。

「ほらほら、どうするのですか姉上。このまま何もしないのでは姉上の負けが確定してしまいますよ」

　這い上がった畔の上で余よ裕ゆうぶっこくマヒロ。

「あ、ちなみに僕は男として、女の子同士の勝負に首を突つっ込こむのはいささか卑ひ怯きような気がするのですよねー。あーやれやれ、良い天気だなー」

「ああそう、マックスとコーネリアの配置を入れ替かえる権利はいらないのね」

「くそがああああああああああああああああああっ!!」

　遅おそきに失したことを悔んだマヒロが、トビウオの如く跳ちよう躍やくする。当たり前のことだが、地を蹴った瞬しゆん間かんにはパンツ一枚となっていた。

　腰までもぬかるような田んぼの中でうら若き三人の娘たちは、当然のことながらそう簡単に振り返ることが出来ない。なおのこと高空より飛来する脅きよう異いに対しては無防備だ。

　ゼティというメイドとは成り行きとはいえすでに素肌で触ふれ合った仲、パリエルはいくら育って髪かみが伸びたところでなんとなくパリエルだし、ならばとマヒロの目は鷹たかのように残る銀髪の少女を獲え物ものとして捉とらえ、頭から落下。

「もらったあああああああああああああっ!!」




　どすっ。




　レイナーの投げた拳こぶし大の石がマヒロの鳩尾みぞおちにめり込み、マヒロは再び頭から泥に埋うまり、そしてそのまま沈んでいった。それはまるで、己が欲よく望ぼうの深さに溺おぼれるかのように。

　シャルロッテはからかうように小さく微笑ほほえむ。

「へえ。妹思いなのね」

「……主君の障害となる者を、従者として排はい除じよした。それだけのことだ」

　レイナーのそんな言葉に、シャルロッテは饒じよう舌ぜつさを感じた。

　下の妹が得意げにレイナーを皇宮で連れ回していた頃も、この猟りよう剣けんとは数えるほどしか言葉を交わさなかったが……それでもシャルロッテは、饒舌だと感じた。照てれ隠しのつもりか、あるいはこの無表情は照れたことにさえ無自覚なのか。

　鉄仮面は仁王立ちのまま、少し離はなれた場所で勝負の行方ゆくえを見守っている。

　だからというわけでもないだろうが……意外にも、レイナーの方から声を発してきた。

「……シャルロッテ姫ひめ」

「ごめんね、あたしシャーリー・ロッテなのよ」

「一つだけ聞きたいことがあった」

「マジカルプリンセスで良ければ、どうぞ」

「あなたは我が祖国……エルクレセルが滅ほろびたそのとき、何を思った」

　シャルロッテは小首を傾かしげながら、微笑んだ。

　そういうものか、と。

　まあ、そういうものだろう。

「そうね。私はシャルロッテ姫ではないけれど。彼女なら、こう答えるでしょうね」

「……」

「何も思わなかったわよ。マジスティア王国に敵するその他多くの国々の中の一つが、かつてあったその他多くの国々のように末路を辿たどったのよ。原因不明の魔ま力りよく放射で中ちゆう枢すうが壊かい滅めつしたなんて事故もあったけど、もともとうちが負ける要素なんて無かったし。ただそれだけ。嬉しくもなく、悲しくもなし」

　後に明らかとなったその原因らしいものが、水田の中、奇き妙みようなオブジェのように青空へ向けて二本の足を生やしているのを眺ながめながら。

「……変わりましたね、レイナー。その程度のことならば、以前にも聞く機会はあったでしょうに」

「為い政せい者しやとは、皆みな、そうなのか」

「安心なさい。そんなのはごく一部。恐おそらくは、この国の軍令本部長として居座るただ一人だけ。仮に、もし、万が一、何かの間ま違ちがいで、あなたのお姫様がエルクレセルを復活させたところで……彼女はそうはならないし、なれるはずがありません。だから大だい丈じよう夫ぶ」

「……そうか」

　ロストロベリーＺを間近にしたゼティと、パリエル、クーデリカの三人が組みつ解ほぐれつ、小瓶ではなくブラジャーの取るや取られるやの壮そう絶ぜつなキャットファイトを繰くり広げている。

「もう一つ聞きたい」

「ミラクル起こすシャーリー・ロッテで良ければ。どうぞ」

「宰さい相しようは代わっていないか」

「キラ？」

　シャルロッテの表情の変化は一いつ瞬しゆん。

「ええ。相変わらず、何を考えているかわからないままよ」

「……」

「それとも、代わったかと聞いたのかしら。どこか有り得ないところででも会った？」

「……いや、気のせいだ」

「そう」

　シャルロッテは表情を崩くずさなかった。

　レイナーも無表情のままだった。

「カナヅチなの？」

「全くというわけではない。十メートルまでならば問題はない」

　無視すればいいものをやはり饒舌に言い返す辺り、少しは図星なのだなとシャルロッテは思った。

　さておき、少女たちはようやく件くだんの小こ瓶びんに手が届いたようだった。

　クーデリカに組み付かれたゼティが叫さけぶ。

「ああっ、鉄仮面様のロストロベリーＺが！　放してください後ろのザコ傭よう兵へい！」

　ゼティに組み付いたクーデリカが苛いら立だちと共に吐はき捨てる。

「私だっていつまでもこんな下らないことに付き合いたくはないんです！　そちらこそ、このまま大人しくしていてください！」

「よし、取ったぁ!!」

　隙すきを突き、小瓶を手にしたのはパリエルであった。あとは元の畔まで戻もどればパリエル傭兵団の勝利である。

「はーなーしーてー、くーだーさーいー！」

「くっ……あなたほんとに、ただのメイドですか……!?」

　クーデリカとて、並の使い手には負けぬ鍛たん練れんを積んだ剣士。であるが、ゼティの馬力はそれを上回る勢い。しかも元よりなめらかな乙女おとめ同士の素肌の上に、きめの細かい水田の泥どろである。汗あせ、水、泥で肌と肌が滑すべり合い、クーデリカが取り逃がすまでにそう長い時間はかからなかった。

「脱だつ出しゆつです！　これしきのことで負けてなるものですかー！」

「しまった！　パリエル様、そちらに行きました！」

「大丈夫、ここまでくれば……！」

　幾いくらかのリードはパリエルにあったが、好こう事じ魔ま多し。勝利への道半ばに、それまで泥に雌し伏ふくしていたマヒロが立ちふさがる。

「くっ……そこをどいてください、王子！　私があなたを殴なぐる理由なんてどこにもないじゃないですか！　王子が私の目の前から消えるだけで、王子は嫌きらいな暴力を回かい避ひすることができるんですよ！」

[image: ]

「アホか。余だってどうせ邪じや魔まするならクーデリカちゃんかゼティが良かったわ」

「ほう」

「が……まあいい。へっへっへ。ミスマルカにいた頃はたっぷりと世話になったなぁ、美少女剣けん士し様よぉ？　大人しくその小瓶を渡わたすって言うなら、お礼に泥マッサージしてやるぜぇ……へっへっへ」

「お前どこの何だ」

　しかしマヒロは、波間にたゆたう海かい藻そうの如ごとくゆらゆらと揺ゆれるばかり。

「というか真面まじ目めな話、どれくらい育ったか揉もませろ。そしたらスルーしてやる」

「それはスルーと言わない！」

「ええい、だったらもういい！　パリエルのクセにノーブラでタンクトップなんて格好をしている方が悪いんだあっ！」

　言われて、改めて自分の胸元を見下ろし、ふくよかな地じ肌はだに張り付いた肌はだ着ぎに耳まで赤くなったパリエル。

　瞬間、ロストロベリーＺがマヒロの眉み間けんに着ちやく弾だんしていた。

　小瓶は幸い、割れることはなかったが。

「ふ、ふふ、かかったなパリエル……」

「はっ!!」

　マヒロの眉間に時速一二〇キロでぶつかったのだから、当然小瓶はマヒロの元にあるわけで。

　マヒロは顔面血ち塗まみれになりながらも、ロストロベリーＺを手に冷笑していた。

「まだわからないのか!?　見ろ、それが口より先に手が出る暴力の弱さだ！　殴る物がなければ手近な物を投げ付ける弱さ！　いつか投げる物さえ失った君はそうして大事なものさえもベぶらっ!?」

　横合いから泥の上を滑ってきたゼティが、マヒロのこめかみに激げき突とつした。具体的には……片かた膝ひざで乗ってきたスコップの鋭えい利りな先せん端たんが、である。

「ロストロベリーＺ、返してもらいます！」

「くっ……まさかっ、『ガタスキー』……だと!?」

　新たな傷口から出血しながら身を起こすマヒロに、パリエルは訊たずねた。

「なんですかそれ」

「伝説の珍ちん魚ぎよムツゴロウを獲とるために旧文明時代に開発された、いかなる泥の上をも自在に滑かつ走そうするスーパーテクノロジーだ！」

「いやでも、あれどう見てもただのスコップじゃ」

　とか言ってる間に、すいーっとゼティは滑っていく。

「ゴールですっ！」

「「「……あ……」」」

　ようよう追い付いたクーデリカと三人揃そろって、マヒロとパリエルは、自然とそんな声を口から漏もらしていた。




　　　　[image: ]




　全員が泥から這はい上がったところで、小瓶を手中に取り戻した鉄仮面から痛つう烈れつな言葉が浴びせかけられた。

「ハッハッハッハッ……！　上辺だけの愛など！　無む謀ぼうなだけの勇気など！　安物の正義や金に目が眩くらんだだけの憎にくしみなど、所しよ詮せんはこの程度ということだ!!　ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ、ハッ……!!」

　片やメイドには上から目線でスコップを向けられ。

「スコップを甘く見たあなたたちの負けです！　打つ、叩たたく、殴るはもちろん、刺さす、切る、抉えぐる、掘ほる、埋うめる、滑る機能までもが集約されたまさに最強の万能器、それがスコップというものなのです！」

　実際、マヒロは先回もあのスコップ一本の差で五月病Ｘを霜しもの中から掘り出され、負けたのだからして。

「まあ、こんなアホな勝負はいいとしてね……」

　気を取り直したパリエルが、揉み手しながら鉄仮面を窺うかがった。

「イチゴを摘つんだ分のお給金は……」

「愚おろか者め!!　この私が金のために動く下げ賤せんの輩やからための報ほう酬しゆうを持ち合わせていると思ったか!!」

「やっちまえレイナー!!」

　剣けんを抜ぬいたパリエルの号令一下、レイナーが漆しつ黒こくの大業物を振ふりかざし、振り下ろす。




　ギャキィンッ──!!




「鉄仮面様に刃やいばを向けようというのなら……このゼティの〝キャルデスティエ・アーデストラーダ〟が黙だまってはいません!!」

「っ……」

　レイナーが静かに驚おどろきの様相を浮うかべた。

　神器とも謳うたわれる〝黒の剣〟を受け止めたのは、ゼティの持つ一本のスコップ。

　彼の腕うで前まえを知るパリエルとクーデリカが愕がく然ぜんと口を開く中、ゼティはレイナーが放った二太刀たち目、三太刀目を危なげながらも弾はじき返す。

「ふふ……なかなかやるようですね、銀ぎん髪ぱつの人！　しかしこのゼティの鉄仮面様への忠誠の前に敵」

「マジカルハッピー☆トリガー!!」




　ズドンッ!!




　派手な銃じゆう声せいと共に、鉄仮面が見えない拳こぶしで殴られたかのように吹ふっ飛んだ。

「姉上。魔ま法ほうが出るという話は」

「今回はたまたま物理属性のショットシェルだったみたいね」

　反動で尻しり餅もちをついたシャルロッテはそう言いながら立ち上がり、鋼鉄のマスクが半分に凹へこんだ鉄仮面の手からロストロベリーＺを拾い上げた。

「鉄仮面、確かにあなたは強かったわ。でもただ強いだけでは、愛と勇気に祝福された私に勝つことは出来ないのよ……。この勝利の空むなしさはきっと、道を誤ったあなたへの哀あわれみ……なのかも知れないわね」

　レイナーと刃を交えた姿勢のままゼティは言った。

「つまりその、このゼティの鉄仮面様への忠誠の前に敵はなくてですね……」

「ほぼゼロ距きよ離りでブチ込んだから早く医者に診みせた方がいいわよ？」

　それだけ言って、シャルロッテはマヒロと共に元来た道を帰っていった。ゼティは急いで鉄仮面を背負い病院へ走っていった。

　はっ、と我に返ったパリエル。

「お金は!?」

　げんなりとした表情でクーデリカは呟つぶやいた。

「ただでイチゴを食べられたのですから、もういいではないですか……。早く泥を流してノエバ様の元へ帰りましょう……」

　レイナーは無言で剣を鞘さやに収める。

　そんな、ある晴れた日の農場の午後。




　　　　◆




　数日後。シャルロッテの執しつ務む室。

　瓦かわら版ばん片手にマヒロは言った。

「青いままで生長が止まっていたイチゴが、再び育ち始めたそうです。この分なら例年通りの収しゆう穫かく量が見込めるとかなんとか」

「ではそれはきっと、イチゴと帝てい都との平和を愛する誰だれかが奇き跡せきを起こしてくれたからでしょう。私も一国の皇女として感謝しなくてはいけませんね……」

　ふふふ、と小さく微笑ほほえみ、トヨノカの練乳イチゴにフォークを立てるシャルロッテ。

「瓦版には、何者かに撒まかれた薬品の効果が切れたらしい、ようなことも書いてありますが」

「あら、そうなの？」

「フォークは刺さりそうなのでやめてください！」

　照準が眉間なのか目なのか判断付きかねたマヒロは、ひとまずそう言って投とう擲てき体勢のシャルロッテを制止した。

「……でもまあ、結果的に今回も帝都の危機は去ったわけですね」

「そうね」

「どうでした？」

「何がよ？」

　不意の質問に、イチゴを咥くわえたまま片眉まゆ上げるシャルロッテ。

「変身美少女」

「ああ、それね。さすがに少女ってほどガキでもないから、変身ヒロインっていうことにしたわ。変身元が美少女新聞記者じゃなくて美女っ子新聞記者だし」

「それもアリですね。よく考えたら変身美少年って言葉はありませんが、変身ヒロインなら変身ヒーローの対としても成り立ちます」

　一息。

「で、いつまで続けるんです？　結局今回もあの鉄仮面を逃にがしましたが……冷静に考えてかなりのテロリストですよね、あれ。ネーミングはふざけてますが、薬品については相当な知識なり、製造設備なり持っていると推測できるわけですし」

「でも根っからの悪人ってわけでもなさそうだし、いいんじゃないかしら」

「……寛かん大だいですね」

　意外そうに目を丸めるマヒロへ、シャルロッテはさもおかしげに、くすりと笑った。

「あら、知らなかった？　私の心は大空よりも広く寛大で、思いやりの慈じ悲ひ深さは……」

「知ってます」

　帝都に真の平和が訪れるまで……。

　もしくはシャルロッテが飽あきるまで。

　マジカルプリンセスの戦いは、続く！







　はしがき




　お疲つかれ様です。林トモアキです。ミッション・シャルロッテの二話です。

　というか前回はですね、「いきなり連れん載さいを始めるにあたって読者さんへの説明と林さんの心意気を一つ！」みたいな感じでこのあとがきのような場所を用意してもらったわけですが、今回「せっかくなのでまた書いてください。ネットだし枚数は融ゆう通ずうが利きますので」みたいなブーメランをもろに喰くらいまして、書いてます。いえい。




　さて、この春より去年までのＯ編集長閣下が部長猊げい下かに、ｍ編集長代理が編集長閣下となられまして、スニーカー編集部は心機一転の新体制となったそうです。またこれに伴ともないまして、一時的に私の担当編集者は編集長閣下となっております。

　……。

　ｍ編集長は女性の方です。電話に出ると声がかわいくてビックリします。最初の打ち合わせやメールのやりとりからしてさすがベテランの安定感があり、とても頼たのもしいです。

　また新体制となっての意気込みも素晴らしく、先述の新部長と揃ってその説明とご挨あい拶さつの場を設けてくださいました。話題は自然と、私の初代担当である伝説Ｘのことに移っていきました。自分で伝説とか書いてて何ですが、なぜかみんな知ってるので話題にしやすいのです（ちなみに現在は他社ラノベレーベルの人です）。




　俺　「Ｘさんが合コンのセッティングしてくれるとか言いましてですね。ふへへ」

ｍ閣下「ぬぅ、それはうちの編集部から誰か工作員を送り込まないといけませんね！」

Ｏ猊下「ｍさんがセーラー服着て行けばいいんじゃないですか？」

ｍ閣下「あ、じゃあファミ通（文庫）の編集長といっしょに♪」

Ｏ＆ｍ「「ワハハハハハハハハ！」」




　偉えらい人たちは怖こわいですね（それを抑おさえるさらに上の人がいないという意味で）。

　聞くところによるとファミ通文庫のＫ閣下は、ｍ閣下と同い年の結構イケイケな女性編集長でいらっしゃるそうで、ゲーム脳の私は「ファミ通」とだけ聞くと真っ先に週刊の方を思い浮かべてしまい「え、そんな人でもゲームするんですか？」と思いっきり勘かん違ちがいしたことを聞いてしまったのはともかく、ＦＢ編集部もなかなかに恐おそろしいところであるように推察されます。




Ｏ猊下「で、合コンはいつ頃ごろ？」

　俺　「えー……、ゴールデンウィークくらいにでも、という話だったんですが……」

ｍ閣下「そうですか、楽しんできてください♪」




　はい、いまゴールデンウィークです！　楽しくこのはしがきを書いてます！

　ちなみにこれの締しめ切りは五月七日です！

　さらに言うとレイセンの締め切りが五月半ばです！（こっちのが深刻）

　そもそもストライクウィッチーズの劇場版を見に行けるのか!!（死活問題）

　何が合コンだよそんな軟なん弱じやくな行事どうだっていいんだよ行ったってどうせ何していいかわかんないとかリアルでヒデオ状態になるのが目に見えているからビビったとかそういうこと超ちようねーしそんな暇ひまがあったら読者さんに喜んでもらうために今ッ！　この一文に命を懸かけるのが真のラノベ屋魂だましいってもんだろうがッッッ!!

　もしくは５０１に会いに行きたいです。

　魂って何でしょうね。

　何でもいいですね。




　というわけでこの春からスニーカー編集部は新体制！　六月にはザ・スニーカーＷＥＢも一周年を迎むかえてリニューアル！　ますます……どうなるかは編集部の公式アナウンスにお任せするとして、私の書くもの自体はこんな感じのままなのでまた次回、締め切りのない三話目でお会いしましょう（じゃあなんではしがきの締め切りはあるのか……）。




　二〇一二年　五月


林　トモアキ　　
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「毛の伸びすぎたＨｉハイ２‐ツー・Ｇジーは柵さくから転がり出てしまうのよッ!!」

「……」

　午前。

　於、軍令本部長執しつ務む室。

「姉上。せめて、こう……分かるようにお願いします」

「毛の伸びすぎた。Ｈｉ２‐Ｇは……、柵からね？　転がり出て、しまうのよ」

「僕の語学力で理解の及およばない根本原因が何かは摑つかめました。Ｈｉ２‐Ｇってなんですか」

「これです」

　シャルロッテが執務机の上に、写真を貼はり付けたフリップを取り出した。真っ白い毛のモコモコとした中から、黒い顔を覗のぞかせる偶ぐう蹄てい目らしき姿が映っている。

「ってヒツジかよッ!!」

「馬ば鹿かね、ヒツジなんかと一いつ緒しよにしないで！　我が国の羊毛産業の八割を担うとても偉い動物なのよっ!?」

「でもいま羊毛産業って」

　スコッ、とフリップの角が眉み間けんに刺ささり、マヒロはうずくまった。

　シャルロッテはそれから、沈ちん痛つうな面持ちを俯うつむかせる。

「……ごめんなさい、マヒロ王子。確かに辺境の故国が戦いくさに敗れ、下の妹の我わが侭ままで拉ら致ち同然に帝てい都とまで連れてこられたストレス過多で不安定な精神状態の今のあなたではこれをヒツジと同一視してしまってもおかしくはないのかもしれない」

「ストレスの九割は姉上の我が侭ですけどね。あとあんたらの国よりよっぽど中央です」

「前に牧場の取材に行ったんだけど意外とかわいいのよ。ひとしきり草を食べた後はすぐ横になっちゃうんだけど、よく見ると体がゆらゆら揺ゆれてるのね。あれってやっぱり胃の中を撹かく拌はんして消化を良くするためなのかしら？」

「知りませんよ」

「ヒツジとの決定的な相そう違い点は毛がベタベタしないことと、ジンギスカンにできないことよ。タジン鍋なべはＯＫ」

「そんなのこの写真からだけじゃ……」

　改めて写真を見ながら言いかけて、マヒロはふと気付いた。

「毛が……長いですね」

　すごくモコモコしている。首さえも毛に埋うまって顔しか見えないほどに。足にしても半分ほどが毛に埋まっており……いっそ、巨きよ大だいな毛玉から頭と足が生えているというべきか。

「フフフ、どうやら気付いてしまったようねマヒロ。このＨｉ２‐Ｇというヒツ……動物は、とても毛が伸びるのよ」

「たまに思うんですがよくそれで議会で戦えますよね」

「私戦術家ってより戦略家だから」

　戦術は最前線でのより直接的な戦せん闘とう行動や手法のこと。戦略はそれ以前の段階で戦局が有利になるよう進める、政治的、軍事的、社会的なアプローチのこと。

　要するに戦う前から戦いを想定し、勝てる状じよう況きようを用意しておくのが戦略家。

「で……、それの何が問題なんですか？　羊毛採取に特化した品種ということは分かりましたが」

「そもそもマヒロ、夏と言えば何の季節かしら」

「川辺や湖こ畔はんでバカンス！　もちろん十代から二十代までの女子は水着！　当然ですよね!?」

「そう、夏と言えば毛刈かりの季節！　これを見なさい！」

　ぱさ、とシャルロッテが新聞を広げる。

　マヒロも早めに諦あきらめてそれを手に取った。

「え～、なになに……毛狩り職人ギルド、Ｈｉ２‐Ｇカッターズがストライキを起こしたため、今年のＨｉ２‐Ｇは夏から秋にかけて毛が伸びっぱなしになる見通し……」

「そんなことにでもなってみなさい。今年の冬はセーターの出荷量が激減して帝国臣民は全員凍とう死ししてしまうわ」

「どれだけこの生き物に依い存ぞんしているんですかこの国は。羊毛がなければ麻あさでも綿花でもあるでしょう」

「それはそうなんだけど」

　シャルロッテが認めてしまったところで、メイドの真似まね事ごとをしていたシャングリラが床ゆかに落ちたフリップを拾い上げた。

「……コマンダー。この個体は今現在も生息しているのですか」

「いや、僕に聞かれても」

　と、シャルロッテの方へ手の平を向ける。

「一週間前に撮とった写真だけど、どうかしたの？」

「Ｈｉハイ２‐ツー・Ｄデイーです」

　妙みようなことを言い出したシャングリラに、シャルロッテは含ふくめるように言い聞かせた。

「話聞いてた？　それは、Ｈｉ２‐Ｇっていうのよ」

「話は聞いていませんでした。これはＨｉ２‐Ｄです。そもそもＨｉ２種にＧ型は存在しません」

「なかなか強情な性格だわね……」

　マヒロは問う。

「……ＡでもＢでもいいが、いややっぱり僕としてはＣ以上が好ましいとは思うが、そもそもＨｉ２ってなんなんだ？」

「戦略型生物兵器です」

　……。

　マヒロと顔を見合わせてから、シャルロッテは首を傾かしげる。

「え……戦略型ってやばくない？　兵器なのに戦術型じゃないわけ？」

「Ｈｉ２のＤ型は特とく殊しゆなフェロモンを分ぶん泌ぴつすることで近きん隣りんのヒツジの正常遺伝子を改変し、兵器化を促うながします。この歩く兵器工場により、地球生命解放作戦開始時における正常な遺伝子を持つヒツジの個体数は、それまでの二割弱にまで激減したと言われています。兵器化した個体は、少なくともユーラシア大陸では私が全すべて殺さつ戮りくしたはずです」
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「「……。」」

　戦略の中でも兵器の増産部分を担う、ということらしい。

　このシャングリラ、ただの女の子ではない。旧文明崩ほう壊かいの引き金となった大戦争時に活かつ躍やくした、彼女自身もまた自動兵器である……と、思われている。少なくとも彼女は、自身を人間ではなく兵器、『ユートピア級』だと言ってはばからない。

「殺戮しなければなりません、コマンダー」

「まあ待てってば。前々から思っていたが、君の表現は強すぎるというか……もっとこう、言い方があるだろう？　やっつけるとか、退治するとか」

「わかりました」

　抑よく揚ようのないエメラルドグリーンの瞳ひとみで承しよう諾だくしたシャングリラは、それが当然の義務であるかのように言った。

「ジンギスカンパーティーを行わなければなりません、コマンダー」

「行くわよマヒロ！」

「行きましょう姉上！」

　言葉とは便利なものである。
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　帝都から少し離はなれた高原の放牧地帯。

「こ……これはまた……」

　新聞記者の姿をしたシャルロッテがカメラを構え、パシャリとシャッターを切る。

　柵の中には多くのヒツジ……Ｈｉ２‐Ｇがいたが、もはやどれも毛が伸のびすぎて腹もつっかえ、ヒヅメが地を搔かくか搔かないかのところ。

　そんなまん丸な毛の塊かたまりが時折風に吹ふかれては、じたばたしながらあっちにコロコロ、こっちにモコモコとしているのだった。

「何だかひっくり返って起き上がれないカメみたいで可愛かわいいわね……」

「普ふ通つうそういうの、可か哀わい想そうって言うんですけどね」

　そんなことを言うマヒロの前に、一頭のヒツジが風に吹かれて転がってきて、柵にぶつかり……あわや乗り越こえるかというところで、ふわんっ、と跳はね返っていった。

　柵は、大人の腹くらいの高さではあるが。

「……冗じよう談だんで言ったつもりが、本当に乗り越えてしまいそうだわ」

「ていうか、ほんとにここまで伸びるものなんですか。そもそも動物の毛って、夏毛冬毛で自然と生はえ替かわったりするものなのでは？」

「牧羊の中には、もともと品種改良されてそうならないものもあるのよ」

　そこに、メイドの姿のままついてきたシャングリラが一歩踏ふみ出し、言った。

「それについては彼女の言う通りです、コマンダー。ですが生命活動に危険を及およぼすほどの長さとなってしまったのは、恐おそらくＨｉ２‐Ｄの影えい響きようでしょう。フェロモンの異常によって、すでに兵器化の兆候が現れているのです」

「なるほど……確かに目の前の餌えさも自由に食べられないんじゃ、生物として間ま違ちがっている」

　すると写真を撮り終えたシャルロッテは首を傾げた。

「ん……？　ということはつまり、これ全部がＤ型というわけではないのね？」

「Ｄ型は兵器化の効率性のためにＤ型同士で群れることをしません。どこかにこれらのヒツジに擬ぎ態たいし、兵器化を促している一頭がいるはずです」

　一頭一頭で放ほう浪ろうし、ヒツジの群れを見付けては潜もぐり込み、兵器化を開始する……ということなのだろう。つまりシャルロッテはこの数十頭の中から偶ぐう然ぜんにも、そのＨｉ２‐Ｄを撮さつ影えいしたということになのだ。

「さっきから気になってたんだけど、この極めて優しそうなヒツ……Ｇたちが、具体的にどんな兵器になるわけ？」

「もういいですから、姉上……」

　マヒロの言葉には構わず、シャングリラがヒツジを指差す。

「やがてああした体毛の中に静電気を蓄たくわえるようになります。電流、電圧とも極めて高く、通常生物であれば触ふれただけで感電死は確実。個体差がありますが、落らく雷らいに匹ひつ敵てきするエネルギーを蓄え、空気の絶ぜつ縁えんを超こえて放電した例も確認されています。敵対する機械兵器の天敵であったことは事実です」

「……マジ？」

　冷ひや汗あせを流すシャルロッテの横で、マヒロは言った。

「確かにセーターって一日着てただけでもやたらバチバチいいますよね」

「私ってばシルクしか着たことないから、そういう庶しよ民みん的なことよくわかんない」

「あんたがいま変装してるそれなんですか」

「手て遅おくれになる前に、見付け出さなければ」

　シャングリラはつまらぬやりとりなど我関せずに、柵さくを乗り越える。

「あ、ちょっと、せめて許可を取ってから……」

　シャルロッテが止める間もなく、エメラルド色の髪かみは白い羊毛の群れの中へ消えていってしまった。

「……どうします？　姉上」

「む～……しょうがない、あの子のことはあの子に任せて、私たちはまず経営者から話を聞きましょう」




　　　　◆




「ハッ、ハッ、ハッ……！　ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ……！」

　その、同じ牧場の厩きゆう舎しやの側そば。

「見よ、ゼティ！　毛の伸びすぎたヒツジどもが高原の風に揺ゆられ、今や遅おそしと毛刈かりを待ち侘わびておるわ！」

「はい、鉄仮面様！」

　ジョキィーン！　と毛刈り用大型バリカンを鳴らしたメイドが、満面の自信で答える。

「毛刈り職人たちはストライキ中！　人手不足のヒツジ牧場が求人のために増大させたアルバイト料は、そのまま鉄仮面様の世界征せい服ふくのための資金源となるでしょう……！」

「そこまでよ！」

　青空の下に響ひびき渡わたる、凜りんとした女の声。

「ぬう!?　この声は、もしや……！」

「まさかっ……!?」

　鉄仮面とゼティが振ふり返って見上げた先、厩舎の屋根に純白の魔ま法ほう使つかい風の衣装を着けた、美しい女が颯さつ爽そうと現れた。

「話は全て聞かせてもらったわ。罪もない人々の職を奪うばうと同時にヒツジたちを暑さで苦しめ、あまつさえ困った牧場が苦心して集めたアルバイト料を根こそぎ奪おうだなんて言語道断！　今どき珍めずらしく志のある悪党だと思ってたのに今回ばかりは見損なったわ！」




　バァーン！




「愛と勇気でミラクル起こす！　マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテただいま見参!!」




　ババァ──ン!!




「とうっ！」




　……ずぼっ。




　かっこよく屋根から飛び降りたマジカルプリンセスは、積み上がった干し草に腰こしまで埋うまった。手招きで呼ばれたマヒロは、嘆たん息そくしながらそれを引っ張り出す。

「どうせ降りるなら何でわざわざ屋根に上がるんですか……」

「カッコイイと思ったんだけど、次からやめます」

　抜ぬけ出し、わらくずを払はらったところで、シャルロッテは改めて鉄仮面へ向き直る。

「ということで、手口はわかっているのよ鉄仮面！　やる気をなくさせる五月病Ｘかストライキを起こさせるストライカーＡか知らないけど、ヒツジたちが可哀想でしょう！　早く毛刈りギルドのみんなを元に戻もどしなさい！」

「ええいマジカルプリンセス、黙だまって聞いていれば好き勝手なことを抜かしおって！　見下げ果てたぞ！」

「え？」

　またいつものように開き直るとばかり思っていたシャルロッテは、非難の矛ほこ先さきが自分に返ってきたことに大層驚おどろいた。そんな鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔へ向けて、ゼティが涙なみだながらに叫さけぶ。

「鉄仮面様はあなたにたびたび作戦を妨ぼう害がいされ、病院から高額な医い療りよう報ほう酬しゆうを請せい求きゆうされた結果資金難になったので自らアルバイトに来ただけです！」

「そういう内情は暴ばく露ろせんでいい！」

　ぽかん、とゲンコツを受けたゼティが頭を抱かかえてうずくまる。

「えっと……あれ？　じゃあ、ストライキは？」

「知らん！」

　頑がん、として言い切った鉄仮面の頭にはよく見れば牧歌的な麦わら帽ぼう子しが。どうやら、毛刈り作業に従事しようという姿勢だけは本当のようであった。

「そもそもあの仮面の上に帽子ってどうなんだって話ですが……姉上？」

　シャルロッテがよろよろと後あと退ずさり、ひざまずく。

「そ、そんな……では彼らは自らストライキを起こしたというの……？　愛する帝てい国こく臣民が、公共の福ふく祉しよりも独善的利益のために職務を放ほう棄きするなんて……、そんな……」

「……まあ、職場環かん境きようの問題か賃金の問題かは僕も知りませんけど、労働者の権利もありますし」

「納税の義務はどうするのよ!!」

「知りませんよっ!!」

　そんなこんなを話していると、三さん角かく巾きんにエプロン姿の若い女性がバリカンを持って現れた。

「どうもお疲つかれ様です……って、アルバイトは三人って聞いたんですけど」

「そこの二人は部外者です！」

　ゼティに突つきつけられた指を、えいと上に向けてグキリと鳴らしてからシャルロッテは言った。

「もう一人来るの？」

「いえ、私を含ふくめて三人ですね」

　アルバイトの娘むすめが自身を指差して微笑ほほえむ。

「飛び入り参加は？」

「それが賃上げしたので、三人分しか給料が出ないそうで……困りましたね」

　何やらおかしな方向へ話を持っていこうとするシャルロッテの袖そでを引き、マヒロは言った。

「どうするつもりですか」

「私たちで毛刈りをすれば、ヒツジたちは涼すずしくなって帝都の危機を狙ねらう悪いやつの収入源も断てて一石二鳥だわ」

　ゼティが叫んだ。

「なに勝手なことを言ってるんですか！　しかも人の仕事を奪うだなんて、なんて卑ひ劣れつな……！」

「待て、ゼティよ」

　鉄仮面はゼティを片手で制すると、シャルロッテへ向かって一歩前に進み出る。

「ならば問おう、マジカルプリンセス！　貴様はヒツジたちを愛しているのかと！　この私を悪と断じ、いま目の前に暑さで転げ回るヒツジたちに哀あい悼とうを表せるほどに愛しているのかと！」

「セーターとかほとんど着たことないけど、ジンギスカンは大好きよ!!」

「……ならば勝負だ!!　より多くのヒツジの毛を刈ったチームが、二人分のアルバイト料を総取りする!!」

「ふっ、望むところだわ……やるわよ！」

「え～……。」

　マヒロの気の抜けた嘆なげきは当然のごとく無視された。
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　メェメェ。

　じょきじょき。

　メェメェェ～。

　じょきじょきじょきじょき。

「まったく……どうして栄光あるミスマルカ王朝末孫である余がヒツジどもの毛刈りなんぞ……」

　ぶつくさ言っている横で、シャルロッテがはしゃいでいた。

「ほら見て！　モヒカン刈り～！」

　じょきじょきじょきじょきじょき。

「ほらほら、こっちは逆モヒカンよ！」

　じょきじょきじょきじょきじょきじょきじょきじょきじょきじょき。

「プードルよッ!!」

「可か哀わい想そうとか言ってたくせになに遊んでるんですかっ!!」

　まじめに毛を刈るのが馬ば鹿からしくなったマヒロはバリカンを投げ打ち叫ぶのだが。

　メヘェエエエ～♡

「意外と嬉うれしそうですよ？」

　と、新しいヒツジを転がしてきたアルバイトの娘。マジカルプリンセスチームと鉄仮面チームの勝負ということで、彼女は両チームのサポートに徹てつしていた。

　その一頭をシャルロッテの方へ転がす。

「はぁい、次の子どうぞ～。そうね～、あなたはね～……」

　じょきじょき、じょきじょきと己の創像性に任せて遠えん慮りよなくバリカンを入れ始めるシャルロッテ。

　マヒロはアルバイトの娘へ忠告した。

「この人すぐ付け上がるのであんまり褒ほめないでもらえますか」

「そうですか？　彼女の刈ったヒツジ、個性的でかわいいと思うんですけど……」

「農業ってそれでいいんですか」

「さあ……私もただのアルバイトなので」

「……ちなみに牧場主は？」

「羊毛ギルドの臨時総会だそうです。例のストライキ関連で」

　一方少し離はなれた所では、鉄仮面とゼティが同じようにじょきじょきじょきじょきとやっていた。

　刈り終えたヒツジの数では、マジカルプリンセスチームが一頭ほどリードしている。

「ぬう……！　おのれマジカルプリンセス、手際が良いではないか……！　奴やつめ、さては経験者か……!?」

「違ちがいます鉄仮面様！　トリミングと称しようしてああして僅わずかずつ刈かる量を減らすことで、全体としての頭数を稼かせいでいるんです！」

　当然シャルロッテにそのような頭はなかったのだが、結果としてそのようなことになっていた。

「おのれ、姑こ息そくな真似まねを……！　だが刈る量の減少は羊毛の出荷量の減少とそのままイコールで結びつく！　セーターの品しな薄うすとなった冬の帝都に凍とう死し者が出ても良いというのか!?」

「は～い、あなたはアフロちゃんね♪」

　メェメェ♡

　ヒツジの気持ちはわからないが、さっぱり毛を刈られたヒツジは軽やかな足取りで元気に駆かけていった。

「姉上、話くらい聞いてやったらどうですか……」

「馬鹿ね、羊毛がなければシルクや毛皮を着ればいいじゃない」

「「「……」」」

「あ。えっとね。つまり、セーターがなくて困るのは庶しよ民みんだけでしょ。アイスやイチゴみたいに貴族や高級官かん僚りように直接被ひ害がいがあるわけじゃないから、中ちゆう枢すうが機能していれば政府としても何らかの対策は打てるという意味で……ね？」

「アイスやイチゴで機能不全に陥おちいる政府もどうかと思うのですが」

　呆あきれるマヒロはさておき、ゼティはひそひそと鉄仮面に耳打ちした。

「あの女、口くち汚ぎたなさの割には意外とお嬢じよう様さまの出なのでは……？」

「うむ。上流階級へのダメージにはあれほどうるさかった割には、庶民にはまったく関心を示さぬとなると……政府の回し者という可能性も考えるべきか」

　当たらずもほぼ直ちよく撃げきという立場のシャルロッテ。

「何をコソコソ話しているのか知らないけど、無む駄だ話している暇ひまがあるのかしら？」

「むっ、しまった……！　急ぐのだゼティよ！」

「はい、鉄仮面様！　こうなったら最後の手段です！」

　ゼティがバリカンの代わりにスコップを持ち出し、叫ぶ。

「奔はしれ、キャルディ──!!」

　銘めいキャルデスティエ・アーデストラーダなるスコップが、一頭のヒツジに向かって夢ゆめ幻まぼろしのように煌きらめき奔る。降り積もった綿雪を掘ほるかのように、ざっくざっくと刈り出される羊毛。

　あっという間にこざっぱりとした夏模様のヒツジが出来上がり、メェメェと牧草を食べに歩き出す。

「それはさすがに反則だわよッ!?」

「ふっふっふ！　どうですか！　打つ、叩たたく、殴なぐるはもちろん、刺さす、切る、抉えぐる、掘る、埋うめる、滑すべるに加えて今まさに刈るさえも実現した最強の万能器、それがスコップです!!」

「他ほかはともかく普ふ通つうのスコップで刈るのは無理だろ」

　どう考えてもあのゼティの一本だけが特別なのだと思いながら、マヒロは目の前の羊毛を刈り取っていく。

　アルバイトの娘がまた新しいヒツジを転がしてきて、今度は鉄仮面らの方へ転がす。

「皆みなさん仲がいいんですね。そういう関連のお友達なんですか？」

「どういう関連の意味ですか？」

　ゼティの当然の質問に、彼女は思いをめぐらせるように視線を上に。

「そういう、ヒーローものの小説や演劇なんかの同好の人たちの……コスチュームプレイ、って言うんでしたっけ？」

　マヒロは大きく首しゆ肯こうした。

「そのように見えるのであれば、そういうことにしておいてください」

　そうこうするうち、逆転されたらしい。

「ほら、あんたもナンパなんかしてないで刈るのよ！」

「してないでしょう誰だれも!!　ていうか毎回毎回姉上が勝手に首を突つっ込こむから巻き込まれてるだけで僕は一切関係ないんですよ!!」

「中原ど真ん中出身のあなたは海なんて見たことなさそうだからメイドたちも全員水着ＯＫのプライベートビーチへバカンスに連れて行ってあげようと思ったんだけど」
















「オオヤシマ行ったことあるので見たことないわけじゃないんですけど行きますッ!!」

　じょきじょきじょきじょき。

　じょきじょきじょきじょきじょき。

　見る見る涼しげになっていくヒツジたち。

「皆さんが協力してくれたおかげで、随ずい分ぶん早く終わりそうですね。あと三頭だけですよ」

　ころころ、もこもこと新しいヒツジを転がしてくるアルバイト娘。

「ぬう！　ゼティよ、ポイントはどうなっている！」

「はい、鉄仮面様！　我が方が一頭分リードしています！」

「ほーら、あなたはチョンマゲちゃんよ♪」

　メェッ？

「なに余よ裕ゆうぶっこいてんですか姉上!?　負けますよ!?」

「でもよく考えたら私ってばそんなお金に困ってないし」

「いや僕たちの小こ遣づかいじゃなくて、あいつらの資金源を断つという目的と海は!?」

「たかがアルバイト料でしょ？　別に国庫が破は綻たんするわけでもないし……」

　それを聞いた鉄仮面がいきり立った。

「貴様っ！　真しん剣けん勝負を諦あきらめるというのか！　その程度の志で我が大望を打ち砕くだけると思っているのであれば、正義の味方など今すぐ辞めてしまうがいい!!」

「……いいえ。これこそが私の答えよ、鉄仮面」

「何ッ……!?」

　じょきじょき。

「確かに毛刈りも重要な仕事よ。効率という面から見れば、より皮ひ膚ふのギリギリに刃やいばを通し、可能な限り長い毛を刈り取ることも必要でしょう。でも……ここは機械を作る工場じゃないわ。相手が生き物である以上は、愛情も必要と思うのよね」

「っ……！」

　じょきじょき。

「そう。産業という目から見れば、この子たちは『ヒツジ』という名前の酪らく農のう品目でしかないかもしれない。でも、こうして直接自分の手で触ふれ合ってみて気付いたのよ。この温かさに……人と同じように、ヒツジたちも一いつ頭とう一頭が生きているという事実にね……」

「ぬう……!?　その命と向き合うことが、貴様の言う、愛ッ……!!」

　見れば、慣れないマヒロの刈ったヒツジはもちろん、鉄仮面とゼティの刈ったヒツジたちも、バリカンの刃はが当たって皮を擦すりむいているものが多かった。アルバイトの娘むすめが暇を見つけてはその擦り傷きずに軟なん膏こうを塗ぬっているのだが……他方、マジカルプリンセスはどういう才能があるのか、それとも愛のなせる業なのか。商品として一番おいしいウールと呼ばれる内側の柔やわらかな毛はそこそこ残されているものの、一頭一頭はストレスもなく元気に牧草を食はみ、駆け回っているではないか。

「鉄仮面様、最後の一頭です！　これで我が方の勝利は確定……鉄仮面様？」

「……ゼティよ。その一頭は、あの女にくれてやるがいい」

「ええっ!?　ですけどそれだと、一頭分のリードが……同点に！」

　意外な申し出に、シャルロッテは顔を上げた。

「鉄仮面、あなた……」

「勘かん違ちがいするな……私は負けを認めたわけではない！　貴様の、ヒツジへの愛を認めただけのこと！　ゼティの言った通り、勝負は同点だ！」

　鉄仮面が転がしたヒツジを、マジカルプリンセスはモフッと受け止め、笑った。

「フッ……いいでしょう。はぁい、それじゃあ最後のあなたは、とっておきのリーゼントかなー……？」

　メェメェ♡

　そうしてシャルロッテは最後の一頭にバリカンを入れ始める。

　小さく拍はく手しゆをしながら、アルバイトの娘は微笑ほほえんでいた。

「農業に勝者も敗者もない……綺き麗れいなお話にまとまりましたね」

「そうなんでしょうか」

　振ふり回されるだけ振り回されて蚊帳かやの外で決着をつけられたマヒロは、なんだか素直に納得がいかず首を傾かしげ……ふと気付く。

「あれ？　よく見たらあんなところにももう一頭……」

「あら、本当ですね。さっきまで見かけなかったんですけど……今まではぐれてたんでしょうか」

　その一頭。

　モコモコとはしているが、それまでのヒツジとは違ちがい、足はちゃんと地面に届いて自力で歩行していた。
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　はぐれていたのか、隠かくれていたのかは知らないが、一頭は一頭。ポイントはポイントであった。

　ゼティがその一頭へ向かって走り出す。

「人のいい鉄仮面様の優しさで試合に勝って勝負に負けたっぽい雰ふん囲い気きでしたが、これでアルバイト料だけでも確実なものにッ……ぶべっ！」

　させじとダッシュしたマヒロが、背後からゼティにタックルして押おし倒たおす。

「すまないがこっちは海がかかっている……ぶべっ！」

　再び走り出そうとしたマヒロの足に、ゼティが器用にスコップの柄えを引っ掛かけた。

「何が海ですか、こっちは世界征せい服ふくの野望がかかってるんですよ!?　スケールが違うでしょう!?」

「アルバイトが資金源の癖くせして何がスケールだ地球の表面積の七割は海だって知ってるか!?」

　がるるるる、とにらみ合う両者。

　そして先に動いたのはゼティだった。だがそれは攻こう撃げきではなかった。真っ向からマヒロへと指を突つきつけたのだ。

「あなたはあのマジカルプリンセスに騙だまされてるんです！　今の海は魔ま物ものやウニがいっぱいいて到とう底てい女の子が泳げるような場所じゃありませんっ！」

「えっ……。そうなの？」

　ぽかん、となったマヒロを尻しり目めにゼティはあっかんべーをしながら走り出す。

「うっそでーすっ☆」

「なっ!?　純情な男心をもてあそんだな!?　許せん!!　手始めにお前から水着姿にしてくれる!!」

　と、言ったはいいがゼティの足の速さは相変わらず。

「なぁぜぇ勝ぁてなぁああああああああああああいッ!?」

「捕つかまえましたッ！」

　ベェッ！

「きゃひっ!?」

　なんと。大人しいはずのヒツジに思いっきり頭ず突つきを食らったゼティが弾はじき飛ばされ、

「ぎゃわっ!?」

　後ろから猛もう追ついしてきたマヒロはゼティの背中に真正面から打ちのめされ。組くみつ解ほぐれつのようにして、二人一いつ緒しよに元の場所まで転がってきた。

　ベェベェ！

「な……なんですか、あの凶きよう悪あくな一頭は……」

　目を回したマヒロとゼティの横で、アルバイト娘が首を傾げる。

　声も獰どう猛もうで、こちらを向いたまま怒いかり心しん頭とうな猛牛のようにヒヅメで地を搔かいている。

「はい、リーゼントちゃんおしまい♪」

　メメェ～♡

　最後の一頭を刈かり終えたシャルロッテが、そちらへ視線を馳はせた。

「ということは恐おそらく、あれが例のＨｉ２‐Ｄ……!?　せっかく兵器化が順調だったこの子たちの毛を刈られて怒おこっているんだわ……！」

　鉄仮面は問う。

「一体何の話だ、マジカルプリンセス!?」

「実は、今日この牧場へ潜せん入にゆうしたのはあなたたちの妨ぼう害がいのためではなかったの……旧文明時代の生物兵器が、この近辺に潜せん伏ぷくしているという情報を聞きつけたからなのよ！」

「なんだと……!?　いくら毛の伸のびやすいＨｉ２‐Ｇでも、自力で歩行できなくなるほどというのは生物として異常だと思ったが……！」

「ええ……全すべてはあいつの仕業だったということよ！」

　そんなこんなを話しているうちに、Ｈｉ２‐Ｄがシャルロッテに向かって突とつ進しんしてきた。

「ぬう！　いかん、避よけろっ……！」

「きゃっ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ。鉄仮面に突き飛ばされたシャルロッテは無事であったが、しかし……。

「鉄仮面!?!?」

　ただ一頭のヒツジだというのに、多頭立て馬車かシャルロッテの運転するオートモービルにでも撥はねられたような有様の鉄仮面が、仮面から血を流して倒れていた。

「鉄仮面！　あなた、一体どうして……！」

「ぐっ……、うぅ……！　貴様を倒すのは、この私……！　ただそれだけのことだ……それより、ヤツを……！」

「鉄仮面……！　あなたの死は、決して無む駄だにはしない……！」

「ま……まだ喋しやべってる最中なのだが……！」

　無視して、シャルロッテは再びこちらへ向き直ったＨｉ２‐Ｄへとマジカルハッピー☆トリガーを構えた。

「う……うう……。あ、姉上……大だい丈じよう夫ぶなんですか……？　このメイドが目を覚ましてからでも……おい、ゼティ……！　起きろ！　君の戦せん闘とう能力ならあいつを……！」

「うにゅっはぁ……」

　マヒロが起こせど揺ゆらせど、まだゼティの頭の周りには星が飛んでいる様子。

「待っている暇ひまはないわ！　今ここで、仕留めるッ……！」

　ベェッ、ベェッ！

　ヒヅメを搔き鳴ならし、土つち煙けむりを蹴け立たててＨｉ２‐Ｄが突進してくる。

　シャルロッテは一歩も退ひかず、マジカルハッピー☆トリガーを肩付けに、照準をまっすぐにＨｉ２‐Ｄの眉み間けんへ定めた。

　おそらく、二発目を狙ねらう暇はないだろう。全力疾しつ走そうで激しく上下する頭の、その急所を一発で抜ぬかねばならない。

　だが……。

「……だめ、私にはできないッ!!」

「姉上っ……!?」

「いくら平和のためでもヒツジは頭のいい生き物だから殺すなんて可か哀わい想そうよ!!」

「あんたジンギスカンが何つったおいッ!!」

　マヒロが叫さけんだ、そのとき。

「敵性確認。殲せん滅めつします」




　ズバシャンッ!!




「……。」

「……。」

「……。」

　颯さつ爽そうと現れたシャングリラの横合いからの正せい拳けん突つきにより、Ｈｉ２‐Ｄの首から先が跡あと形かたもなく消し飛んだ……。
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　帰ってきた牧場主の話では、どうやらそのようなはぐれ暴れヒツジがいるらしいということは、数年前から酪らく農のう家の間でたびたび噂うわさになっていたのだそうだ。そのヒツジが現れた年はＨｉ２‐Ｇの毛がよく伸びるので当初は吉きつ兆ちようとの見方もあったが、一方で今日のように毛刈りをすると暴れ出して負傷者が出たり、厩きゆう舎しやを壊こわされ損害を被こうむった牧場もあり、現在では懸賞金がかかっていたらしい。

　事実、当初牧場が飼っていたヒツジの頭数と、シャルロッテたちが毛を刈ったヒツジの頭数に差異はなく。

「で、君は……？」

　箸はしと皿を手にマヒロが水を向けると、シャングリラは言った。

「敵性の生命け体は反応いを追って森の方へ捜そう索さくに向かったのですが、巧こう妙みように撒まかれたようです」

　目の前には、炭火を入れたコンロ。

　その網あみの上で先ほどシャングリラが仕留めたヒツジが早くも解体され、スライスされ、食しよく欲よくをそそる煙けむりを上げていた。牧場側の好意で、バーベキューを用意してもらったのだ。

「あら、普ふ通つうのマトンよりクセがなくておいしい。ラム肉みたい」

　シャルロッテが特に物もの怖おじもしないで、パクパクとジンギスカンを食べている。

「資源不足の地球生命解放作戦時には人気の食材でした。Ｈｉ２‐Ｄを殲滅したときには、スタッフがこうしてジンギスカンパーティーをしたものです」

　シャングリラもパクパクと。

「ほんと、お野菜とよく合いますね」

　アルバイトの娘むすめもパクパクと。

「鉄仮面様、食べないんですか？」

　皿に取り分けたゼティが、横になっている彼に尋たずねるのだが。

「そ……、そこに置いておけ……ごほ、ごほっ」

　そもそもあの仮面に飲み食いできる仕し掛かけはあるのだろうか。

　マヒロが素そ朴ぼくな疑問を感じながら、しかし女たちの口々に言うように意外と味のよい生物兵器に釈しやく然ぜんとしないものを感じていると……一度コンロを離はなれたシャルロッテが、横たわる鉄仮面の上に金きん一いつ封ぷうを投げ与あたえた。

「ぬ……何の真似まねだ、マジカルプリンセス……」

「どうせまた怪け我がの治ち療りよう費で、割わり勘かんにしたアルバイト料もパーでしょ。そのＨｉ２‐Ｄの賞金、あげるわよ」

「なんだと貴様っ……、この私が敵からの施ほどこしを受けるような俗ぞく物ぶつに見えるのか……！」

「あなたは、私のヒツジたちへの愛を認めた。だから私は勝負以外での決着を認めず、私を庇かばったあなたの志を認めてあげるだけのことよ」

「ッ……。おのれ……、味な真似を……」

「悔くやしかったら、早く元気になってまた私の前に現れることね」

　言うだけ言って踵きびすを返したマジカルプリンセスへ、鉄仮面は笑った。

「フッ……ハッ、ハッ、ハッ……！　いいだろう、マジカルプリンセスよ……今この私に止とどめを刺ささなかったことを、いつか後こう悔かいさせて……げほっ！　げほげほがほっ！」

　ジンギスカンパーティーは、日が暮れるまで続いたのだった。




　　　　◆




　翌週の新聞。




『Ｈｉ２‐Ｇに対する扱あつかいが生産性に偏へん重ちようしていたことを認めた羊毛ギルドは、毛刈りギルドとの和解に至った模様。これにはある牧場で臨時のアルバイトが刈ったという芸術的なヒツジたちの存在が大きい。個性豊かなトリミングを施されたＨｉ２‐Ｇたちを一目見ようと、某ぼう牧場には連日のように観光客が訪れ……』




　新聞を読みながらマヒロは言った。

「……つまり？」

「毛刈り職人もＨｉ２‐Ｇが可愛かわいくて私みたいなことしてみたかったんだけど、羊毛ギルドとしては生産効率が落ちるからダメってことでの対立、ストライキだったわけね」

「それで？」

「いざ私がやって見せたら、刈り残した分を補って余りある観光収入源が生まれて、羊毛ギルドが折れる形になったわけよ」

「……」

　席を立ったシャルロッテは、昼日中だというのに窓辺へと進み黄昏たそがれた。

「嗚あ呼あ……私ってばどこまで神に愛されているのかしら。ときどき自分で自分が、こ・わ・い……」

「傍はたで見てると正直その数百倍は怖こわいですけどね」

　新聞をたたみ、マヒロは一息。

「でも今回のマジカルプリンセスは意外と優しかったですね。人間らしい心があったというか。珍めずらしくルディの愛車も無事でしたし」

「あなたは心優しいお姉様を何だと」

「心優しい正義の味方は悪党だからといってクルマで撥ねたりゼロ距きよ離りからショットガンぶっ放したりしませんよ」

　……。

「最近、生意気言うようになってきたわね」

「慣れてきただけです。お優しいお姉様にはそろそろけなげな愚ぐ弟ていの頑がん張ばりも認めて欲しいところですねー。海でバカンスとか、コーネリア様とマックスの配はい置ち換がえとか、沙さ耶や香かちゃんの袴はかまとか、結局全部口約束の空手形じゃないですか」

「だってあんた全部負けてんじゃないあのメイドにッ!!」

「仕方ないでしょう妙みようにイイ身体からだしてるくせに運動神経抜ばつ群ぐんだし万能スコップ持ってるし……!!」




　帝てい都との平和を乱す謎なぞの鉄仮面。反はん抗こう的な態度を取り始めた従者。

　果たしてマジカルプリンセスに安息の日は訪れるのか……？

　それはまだ、誰だれにもわからないのであった。







　はしがき




　当初は「本編ができないから短編でお茶を濁にごしたわけではない」という言い訳のためだけに書いたはしがきだったのですが、三回目にもなるとすっかりお馴な染じみの様相を呈ていし始めてきました。でもこのシャルロッテシリーズは本業である文庫の仕事が片付いて、手の空いたときに趣しゆ味みで書いているものなのであまりスケジュールには関係ないんですよ。

　本当ですよ。




　その証しよう拠こに今回の挿さし絵えなんて浅川さんからラフの段階で二つの構図を提示して頂きまして、Ａ案とＢ案とあったのですがどちらのメイドの水着姿も素晴らしく、思い余った私は担当Ｉに「だったらいっそ見開きでエーデルワイスとフランソワとライリスとカトリーヌとテスラを描かいて欲しいのですがそういうのって出来ないんでしょうか？　ん？　ネットだから怖いものがないって言ったよね？　１ページくらい増えてもＷＥＢだから問題ないよね？」と物もの凄すごい勢いでメールしたら、作中をご覧の通りの予想以上に物凄いイラストが上がってきました。

　つまり短編一本書くだけでプロの人に好きなイラストをリクできるってことですよ!?

　これが趣味でなくてなんだというのでしょうか。

　そして趣味が高じて本業が疎おろそかになるなんていうのは二流三流のすることであり、こういうイラストが見られるなら私としては二流三流のままでいいかなって思います。

　いや、一応作者なのでラフや完成イラストなど事前にチェックさせてもらえるのですが、ＪＰＧのモノクロ８ｂｉｔで14ＭＢのファイル（５２４８×３６９６ドット）って皆みなさん見たことありますか？

　へ……へへ……。




　そのようなわけで先日、角川本社へ打ち合わせに行った際にようやく浅川圭司さんと対面することが叶かないました（実は初対面）！　前述のようなワガママを言った直後だったので内心気まずかったのですが、浅川さんはとても明るく社交的な方でした。対する私は元来口下手なので（しかも編集者という喋しやべるのが仕事のような人たちが三名も列席していたので）ほとんど聞く側に回ってしまったことも、せっかくお会いできたのに飲み食いの場ではなかったことも残念至極でした。

　そして「こんな気さくな方ならどんどん挿絵を描いてもらえるに違ちがいない……」とスニーカー文庫への囲い込みを画策するｍ編集長閣下と、「とりあえず話は僕を通してくださいね？」という暗あん黙もくのＡＴフィールドを展開する少年エース編集部Ｋ様の水面下の駆かけ引きが同じ会社なのに縦割り構造な感じでとっても楽しかったです。

　そのようなわけで浅川さん、ミスマルカのコミック版も今回のシャルロッテも、いろいろとお世話になります。ありがとうございます。次は飲み食いしながら創作と趣味の話を致いたしましょう！




　ミスマルカと言えば、これが発表される頃ころには例の本が店頭に並んでいると思います。ⅩじゆうじゃなくてＸエツクスです。ナンバリングの間ま違ちがいや表紙だけ張はり替かえた新商品というわけじゃないんです。もうお手に取って頂いた方もおられるかも知れませんが、いかがでしたでしょうか。よろしければご意見……いや、意見はさすがに何言われるか怖いので、できればご感想の方だけお待ちしております。

　読むならスニーカー文庫！　苦情は編集部へ！




　二〇一二年　十一月


林　トモアキ　　
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　今日も天高く飛ひ龍りゆうが回遊する、うららかな日差しの帝都の午後。

　ここはロッテンハイム宮。

　軍令本部長シャルロッテ・アルセイン・マジスティア、宣のたまわく。

「水み戸と黄こう門もんみたいな真似まねをしたいと言い出す」

「誰がですか」

「わ、た、し？」

　ウィンクで横ピースを召めされた第一皇女殿でん下かを前に、その麾き下か、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト中原領政務官雑用大使曰いわく。

「……ミトコーモンってあれですよね？　葉は多た恵えさんのところの劇団ニンニン座が始めた、えらいビビッドな脚きやく本ほんと評判の『ミツクニ・ザ・ファイナル　カク×スケ百番勝負』に出てくるロード・オブ・イエロー」

「あれは創作でしょ。だいたい最近始めたのに何でいきなりファイナルなのよ。美み濃の黄門はどうしたのよ」

「ミノの方は大陸向けにアレンジしたスピンオフで、実は幕府の打だ倒とうが目的だったという件くだりが公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するってことで公演中止になったじゃないですか」

　マヒロは肩かたをすくめて続ける。

「ミトの方はオオヤシマの方では前々から、噓うそかほんとか知りませんが旧文明の頃から公演していたそうですよ。現在やっているのはファイナル編の第二十一部で、その後グランドファイナル編の企き画かくもあるそうです」

「そんなことはどうでもいいのよ」

「僕もそう思います」

「控ひかえおろうってやりたいのよ」

「………」

　マヒロは聞こえるように大きな溜ため息いきをついてから横を向き、……聞こえないように小さく舌打ちした。

「なんでよっ！　あんた最近態度悪いのよっ！　この際ハッキリさせとくけど私あんたの宗主の娘むすめで上司でお姉様でしょッ！」

「あんたの注文は一々毎回微び妙みような上にめんどくさいんですよ！　アイスとかイチゴとかヒツジとか、しかも言うに事欠いてなんですか控えおろうって！　定例夜会のときにでも言えば全員土下座する勢いで控えますよ！」

　バンと机に両手を突つくマヒロに対し、シャルロッテは両手でどんどんと机を叩たたいた。

「違うもん！　城下に颯さつ爽そうと現れる何の変へん哲てつもない謎なぞの美人新聞記者の正体が、実は……？　っていうのをやりたいんだもん！」

「……姉上そんな言い方の許される歳としじゃないですよね？」

　ニッコリ微笑ほほえんだシャルロッテがすっくと立ち上がった。

　すとすととマヒロの目の前まで歩いてきて、ニコニコ笑顔のままぎゅーっと拳こぶしを固める。

「どこパンがいい？　ねえ？　魔ま法ほうのナックルでどこでも痛くしてあげる」

　魔法でも何でもない。

　だがシャルロッテはやると決めたらほんとにやるタイプだ。できると踏ふんだ上でやろうと思わなければ、そもそも動かないのだ。

　つまりマヒロはすでに、デッドラインを越こえてしまっていたのだ。

「じ……冗じよう談だんですよ。やだなぁもう、ゆるして、お姉様☆」

「許さないもん♪」




　　　　◆




　ゲンコツは痛い。だが、そうそう死ぬようなものではない。

　ハイパー無敵完かん璧ぺき超ちよう人じんのシャルロッテ姫ひめであるが、下の妹のように馬ば鹿か力ぢからだったり、上の妹のように陰いん惨さんな魔法を使わないことは幸運であった。

「で、劇場で印籠グツズを買ってこいってか」

　鼻で笑ってマヒロは街を歩く。誰だれのことを笑いたかったのか、あるいは笑ったのか、自分でもわからなかったが、笑わずにはいられなかったのだ。

「……ここ曲がって……、ここの並び、と」

　上層区と商業区の境付近に、劇場や美術館などの並ぶ一角がある。誰が呼んだか芸術通り。葉多恵がオオヤシマから呼び寄せたという劇団ニンニン座も、ここに軒のきを連ねていた。そして遠目でもわかるほど、今日も盛せい況きようのようであった。

　大勢の賑にぎわいの左右で、マスコットキャラであるニンニンくんとニンニンちゃんの着ぐるみが昇のぼり旗を振ふっている。

　マヒロはチケットも持っていないので、モギリに並ぶ行列を通り過ぎざまにニンニンくん＆ニンニンちゃんを殴なぐる蹴けるなどしてから、グッズの出店に向かった。

　もう開演時間が近いのだろう、そちらにはほとんど人はいなかった。

「いらっしゃいませー」

　はっぴ姿で三さん角かく巾きんをした女性の売り子が出で迎むかえてくれたのだが、マヒロはふと気付く。

「あの……ヒツジの毛刈がりのとき、いましたよね？」

「え？　ああ、そういうあなたはあのときの男の子ですか。あの楽しいお姉さんはお元気ですか？」

「ええまあもうちょっと具合が悪くなってくれると周囲の気が楽になる程度には元気ですけど……ていうか君、よく考えたらアイス屋でも店番してたし、ケーキ屋でも店番してませんでしたか？」

「はい、あちこちアルバイトをしているので、ケーキ屋にもアイス屋にもいたことはありますよ。じゃあ何度か会ってるかもしれませんね」

　にこにこ、非常に慣れた、しかしいやみのない営業スマイルは豊富な職業経験のなせるワザか。

「今日はお芝しば居いを見に？　もうすぐ始まりますけど、ミツクニ・ザ・ファイナル。あ、でも終わってからだとここも混雑するので、人気のグッズは今のうちに買う方がお勧すすめかもですね」

「ええまあそんな感じで……」

　ざっと出店に並んでいる商品を見たマヒロは、いやな予感を覚えた。団扇うちわ、ペナント、まんじゅうやせんべいといった定番物からコスプレグッズまであるが、肝かん心じんの……。

「……印籠ってあります？」

「あ、ごめんなさい。先週から仕入れ先が変わったとかで、新しい方の商品がまだ入ってきていないんですよ……」

　……。

　前も、少なくともダッツとトヨノカのときは、この店員にこのようなことを言われてから始まったのだった。もちろん、より厳密にはあの姫の何気ないワガママが発ほつ端たんであったが。

「ひょっとしてお遣つかいですか？　それともお姉さんへのプレゼントとか。そうですねー、スケさんが使っているムラクモ・ブレードなんか女の子に人気なんですよ。これが最後の一本ですけど」

「ええと。じゃあそれでいいです」

「はい、ありがとうございます」

　まあさすがに印籠で国政中ちゆう枢すうが混乱したり外貨が流出したり国民が凍とう死しする心配はないだろうと思い、マヒロはお土産みやげに短刀を買って帰ることにした。




　　　　◆




「というわけで」

　マヒロはシャルロッテの机にムラクモ・ブレードを置いた。

　ムラクモ・ブレードはムラクモ・ブレードであり、印籠ではない。

「あのねマヒロ、言いたいことがあるならはっきり言って欲しいの。姉さん、何かあなたの気に入らないことをしたかしら……」

「とりあえずうちの国侵しん略りやくしましたよね」

「ごめん」

　過去いかなる暴君も独裁者も、侵略行為をそこまで簡単に謝罪したことはなかったのではないだろうか。でも一々言っても始まらないし独立も解放もなさそうなので、マヒロは先を続けた。

「印籠は売り切れてたんです」

「でもねぇ。いくらなんでもうちのシェフやパティシエじゃ作れないわよ、印籠なんて」

「シェフやパティシエじゃなくても手先の器用な職人がいるでしょう、これだけ広い宮きゆう殿でんなんですから」

「それはそうなんだけど……」

　言いながらシャルロッテは、ムラクモ・ブレードを手にした。鞘さやから抜ぬく。

　しゅららん。

「ちょ……ホンモノじゃねーのよコレ」

「ええ、なので女性冒ぼう険けん者に人気だそうですよ。スケ＝ノシン役の俳優が随ずい分ぶんな二枚目だとかで。男性には漢おとこ気ぎ溢あふれるマッスルなカク・〝サブ〟ロウが憧あこがれだそうです」

　そんなマヒロの話を、メイド姿で控えていたコーネリアが引き取った。

「存じております。スケさんは剣けん術じゆつの達人、カクさんは柔じゆう術じゆつの達人なのですよね。社交界でもよく話題に上りますわ。カクさんのブラックベルトやムラクモ・ブレードを意中の方に贈ると御ご利り益やくがあると大流行してますの」

「この国のやんごとない人々は本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　案外本当にアイスやイチゴが流通しなくなったら自じ滅めつするのではという気がしないでもない。

「むしろマヒロ様は印籠なんかより、よくそちらを手に入れられましたわね」

「ええ、もっとも、これが最後の一本だって言ってましたけどね。仕入れ先が変わったものの、新しい商品の入荷が遅おくれてるとか」

「よくわかったわ。葉多恵！　はーたーえー！」

　シャルロッテが机をコンコン叩きながら呼ぶと、床ゆか下したがくるりんぽんとひっくり返って、メイド姿の女が現れた。

「はいはい～。お呼びで？」

「あんたなに劇場でわけのわからないオカルト武器売ってるのよ。店頭での武具の販はん売ばいには届けが必要なはずだけど、許可取ってるの？」

　ギクリとしたように葉多恵が目を逸そらす。

「……いやですねぇ、武器の形をした、ただのグッズですよ。一見本身に見えますが、それはファンの皆みな様さまのご期待に添そうべくグッズ職人がこだわりにこだわり抜いた結果であって実際に物が切れるわけではありませんから、お子様にも安心なんですよ～」

　シャルロッテが柄つかのところのボタンを押すと、刀身にバチバチと火花が飛んだ。

「ご……護身用ですよ、護身用……！　ご贔屓ひいきの出待ちで帰りの遅おそくなった女性のお客様にも夜道が安心なように……！」

「フォルゴーレ」

「はい」

　控ひかえていたもう一人のメイド、侍じ従じゆう長のフォルゴーレが穏おだやかに目を伏ふせた。

「がさ入れ。たぶん脱だつ税ぜいの気もあるから厳しくね」

「かしこまりました」

「殺せつ生しような!?　我が劇団にはトップスターを夢見てお腹なかを空すかせた百人からのベテラン俳優が……！」

　バチバチする刀身片手に、シャルロッテはニッコリ微笑んだ。

「いつまでも夢見てんじゃねえ、って我が国の一番リアルな辺りの役人が伺うかがいに上がります」

「かくなる上は！　貴たか月つき！」

　葉多恵が呼ぶと、今度は天てん井じようがくるりんとひっくり返って黒ずくめの覆ふく面めん忍にん者じやが降りてきた。

「ここに」

「劇場の支配人室にあるＡとＤとＥの棚たなの書類を処分するんですよ！　はやくはやく！」

「……承知」

　びゅん、と風のように貴月が大窓をくぐり抜け、バルコニーから飛び立った。

　シャルロッテは伝信器の受話器を静かに取り上げると、少し取り調べたい人物がいるから憲兵隊をここへ、と命じたのだった。
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　翌週。

　いつものようにシャルロッテの部屋に出頭すると、シャルロッテが新聞片手に待っていた。

「これを見なさい、マヒロ！」

「えーなになに……白昼騒そう然ぜん、劇団ニンニン座脱税容疑で家宅捜そう索さく……今後の公演予定は全すべて白紙か……。劇団側は前売り券の払はらい戻もどしに応じぬ構えを見せており、以前から行きすぎた商業主義的脚きやく本ほんを疑問視していた保守派の演劇評論家からは、それ見たことかと………」

「そっちじゃなくて」

「違ちがうんですか？　僕の行き来する範はん囲いでもちらほら噂うわさを聞くので、かなり大おお事ごとだと思うんですが」

　それだけ帝てい都とに馴な染じみ、一いつ般ぱん的な大衆娯ご楽らくとして浸しん透とうしていたことにいっそ驚おどろく。

「あれから葉多恵さんが沈しずんだ顔して花か壇だんの草むしりとかしてますし」

「貴月に証しよう拠こを処分されちゃったから法的に締しめ上げられなかったってだけで、あれくらいは当然でしょうよ」

「……で、新聞のどこを見れば」

「その下の方」




『……関連してニンニン座が販売するグッズの製造を請うけ負おった某ぼう社しや某工場では、今後販売するはずの人気アイテムを大量に在庫することとなった。公演再開を待つのか、他のグッズにリサイクルするのか、はたまた不法投とう棄きか……その行方ゆくえを追つい跡せき調査するため現地を訪れた我々取しゆ材ざい陣じんは、そこで驚くべき事実を目まの当たりにしたのである──！』




「目の当たりにしたのはわかりましたが、別にこの国には関係のないことですよ。倒とう産さんとか夜よ逃にげとか山が外れたとか騙だまされたとか、よくある話じゃないですか」

「そう思うでしょ？」

「はい」

「一見、そう思うわよね？」

「はい」

「でもほら、一応……何がキッカケでこの国がピンチに陥おちいるかわからないじゃない？」

「どれだけ不安定なんですかこの国は。お出かけしたいならお出かけしたいなりに言い訳を考えるくらいの努力はしてください」

　数秒。

　シャルロッテが、先日マヒロの買ってきた短刀を引き出しから取り出した。

「行き先のなくなったこの短刀が、闇やみルートにでも流れたらどんな犯罪に使われるかわかったものじゃないわ。未然に防がないと！」

「……」

「……だめ？」

「いえ、たぶん今までで一番現実的に筋が通っていると思います。ちょっと驚きました。さすがに国は傾かたむかないでしょうけど、リアルに危険なのできちんと警察隊を動かしましょうよ」

　今までは、当然あるべきものがなくなった、あるいはなくなる恐おそれがあるために、風が吹ふいたら桶おけ屋やが財ざい閥ばつ企き業ぎよう的な誇こ大だい妄もう想そうから出かけていたが、今回はすでにモノ自体が存在する話だ。

　風が吹いたら軒のき先さきの桶が転がって通行人の足元をすくう……くらいの危険性は、なきにしもあらず。

「その理由なら匿とく名めいで連れん絡らくしたってアホ呼ばわりせずに動いてくれますよ」

「先にあんたを不敬罪でしょっぴくわよ」

「いやでも、今回は食べ物とかじゃなくて一応は武器ですし、しかるべきところに連絡した方が……」

　シャルロッテはまともに取り合わず、ひらひらと手を振ふった。

「葉多恵がお子様でも安心のグッズだって言ってたでしょ。日々国民のために心血注いでくれている公僕の手を煩わずらわせるまでもありません。さーてお出かけお出かけ……」

（大丈夫かなぁ……）

　なんだかちょっと、最近のシャルロッテはお出かけに慣れすぎていて、危き惧ぐしないでもないマヒロであった。
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　新聞記者に変装し、運転席で快調にオートモービル（使用者名義ルディ＝シャンク・マタドーラー、所有者名義は大手銀行）を飛ばすシャルロッテ。

「すっかりクルマの運転にも慣れましたね、姉上」

「そうかしら？」

「発進するときにバックしなくなりましたし、ギアを変えるときとか、もっとガクガクしてましたよ」

「もう、そんなにおだてたって、何もあげないんだからね♪」

「上達するほど宮きゆう殿でんを抜け出していることに呆あきれてるんですよ」

　上層区を抜けて、産業区の方に入っていく。帝都の中でも多くの工場や倉庫の並ぶ、厳いかめしい雰ふん囲い気きのする一角だ。

　ハーケンダッツの生産工場があるような食品加工系の区画ではなく、食器や身の回り品といった日用品を主に生産するような、軽工業団地に向かう。

「ここね、『ブラック企き画かくＩｎｃ．』」

「……えらい名前ですね」

　敷しき地ち面積はそこそこありそうだが、なんだかあまりまともに稼か働どうしていなそうな、寂さびれた工場だった。

「葉多恵がここが一番安かったからって言ってたわ」

「前金だけ受け取って、夜逃げでもするつもりだったんじゃないんですか？」

　トロトロと車で入っていくが、人のいる様子がない。ダッツ工場のときはやる気がなくとも守衛や従業員がいたものだが、この工場には人の気配がしないのだ。

　本当に生産ラインが動いているのだろうか？

「まさか、夜逃げしたとかじゃないですよね」

「うーん……それにしたって劇団側ともうちょっと争ってからじゃないかしら。とりあえずどれかの中に入ってみましょう」

　適当なところにクルマを停とめて、扉とびらの開いている大きな建屋に入ってみる。

「ここは……倉庫ですね。資材じゃなくて、もう完成品の」

　マヒロは手近に見付けた箱の中を覗のぞいてみた。あの出店で見かけたのと、大体似たような物が詰つまっている。多少、品質は悪そうであったが。たとえばシャツや鉢はち巻まきの生地が薄うすい、ペナントのプリントの発色が悪いなど。

「でも一応、きちんと商品を作ってはいたみたいね……あったわ、印いん籠ろう」

　シャルロッテが葵あおいの御ご紋もん入りのそれを取り上げた。

「中に何が入ってるか、ずーっと気になっていたのよねー」

「確か、昔の薬入れとか小物入れじゃないんですか？　そもそもお土産みやげグッズなんですから中身なんて……」

「何かしらこれ」

　カポッ、と小気味よい音と共にフタを開けると、中に粉っぽい物が入っていた。

「……何か、入ってますね」

「小麦粉……じゃねーわよね」

「………まさか、ここにある完成品全部に入ってるって話じゃないですよね」

「待って。待ちなさいマヒロ、そもそも電流ブレードが危ないって話で来たのに……ことによると、とんでもないものを見付けてしまったんじゃ」

「ハッ、ハッ、ハッ……！」

「はっ!?　この笑い声は……！」

　と律りち儀ぎに驚くシャルロッテを、マヒロは物好きだなーと思いながら……笑い声のする方を見上げる。

「ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ……!!」

　在庫の段ボールの山の上に、鉄仮面の男がマントを翻ひるがえす。
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「見よ、ゼティ！　やはりこの私の計算通りだ！」

　その横には、いつものスコップ付きのメイドが頷うなずく。

「はい、お見事な作戦です鉄仮面様！　あの愚おろかな女が罠わなとも知らずに、まんまとおびき寄せられてきました！」

「作戦!?　この私が、おびき寄せられていたですって……!?!?」

「そうだ！　行く先々でこの私の野望を邪じや魔ま立だてする貴様がいかなる情報を元に動いているか、綿密なリサーチを重ねた私はある結論に辿たどり着ついた！　それはッ!!」

　鉄仮面が、バッと新聞を投げ付けた。

　受け取ってシャルロッテが目を見開く。

「これは……帝都シュポルトっ……!?」

　要はいつもマヒロがシャルロッテから見せつけられる、なぜかシャルロッテが一番愛読している三流ゴシップ紙であった。

「そうだ！　ハーケンダッツ工場で！　トヨノカ農場で！　ヒツジ牧場で！　貴様が現れた週の帝ていシュポには決まって、それにまつわる記事が掲けい載さいされていたことに気付いたのだ！」

「そこで鉄仮面様は一計を案じ、あなたたちの興味を惹ひきそうな事件を起こして、ゴシップ記者にそういう記事を載のせさせて、ええと……とにかくあなたたちはまんまと罠にかかったんです！」

　四苦八苦説明するゼティの言葉を受けて、マヒロは述べた。

「つまり狂きよう言げんであり、帝都の平へい穏おんが揺ゆらぐことはないそうです。良かったですね姉上、さあ気が済んだらとっとと帰りましょう」

「愚か者め！　この私が捕とらえた獲え物ものをただで帰すと思ったか！」

　鉄仮面が指を鳴らすと、背後で倉庫の扉が閉ざされた。その出口に気を取られていると。

「隙すきあり！」

「ぎゃっ!?」

　ゼティの声とマヒロの悲鳴。

　背後を取ったゼティがマヒロにムラクモ・ブレードを当て、電気ショックで動きを封ふうじたのだ。

「この少年は預かります！」
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「えっ!?　ちょっと!?」

　シャルロッテは焦あせったが時すでに遅おそし。マヒロを担いだゼティが、林立する段ボールの山を縫ぬって倉庫の奥へと逃にげていく。

「ハッ、ハッ、ハッ！　あの少年の命が惜おしくば貴様一人で追ってくることだ、シャーリー・ロッテ！　見事この私の元へ辿り着くことができれば、身み柄がらを返してやろう！　ハーッ、ハッ、ハッ、ハッ……!!」

　高笑いを仮面の中に反はん響きようさせながら、鉄仮面もゼティの消えた方へと去って行く。

「ちょっと待ちなさいって、私はいいけどその子は……！」

　まずい。

　自分に何かあってもせいぜい帝国領内の話であるが、マヒロに何かあったら大陸全土に影えい響きようを及およぼす恐れがある。

　こうしてはいられない、とシャルロッテは入ってきた扉の方へ近付くが。

「っていうか、なんで閉まったのよ！　開け！　開きなさいってば！」

　押しても引いても叩たたいても、扉はうんともすんともしない。乗ってきたクルマは外、マジカルハッピー☆トリガーもその中だ。

　まるで丸まる腰ごし。

「考えてても仕方ないわね、とりあえず使えそうなものだけでも持って……！」

　グッズの入った段ボールを漁あさって、わかりやすく武器の形をしたムラクモ・ブレードを手に、カクさんモデルの皇こう帝ていナックルもポケットに入れる。

「団扇うちわとかあってもしょうがないし……印籠……この中の粉って何かしら。まさか五月病Ｘみたいな怪あやしいクスリじゃないでしょうね……」

　そして静かな倉庫で、段ボールの山を見てふと思う。

（もしこの量の印籠全部に五月病Ｘが入ってるとしたら……）

　上流階級の社交界でも話題の人気演劇のグッズだから、誰だれが買ってどこに持ち帰るかわからない。何せハイソな人々ほど、粋いきな帝都っ子ほど、流行に乗り遅おくれまいとそういうものを求めたがるのだ。そういう気風があるのだ。

　知らずに印籠を開けて薬品が散らばり、帝都のそこら中で、しかも貴族や庶しよ民みん問わずにあんな無気力状態が発生したら、本当に国政が傾かたむきかねない。

（ちょっと洒落しやれになってねーわよ……）

　しかし。しかしまずはマヒロの安全を確保するのが先決だ。

　シャルロッテは鉄仮面たちの消えた倉庫の奥へと慎しん重ちように歩みを進めた。

　すると程なく、反対側の出口を見付けた……が、そこにいかにも力自じ慢まんという見た目の恰かつ幅ぷくの良い男が立ちはだかっていた。身長二メートル近く、体重二百キロはありそうな巨きよ漢かんである。黒騎き士し団にもここまでの大男は滅めつ多たにいない。

　歌劇で使うような目元を隠かくす仮面を着けているので、顔ははっきり見えなかったが。

「そこまでだ！　よくも今までオラたちのご主人の邪じや魔まをしてくれただな！」

「我が国にそんな訛なまりのキツイ田舎いなかはないわッ!?」

　思わず「我が国」とか素で突つっ込こんでしまったシャルロッテは、慌あわてて口を押さえた。

「ていうか、あんたどこ出身よ……」

「ああそうさ、どうせオオヤシマの片かた田舎から出てきた田舎もンさ！　山やま中なか三丁目だの田たノ中なか五丁目だのあだ名を付けられて馬ば鹿かにされてたオラだども、ご主人だけはオラを馬鹿にせずに雇やとってくれただ！　ご主人から受けた恩に報いるために、ここは通さねえど！」

（……あのメイドの他にも部下がいるのね。それとも使用人？　とすると結構な金持ちか、いい身分……）

「来ないならこっちから行くど！」

「待って！」

　とシャルロッテは手の平を突き出した。

「な、なんだ……！」

　律儀に待ってくれるところを見ると、根っからの悪人ではないらしい。

「あなた、そんないい図体して自分から私に襲おそいかかるとか、傍はたから見たらただのヘンタイよ」

「うう……!?　た、確かに……！　だども！」

「事情はわかったけど、あなたがその田舎からわざわざ大陸に渡わたってきたのはそんな小悪党みたいな真似まねをするためなの？　出で稼かせぎに来たなら他にも仕事はあるでしょうし、いい歳としして支配とか征せい服ふくとか、できもしない悪事の片棒を担いで恥はずかしくないの？」

「や、やめろぉ……!?」

　赤面したような男が頭を抱かかえる。もう一押しか。

「たっ、たしかに、確かによくよく考えればそんな気はする！　けんど、ご主人はこれが正義のためとおっしゃっただよ！　そしてオラを拾ってくれたご主人に従うのが、男としてのオラの正義だ！　何があっても、オラはここから一歩も動かんど！」

　男は、どーん、とその場に尻しりを突き、あぐらをかいて座り込んでしまった。

「さあ、煮にるなり焼くなり好きにするがいいべ！　オラから手は出さねえけども、女相手に易やす々やすくたばるオラじゃねえど！」

「じゃあ遠えん慮りよなく」

　だめで元々。

　シャルロッテがムラクモ・ブレードの刃はを男に当ててスイッチを入れると、男は短く悲鳴を上げて、あっという間にその場に伸のびてしまった。

「……ちょっと。このムラクモ・ブレードもかなりやべーんじゃねーの……？」

　なんだか指先一つで象でも伸のした気分だったが、通さぬと言っていた者が道を空けたのだ。シャルロッテはマヒロの身を案じて、先を急ぐことにした。
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　倉庫を出て通路を進むと、そのまま工場の別べつ棟むね、生産ラインの建屋に繫つながっていた。何本ものベルトコンベアが並んでいるが、当然、稼か働どうはしていない。

　様子からしてここで流れ作業で検品され、箱はこ詰づめされたものが、そのまま今の通路を通って先ほどの倉庫に送られるのだろう。

「ほう……女だてらにあの大飯食らいを退けましたか。若様のおっしゃる通り、ただ者ではなさそうでございますな」

　そのラインの向こうに現れたのは、やはり仮面で目元を隠しているが、品良くタキシードを身に付けた白しら髪がの老人であった。言うなればどこかの屋や敷しきに長年仕えているような、ベテラン執しつ事じの風格。シャルロッテも宮きゆう殿でんではよく見かけるが、この老人の雰ふん囲い気き……成金や何かに、金尽ずくで雇われているようなタマではなそうだ。

（う～ん……？）

　つまりは名家。いいところの家であれば、家長にくっついて執事が出歩いていることはよくある。であれば、この老人のことも実は宮殿の夜会や舞ぶ踏とう会などで見かけているのかも知れないのだが……こういう年長の執事ほど気取らず出しゃばらず黙もくして主あるじの影かげに徹てつしているものなので、パッとは思い浮うかばない。

「ちなみに若サマというのは、あの鉄仮面のことよね？」

「左様にございます」

　悠ゆう々ゆうと頭こうべを垂れる執事風の老人へ、シャルロッテは指を突き付けた。

「その若サマだけどね、ちょっと言わせてもらいますけどあなたのお宅の若サマね、いい歳してうら若いメイドをあちこち連れ歩きながら支配とか征服とかできもしない夢を追いかけてしまっているのは家か督とくを継つぐ者としての自覚が足りていないんじゃないかしらね!?」

「はうぅっ!?」

　よほど図星を指されたのか、まるで発作でも起こしたように胸を搔かきむしったのでシャルロッテの方がひやりとした。

「あ、ごめん、大だい丈じよう夫ぶ……？　お医者とか、呼ぶ……？」

「ふ、ふふ……お気き遣づかいなく……、持病の癪しやくが出ただけでございますので……。いえ、お仕えする私どもも若様の行き過ぎた放ほう蕩とうには薄うす々うす勘かん付づいてはおりましたが、言わぬよう、気付かぬよう過ごしてきたものを、そうも容易たやすく見み抜ぬかれるとは……」

「いや、見ればわかるでしょ普ふ通つう」

　そんなことを言う人物に限って自分のことは見えていなかったりもするのだが、自分のことなのでシャルロッテは気付かない。

「大体が人質なんか取って私を脅おどしたって何にもならないでしょうに、ダメなことはダメとはっきり諌いさめるのが家臣の務めでしょう！」

　そんなことを言う人物に限って自分の家臣の苦労には気付いていなかったりするのだが。

「うぬぬ、若様のおっしゃる通り確かに弁舌に覚えのある方のようですが、そういった口八丁には乗らぬようにとも仰おおせ付かっております。吠ほえるだけであれば負け犬にもできること……能書きを披ひ露ろうしたくば、この私めを倒たおしてからにしていただきましょう！」

　老人は朗々と告げると、年ねん齢れいを感じさせぬ身のこなしで徒と手しゆ空くう拳けんの構えを取った。

　主の万が一に際して、最も身近にいるのは彼ら従者である。王宮のメイドたちが下手な兵士より一いつ騎き当とう千せんであるように、今の時代、この手の執事ともなれば相当な武術の心得があって当然なのだ。

　シャルロッテは心得がないので、老人の得意とするところがボクシングか空手か柔じゆう道どうかもわからなかったが。

（困ったわね……さっきの大男みたいに言って聞くならいいけど、なんだかお年寄りの冷や水みたいになってるし、かといって癪とか言ってるところに電気ショックなんてぶち込んだらお迎えが来ちゃうかも知れないし……）

　いやまあ、きっと武術の達人だ。

　素人しろうとが挑いどんだところで、手加減してあしらわれるだけであろう。ならば様子を見る意味でも、とりあえず一度挑んでから考えることにしよう……と、シャルロッテは思い直した。

「わかったわ、勝負よっ！」

「その意気やよし、老体だからと手加減は無用にございますぞ！」

「望むところよ！　とぉーっ!!」

「キエァーッ!!」

　響ひびき渡る両者裂れつ帛ぱくの気合い。

　そして打ち付け合った拳こぶしから伝わる、ぺきりと枯かれ枝えだの折れるような音。

「えっ……」

　シャルロッテの握にぎり締しめたカクさんモデルの皇帝ナックルが、老人の指の骨を打ち砕くだいた。

「ぐああっ……！　まさかこのようなところで持病の骨こつ粗そ鬆しよう症しようがっ……！」

「おじいちゃん無理しないでーッ!!」
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「はい、これでよしっと」

　シャルロッテは工場に転がっていたプラスドライバーで、老人の指に添そえ木ぎを当ててやった。

「むぅ……まさか敵の手を煩わずらわせてしまおうとは、面目ございません……」

　手当ての最中に、目を覚ました大男が倉庫の方からやってきたのだが、怪け我がをした老人が手当てされているのを見るや。

「だからオラ、執事さんはお屋敷で待ってた方がいいって言っただよ。ただでさえ腰こしも悪いってのに……迷めい惑わくかけて申し訳ねえだなや」

　と頭を下げられる始末。

「何を言う、ゼティやお前のような若造ばかりに若様を任せておけるものか……！」

「はいはいケンカしない」

　内うち輪わ揉もめが始まってもらっても困るので、シャルロッテはぽんぽんと手を打った。

「で、あんたたちどこの家の人？」

「オラたちはウ」

「ホアチャァ！」

　老人が無事な方の手で大男の下した顎あごを掌しよう底ていで叩たたき上げ、今しも喋しやべろうとした口を無理矢理閉じさせた。

「いでで、舌嚙かんだだよ！　何するだ!?」

「黙だまれ、お前はぺらぺら喋るな！」

　老人は厳しく叱しつ責せきしてから、改めてシャルロッテへ向き直った。

「……ここまでしてもらって心苦しくは思いますが、私どもが何者かは口が裂さけても申し上げられません。もっとも、申したところであなたのような庶しよ民みんには及およびも付きますまい。無理に詮せん索さくすれば、あなたもただでは済みませんぞ……何なに卒とぞ、そのようなものとお心置きください」

「うーん……そうなの……？」

　脅きよう迫はくにも近いこの自負、自信からすると、やはり相当な名家なのだろう。後ろ暗い荒あら事ごとは、大きな家なら多かれ少なかれの部分もあるが……ひょっとして公権力、法的機関にまで堂々手を回せるレベルなのだろうか？

　かといって言いたがらないものを、無理に問い質ただすつもりはなかった。そもそもがシャルロッテは鉄仮面のこと自体、諜ちよう報ほう部を使って詳くわしく調べようとすらしていなかった。純じゆん粋すいに、いつかあの鉄仮面をこの手で脱ぬがせる。その上で彼自らに素性を明かしてもらった方が楽しいだろうし、わざわざ素性を隠かくしている彼への筋だろうという思いからだ。

「わかったわ、でもとりあえず私は先へ進ませてもらうからね。マヒ……こほん、あの子のことを取り戻もどさないと」

　立ち上がったシャルロッテは工場の出口へと踵きびすを返した。

「お待ちください」

　と老人。

「その後ろ姿、どこかで見覚えがあるのですが……」

　シャルロッテはギクリと身をすくめたが、すぐに言い返した。

「す、素顔も見せない、どこの家かもわからないような人に知り合いはいませ……いないもん！」

　なるべく悟さとられないように煙けむに巻まく。

「……そう言われると言葉もないのですが……。しかし、一体どこで……」

「執事さん、いよいよボケただか？」

「黙れ、まだ耄もう碌ろくなどしておらん！　ああ、もう少しで思い出せたものを、お前のせいで気が散ってしまったではないか……！」

　そう言って苛いら立だち紛まぎれに老人が立ち上がる。

「いやしかし、万が一、顔見知りということもある……この先は私どもも同行させていただきます」

「えっ、それはずるいわよ」

「無論、負けは負けと心得ております。使用人の身分でございますが、恩を仇あだで返すような礼れい儀ぎ知らずでも恩知らずでもございません」

　んだな、と大男も頷うなずく。

「それにオラたちもご主人のことが心配だだよ」

「心配？」

　シャルロッテが小首を傾かしげると、老人が溜ため息いき混じりに頷いた。

「左様でございます……確かに若様は多少夢見がちなところがございますが」

「そうよね、夢見すぎよね」

「うぐ……、ございますが！　人質を取るというのは、いささかやり過ぎのきらいがございます。なんとなれば、もう一度私どもからもお諫めしてみますので、ご同行させていただけませんか」

　うーむと、シャルロッテは顎あごに手をやった。

　不安もあるが、しかし罠わなというにはこの二人はヒトが良すぎる。純粋に命じられた目的を果たすためならば、二人がかりでこちらをふん縛じばっていてもおかしくないのだ。にもかかわらず、そんな卑ひ怯きようをする気配もない。

　となれば一人で進むより、この二人が一いつ緒しよにいた方が話も通り易いかもしれない。

「わかったわ。それじゃ一緒に行きましょう」

「おお、ありがとうございます……！」

「あんた、ご主人やゼティの話と違ちがって案外いい人だなや」

　あの二人には色々恨うらみを買っているから、具体的な評判を聞くのはよそうと思った。
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　老人が立ち塞ふさいでいた方の扉とびらを抜ぬけて、さらに通路を進むのだが、結局はまた別な建屋に繫つながっていた。

　先ほどの場所が検品と箱はこ詰づめのラインとすれば、こちらはそういった製品の製造や組み立てのラインなのだろう。今までで一番屋根が高く、奥行きもある。当然ベルトコンベアも長く、作業員の着く場所も多い。

　しかし肝かん心じんの従業員は誰だれもいなかった。

　代わりに一人、やはり目元に仮面を着けた、今度は女性が立っていた。目測であるが、人間であれば三十過ぎから四十手前。庶民ではおよそ手が届かぬ見事な仕立のドレスと、少し飾かざりの派手めなハット。

「何ですかお前たち、揃そろいも揃ってそんな小こ娘むすめ一人捕つかまえられずによく当家の使用人を名乗れたものですね！」

「お、お待ちください若奥様、これには幾いくつか事情がございまして……！」

「そうだよ、オラたちもオラたちなりに……」

「だまらっしゃい！」

　高圧的な一いつ喝かつで口籠ごもった老人と大男に、シャルロッテは尋たずねる。

「……家の人？　鉄仮面のお母さんにしては若いわね」

「いえ、若様の奥様にございます」

「は？」

「だから、若わか旦だん那な様の奥様で、若奥様だべ」

「あ……あいつ結けつ婚こんしてるの!?　結婚してるのにあんな、あんな若いメイド連れ歩いて、ちょ、ええっ……？」

　仮面の女がシャルロッテを睨ねめ付ける。

「あなたですわね、うちの主人を行く先々でたぶらかしてはひどい目に遭あわせている女め狐ぎつねというのは」

「いえ」

　シャルロッテは小さく挙手して首を振ふった。

「ひどい目っていうのは成り行きというか、偶ぐう発はつ的なものの流れで結果的にそういうこともあったかもしれないけど、たぶらかすとかいうことは……」

「ふん、それであの人に擦すり寄って、何が望みですの？　金ですの？　コネですの？　それともまさか、当家の権力……？」

「生憎あいにくもう全部持って……じゃなくて、こほんこほん」

「許しませんわよ！　全くあの人と来たらあたくしという者がありながらあんな若さだけが取り柄えのような中身の足りないちんちくりんメイドのどこがいいのか……！」

　しゅぱっ、とシャルロッテは手を挙げた。

「奥様、家庭と年ねん齢れいを顧かえりみず独善的なロマンを夢追い人するご主人に、今こそ共に天てん誅ちゆうを喰くらわせましょう！　同じ女としてお手伝いします！」

「でもあたくし。あの人のそんな大人になりきれないところが……好、き♡」

　シャルロッテはまるで聞こえるように舌打ちをした。

　まるで聞こえないように若奥様は続ける。

「信じる……嗚あ呼あ、この胸の切なさ、心の痛み、それこそが無む償しようの愛。どこまで遠くへ飛び立っても、やがてはあたくしという止まり木に戻ってくると、そう信じておりますの……」

「はいはい、じゃあ私先行くからね」

　夢追い人が夢追い人を追っているのであるから手の施ほどこしようがない。

　そう思って進もうとしたシャルロッテの行く手を、若奥様がビッと扇おうぎを広げて遮さえぎった。

「人の話くらいお聞きなさいな」

「あんたが聞いてなかったのよ？」

「主人が夢を追うと言うなら、黙ってそれを支えて見届けるのが妻のツトメ……あの人の邪じや魔まはさせません」

「……あのねぇ、お宅の主人、征せい服ふくとか支配とか言っちゃってるのね。超ちようメーワクなんですけど」

「それはこちらの家の事情です。外部の方が口を挟はさまないでいただけます？　そもそもあなたは、あの人のなんなんですの？」

「なんでもありません善意の新聞記者です」

「なんですって、さては当家のスキャンダルを狙ねらったパパラッチですのね……!?　そうと知ったら尚なおのことこの先へ通すわけにはいきません！」

　バチバチと、ぶつかる視線が火花を散らす。

「うう……執しつ事じさん、オラ女同士の争いはおっかねえだ……」

「そんなことを言っていると、いつまで経たっても館の中では勤められんぞ。大奥様、若奥様、メイド長にメイドたち……」

「……オラ、荷物運びと厩うまや係のままで充じゆう分ぶんだよ……」

「なーにをぶつくさ言ってますの二人とも！　この卑いやしいパパラッチをさっさと捕まえてしまいなさい！」

　そこに老人がおずおずと、怪け我がした手指など見せながら申し開く。

「しかし若奥様、私どもも栄光ある名家にお仕えする者として、正々堂々挑いどんでの敗北でございます。それを覆くつがえしてまで挑むような恥はじの上うわ塗ぬりは、いささか……」

「……なんですって？　でもあの人とゼティは、いかなる手段も問わない卑ひ劣れつな悪女だと言ってましたわよ」

「それがですだ、若奥様。こうして怪我した執事さんの手当てもしてくれただし、話のわかるいい人なんだなや」

　若奥様は、こつこつこつとヒールを鳴らして数歩。じろじろとシャルロッテを上から下まで値ね踏ぶみする。

「な、なによ……」

「なるほど……根の優しいあの二人の眼鏡めがねに適かなったのであれば、当家の転てん覆ぷくや遺産目当てに取り入ろうというような輩やからではなさそうですね」

「当たり前でしょう」

　しかし当主ならともかく、その息子むすこや妻……となると、宮中の夜会などでは埋うもれてしまって覚えがないかも知れない。もちろん髪かみ型がたや服、仮面一つでも、雰ふん囲い気きは随ずい分ぶん変わるもの。

「よろしいですわ。あたくしも行く行くはお義母かあ様やあの人に代わって、屋や敷しきの留守を預かる身……そこまで言うのであればあの人の愛人に相応ふさわしいかどうか、このあたくし自らが見極めて差し上げます！」

「なんでそーなるのよっ!?　」

「主人の甲か斐い性しようを黙だまって忍しのぶのも良き妻の務め……嗚呼！　女としてこの世に生を受けた、悲劇ッ……！」

「奥さん帰ってきて！　あなた自分に酔よいすぎよ！　そういうところを利用されて騙だまされてるのよッ！」

　ハラハラと涙なみだを流してハンカチを嚙かんでいた若奥様が、ハッと我に返った。

「そ、そんなことはありません……！　それに、あの人のことを悪く言うのはこのあたくしが許さなくてよ！」

「自分よりも家と旦だん那なのことを思う姿勢は立派だけど！　怪あやしげなクスリをばら撒まいたり、年とし頃ごろのメイドと一緒になって年頃の少年を連れ去ったりするような行いまで、本当に悪じゃないと言い切れるの!?」

「そ、それはっ……！　きっと、何か考えがあってのことで……！」

「じゃあその考えって何!?　納得できればこっちも大人しく帰りますけどね奥さん！　どーなんですか奥さんっ!?」

「そ、それは、だからっ……！」

　つい記者モードになって問い詰つめてしまったが、若奥様は口元を扇せん子すで隠かくしてしどろもどろ、答えに窮きゆうしてしまった。

「聞きましたけど、教えてもらえなくて……」

「ほら、知らないんでしょう。あなたはあなたの全すべてを尽つくしているのに、あの男はそんなあなたに隠し事をしているのよ。それ自体が不公平よ。罪なのよ」

「で、ですけど秘密の一つや二つ、誰にでも……」

「ええ、あるでしょう。でもあなた、そんなに一いち途ずだったら……旦那に何かの秘密を打ち明けられたからって、それで嫌きらいになったりするの？」

　そこで若奥様は胸を張って答える。

「まさか！　人生の全てを捧ささげるつもりで嫁とついだんですもの……たとえそれがどんな秘密があろうとも、あたくしは全て受け止めるつもりです！　そう思うからこそここまでついてきましたのよ！」

「でも教えてもらえなかったということは、あの男はそうは思っていない……つまり、あなたを信じていないのよ！　あの鉄仮面の本当の考えがなんなのかは私も知らないし、使用人たちなら主人のワガママに振り回されても仕方ないって思うけど……さすがに、夫婦の間がそれはないんじゃない？」

「そ、そんな……！　ですけど……、でも、だったらどうしたら……！」

　ショックに息を吞のむような若奥様の肩かたを摑つかまえ、シャルロッテは言った。

「聞くのよ！　聞いて、問い詰めて、全て白状させるのよ！　なぜこんなことをするのか、この国の何が不満なのか、支配してどうしたいのか、その野望の先に……あなたという存在はいるのか、いないのか！」

「っ!!」

「本当にお互たがいに愛し合っているのであれば……つまりは、そういうことでしょう」

　若奥様はふらふら、一歩、二歩と後あと退ずさって、寂さびしげに俯うつむいた。

「……そう……そう、ですわね……。あたくしは……いつからかあたくしや家のことを顧みなくなったあの人に、仕方のない運命なのだと自分に言い聞かせていただけで……」

「それじゃあなたが、あなたの殻からに閉じこもってしまうだけ！　だからあんな悲劇のヒロインみたいな妄もう想そうに取り憑つかれてしまうのよ！　傷付けても傷付けられても、ぶつかって、伝えなくちゃだめなのよ！　結婚しても身を捧げても、あなたはあなた！　あなたを生きているのはあなた自身！　あなたの人生はあなたのものなの！　誰かを幸せにしたいなら、その幸せな誰かを見たあなた自身が幸せな気持ちになれなくちゃ噓うそなのよ!!」

　若奥様の着けた仮面の端はしから、ぽろぽろと、涙の雫しずくが転がり落ちた。

「……なんでしょう……あたくし……、なんでこんなに、気持ちが楽に……っ……」

　顔の仮面を着けたままではあっても、名家の良妻という心の戒いましめが解けたのかも知れない。

　もちろんシャルロッテ自身は結婚はしていないが、父と母たちの様子を見ていればそういうものではないかと思う。

　父には三人の妻がいる。男一人に女三人の時点でパワーバランスがおかしい。そんな家庭が一事が万事平へい穏おん無事なはずもない。平穏無事なはずはないが、お互いに言いたいことは言って、妥だ協きようするところは妥協して、それで結局は仲良くやっている。

　どこの家の様子や、メイドたちの噂うわさ話ばなしや、社会のゴシップを見聞きしていても……決定的な不和というのは、その誰だれかを見限ったり、諦あきらめたり、コミュニケーションを失うところから訪れているのではないか。

「ですけど……もししつこくして、あの人に見限られたりしたら……」

「私が見た感じ、あなたは何も悪くないわ。離り婚こん調停にでもなったら、私が全力でサポートしてあげるわよ」

「ち、違ちがいます！　縁えん起ぎでもない！　埋まらないミゾを、どう埋めたらいいかという話であって……！」

「そんな先の話こそ夫婦間の問題でしょ。とりあえずは何が理由でこんなことしているのか、私も一いつ緒しよに聞いてあげるから。ほら、使用人の二人も一緒だし」

　シャルロッテは後ろの二人を指差した。老人と大男が、それぞれ頷うなずく。

「はい、若奥様」

「一緒に行くですだよ」

「お前たち……」

　若奥様はぐすんと鼻を鳴らしてから、小さく頷いた。

「わかりました、あたくしも同行させていただきますわ」

「ま、旅は道連れ……じゃないけど、奥さんの言葉の方がよく効くかも知れないしね」

　シャルロッテはそう言い、出口へと歩き始めた。するとすぐに、後ろに続いた若奥様が気付いたように。

「ところで、あなた……」

「何かしら」

「庶しよ民みんにしては随分と上等な香こう水すいを使ってますのね？」

　ぎく。

「……そ……そう……？」

「そうですわ。この、春のバラ園を思わせる上品な甘い香かおり……オオアメリカセンザンジャコウはとても希少で、それを調合した香水は市し井せいにはなかなか出回りませんのよ。かく言うあたくしも一本持ってますけど、宮中へ上がるときくらいしか使いませんもの」

「あ……その。私、宮きゆう殿でんに勤めているメイドと知り合いでね」

　噓は言っていない。

　というか、朝の支度したくの時にいつもオートメーションでフォルゴーレが振ふってくれるというだけで、そんな生き物か植物かも得体の知れない何かが原料に使われていることも初めて知ったのだった。
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　若奥様の立ちはだかっていた方の通路を行きながら。

「……じゃあ、以前はあんなじゃなかったってことなのよね？」

　執事が頷く。

「はっ、左様でございます。若様はご幼少の頃ころより魔ま術じゆつと考古学に造ぞう詣けいが深く、最近は遺い跡せきの探検がご趣しゆ味みでいらっしゃいました」

　すでに話の雲行きが怪しい。

「オラはいつもその探検に荷物持ちでついていくだよ。いつもはなんてことなかっただが、あるとき向かった旧文明の遺跡で、あの鉄仮面が見付かったべ」

　大男の話で思い出したように若奥様が目を細める。

「帰ってきた主人は、それは大喜びしておりましたの。ですけど偶ぐう然ぜんなのか好こう奇き心しんだったのか、あの仮面を着けてからというもの、主人は人が変わったようになってしまいました。薬品の研究だと言って夜な夜な地下室に篭こもるようになり、いつだかは小こ遣づかいが足りなくなったと言ってヒツジの毛刈かりのアルバイトに……次期当主ともあろう方が、無職さながらにバイトっ……ううっ……！」

　再び仮面の奥に涙を浮うかべる若奥様。

「まあ原因……いきさつはわかったわよ……」

　まさか仮面の方が本体で、被かぶった人間をコントロールしているとでもいうのか。それとも、元からあったそういう支配欲よくのような願望を、増ぞう幅ふくさせる物なのか。

（……ダメージ自体は結構喰くらわせてるのよね……）

　へこんだりひしゃげたり、してはいるが次に会うと元に戻もどっているというのは、ただの仮面ではないのだ。

　やがて製造ラインから続く通路の終わり、開放厳禁と書かれた扉とびらの前に辿たどり着つく。

　中からは、機械の稼か働どうしている音がして、微び振しん動どうが伝わってくる。

「……もう、あなたたちの他ほかに部下はいないのね？」

「ええ、あとはゼティだけのはずですわ」

　ふと考えた。

「あの子が黒幕ってことはないわよね？」

「あの娘こはおネジが足りないだけですわ。なぜだか主人とは波長が合うのですけど」

　……波長が合うということは鉄仮面のネジもつまり、とかは言わない方がいいだろうか。

「よし……じゃあいくわよ。いざ、最後の決戦っ！」

　どーんと押し放った扉は随ずい分ぶんと熱を持っていた。

　そして。

「熱あつっ!?」

　シャルロッテは中から噴ふき出してきた熱風に、思わず顔を庇かばった。

「これは……製鉄場……!?」

　老人が軽く会え釈しやくした。

「は、こちらは原材料の精製工場でございます」

「この会社、そこからまかなっているの……？」

　原材料から一いつ貫かんして手がけているというのは、ちょっと非効率な会社と思わないでもない。

「当家の経営ですわ、何か不満でも？」

「えっ？　あ……、ええ……ブラック企き画かくＩｎｃ．って名前はどうかと思うんだけど」

　それはまあ貴族といえども肩かた書がきだけでごはんを食べられるわけではなし、富のため、繁はん栄えいのため、節税のため、有形無形問わず、いくつかの事業を手がけていることは別段珍めずらしいことではない。ないが、さすがのシャルロッテも、どの家が何をしているかまでは細かく頭に入っていなかった。

　まあここまで来たのだ、あの男に直接聞けば良い。

「約束通り来てあげたわよ鉄仮面！　マヒ……えっと、あの子を返しなさい！　奥さんも家の人たちもみんな心配してるから！」

　ゴンゴンと火を起こす、工場の低い唸うなりが響ひびく中。

「ハッ、ハッ、ハッ……！　ハーッ！　ハッ！　ハッ！　ハッ……！」

　声は上の足場から聞こえてきた。

「出たわね鉄仮面！」

「ご主人！」

「若様！」

「あなた！」

「ええい、一遍に呼ぶな！　ぬう、まさか我が愛する者たちすら寝ね返がえらせるとは敵ながら天あつ晴ぱれといったところか！」

　シャルロッテは進み出て鉄仮面を指差した。

「寝返ったんじゃなくて、目を覚ましたのよ！　何あんたいい歳としこいて奥さんに迷めい惑わくかけてるのよ！　大体あんた長男なんでしょ!?　いつまでもそうやってフラフラして、家のことは大だい丈じよう夫ぶなの!?　家か督とくや事業を継つぐ準備は!?　遺跡探検だの帝てい都と支配だの世界征せい服ふくだのばっかり言って、あんたのお父さんやお母さんだっていつまでも元気なわけじゃないのよっ!!」

「ぐ、ぐあああっ……やめろおおおお!!」

　なんだか予想外によく効いたらしい。

「ううっ、だ、黙だまれっ……！　私は……私はその家のために、必要だから行っているのだ！　なぜ、歴史と栄光ある我が………が、………スティア家などに従わねばならぬ……！」

「……なんですって？」

「そうとも！　私は、支配された屈くつ辱じよくをこの帝都に、この国に、この世界に仕返してやるのだ！……ゼティよ、見せてやれっ！」

「はい、鉄仮面様っ！」

　メイドの声のした方を見ると、何やらの操作盤ばんでレバーを倒たおすところだった。天てん井じように渡わたされたクレーンがスライドし、ギャリギャリとチェーンブロックの降りてくる音がして……降りてきた鎖くさりの先に、気絶したマヒロが縛しばり付けられていた。それだけならまだしも、その真下には巨きよ大だいな釜かまが設しつらえられている。マヒロが下からの光源で照らされていることからして、釜の中に何が満たされているかは明白だ。

「ちょっと、あんたまだ寝ねてるの!?　早く目を覚ましなさい！」

「は！　は！　は！　見よ、これは溶よう鉱こう炉ろだ！　当然、落ちればひとたまりもあるまい！」

「わ……わかったわ！　洒落しやれになってないから、落ち着いて話し合いましょう！　望みは何!?」

「望みだと!?　私の望みは復ふく讐しゆうによる支配と征服のみ！　今度は私がそれを貴様に問う番だ！　貴様の望みは何だ!?」

「えっ。……私？」

　シャルロッテはきょとんとなって自分を指差す。

「そうだ！　なぜ貴様は私の邪じや魔まをする!?　なぜ、私の望む未来より、今のこの帝国の方が優れていると言い切れるのか!?」

「えっ……、えっと………！」

「その覚かく悟ごを問おう！　貴様は、この国を愛しているのか!?　この私を悪と断罪し、私の理想とする野望を夢ゆめ幻まぼろしと断じられるほどにこの世界を愛しているのかッ!?」

「それはっ！」

　ばっ、と鉄仮面が手を振りかざしてシャルロッテを遮さえぎった。

「よく考えて答えるのだ！　もしッ！　そうだと言うのなら、この少年の命はないと思え！」

「なんですって……！」

「当然だ、パートナーを無残に失い、心に傷を負った貴様などこの私の相手にならないだろうからな！　だがッ！　この少年の命が大事というのであればその意思を尊重し、チャンスを与あたえよう……この帝都から去り、二人でどこへなりと行くがいい！　次にこの私の邪魔をすれば容よう赦しやはせん！」

「若様、正気でございますか……!?」

「いっ、命を奪うばうだなんてあんまりだよ！」

「少し混乱なさっているだけです！　あなた、もう一度あたくしとお話を……！」

「お前たちには聞いておらん!!」

　一いつ喝かつし、鉄仮面がシャルロッテに向き直る。

「さあ、返事を聞かせてもらおう！　シャーリー・ロッテ!!　いや……、マジカルプリンセスよ!!」

「ええもちろん、愛しているわよ！」

「どちらをだ!!」

「全てをッ[image: !!!]」

「ぬうっ!?」

　人質の命がかかったこの状じよう況きよう下での、故に冗じよう談だん抜ぬきの、それでいて予想外の言葉に鉄仮面が怯ひるむ。

　シャルロッテはいよいよ右手をハンチング帽ぼうに、左手をサングラスにかけ、その両方を取り去った。

　と同時に、目も眩くらむような美しい光に包み込まれる。その輝かがやきのあとに現れたのは、純白の衣装に身をまとった一人の女。

　マジカルハッピー☆トリガーこそなかったが、鉄仮面に敢かん然ぜんと言い放つ。

「あれかこれか、じゃない！　あれもこれも、愛している!!　だから私は戦うのよ、鉄仮面！　全すべてが愛いとしいから！　どれ一つ失いたくないから！　何も諦あきらめたくないから！　それこそが……私の、愛ッ[image: !!!]」




　バァーン！




「愛と勇気でミラクル起こす！　マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテただいま見参!!」




　ズババァ──ン!!
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「ぬっ……!!　ぬうううううううっ、お、の、れぇ……！　綺き麗れい事を！　この私が本気だということが、理解できなかったようだな！　ならば貴様の愛する中うちの一人が失われる様を見て、後こう悔かいするがいいッ……!!」

　鉄仮面が手を振ふり下ろす。

　が……何も起きない。

「どうした、ゼティ!?」

「あ……あわわ、鉄仮面様、それでは脅おどしじゃなくてほんとにこの子が死んでしまいますがっ！」

「脅しではなく本当にそうしろと言っているのだ！」

　やはりあのゼティというメイドも、根っからの悪人ではない。

　内うち輪わ揉もめが起きている隙すきに。

「起きろぉッ!!」

　シャルロッテはポケットに入っていた印いん籠ろうをぶん投げる。

　コーン、とマヒロの顔面にヒットした。

「……っつ……。ここは……？　うわーお！」

　足元に真っ赤な溶よう岩がんのように鉄が煮にえるのを見て、マヒロが目を丸くする。

「あんた死ぬわよ！　早く降りてらっしゃい！」

「どうやってですか!?」

　叫さけぶマヒロは、ミノムシがぶら下がるがごとく。

「えーと……」

　今度はシャルロッテが答えに窮きゆうする番だった。

「ええい、こうなれば私自らが葬ほうむってくれるわ！」

　鉄仮面がメイドのいる操作台にむかって走り出す。

「そ、そうはさせないわよッ！」

　シャルロッテも上の通路への階段に回り込み、二段抜ぬかしで駆かけ上がる。

「そこをどくのだ、ゼティよ！」

「え、ですが鉄仮面様っ！　で、ですが……！」

「その男を不幸にしたくないのなら、クレーンを操作させちゃダメよッ！」

　製鉄の熱気が充じゆう満まんする天井近くの通路で、奇くしくも操作台を挟はさんでの同じ距きよ離りに、シャルロッテは鉄仮面と対たい峙じする。

「いいだろう……マジカルプリンセス！　ここで直じかに決着を付けてくれる！」

「望むところよッ！」

　威い勢せいよく啖たん呵かをきってみたものの、武器がない。

「あ、あの、私はどうすれば……!?」

　うろたえるゼティに鉄仮面が命じた。

「役立たずに用などない、そこをどけ！」

「はうっ……！」

　直接的に精神ダメージを受けたゼティに、シャルロッテは言った。このメイドは強い、味方にできればチャンスはある。

「その男は、今までの鉄仮面じゃないわ！　今まで以上にあの仮面に支配されているのよ！……たぶん」

「たぶんってなんですか!?」

「たぶんはたぶんよ、証しよう拠こなんてねーけど、あんたもずっと一いつ緒しよにいるならなんとなくわかるでしょう!?　いいからちょっと一回あれ脱ぬがせてみなさいよ！」

「そんなこと言われてもどうすればいいんですか……!?」

　ゼティが完全にこちらを向いた……鉄仮面に背を向けたそのとき。

「ふはは！　もう遅おそいわッ!!」

「しまった……!?」

　鉄仮面が操作台に取り付き、レバーを力任せに引き倒たおす。

　果たして……。

「こ、こっちの心配はねえだよ……！」

「少年はご無事でございます！」

　クレーンに這はいずった大男と執しつ事じが、マヒロを鎖くさりごと引き上げているところであった。

　これならもう心配あるまい。

「ぬう……！　貴様らッ……！」

「あなた……！」

「ぬ!?　おのれっ、何をする！」

　クレーンに気を取られた鉄仮面を、若奥様が背後から羽は交がい締じめにする。

「放せ、貴様ら、揃そろってこの私を裏切るつもりか……!?」

　若奥様が必死にかぶりを振る。

「そうではありません、本当に取り返しの付かなくなる前に、もう一度よく話し合っていただきたいだけです！」

「ええい放せ！　話し合うことなど何もない……！」

「本当にそうかしら、鉄仮面！　今度は私があなたに問う番よ！」

　シャルロッテは言った。

「な、なんだと貴様……!?」

「あなたはさっき、全ては家のため、必要だから行ったことだと言ったわね!?」

「そうだ!!」

　言い切った鉄仮面へと指を突つき付ける。

「ならば問うわ！　あなたは本当にあなたの家を愛しているのかしら!?　使用人たちを、妻を、両親を愛しているかしら!?」

「当然だ!!」

「だったら！　あなたを支える使用人たちを愛しているのなら！　あなたの帰りを待つ妻を愛しているのなら！　次期当主としてあなたに期待するご両親を愛しているのなら！　あなたのこの行いは、そうした全ての人々に心配をかけてまで行う価値があることなのかしらッ!?」

「ッ!?　そ……それは……、それはぁ……！」

「きっとあなたも、本当はもう気付いているはず！　そんなことをしなくても、皆みなはあなたを愛している！　あなたは、その愛に応こたえなければならない！　あなたが支配して手に入れるんじゃないの！　あなた自身が、与あたえるのよ！　そう、愛を──!!」

「ぐおおっ!?　や、やめろっ……！　やめろおおおおおおお……！　ぐああああああああああああああああっ……!!」

　鉄仮面の悲鳴は、まるで断だん末まつ魔まであった。

　若奥様に拘こう束そくされたまま、ムラクモ・ブレードの電流にでも打たれたようにしばし苦しみ、のたうったかと思うと……やがてがくりと項うな垂だれる。

「い……今ですわ、ゼティ！　そのスコップで、この人が起きる前に仮面を叩たたき割っておしまいなさい！」

「ええっ！　い、いいんですか!?」

「早くなさい！　明あ日すから晩ご飯抜ぬきにしますわよ!?」

「はははははははい～ッ!!」




　シュカッ！




　目にも止まらぬ、全く見事な万能スコップの一ひと振ふり。

　仮面は割れ、ガランと重い音を立てて通路に転がった。




　　　　[image: ]




「っ……、う……？　ここは……。私は……いったい……？」

「あなたっ……！」

　若奥様が抱だき付いたのは、少々呆ぼう然ぜんとしていたが、無ぶ精しよう髭ひげの伸のびた、長めの金きん髪ぱつの、そこそこいい男。

　その顔で、シャルロッテはようやく思い出した。

「……気を失ってたんで細かいことはわからないんですけど」

　気付くと隣となりにマヒロがいた。縛しばられていた節々をさすったり、伸ばすようにしながら。

「あの鉄仮面の中身、宮きゆう殿でんの夜会でルナス様に紹しよう介かいしてもらったことがありますよ。ウィスラー家のご子息ですよね……？」

「そうなのよねぇ……」

　げんなりしながらシャルロッテは項垂れる。

　帝てい国こく議会内で皇こう帝ていに次ぐ絶大な発言力を持つ四大大公家の一つ、ウィスラー家の跡あと取とり息子むすこだ。

　ウィスラーはグランマーセナルがまだマジスティア王国だった頃ころのウィスラー王国に端たんを発はつする。要はこの帝国においては皇室の次に偉えらい家であり、今でこそ言わば公国であるが実際は王家そのもの、世が世ならこの男はシャルロッテとも対等な王太子殿でん下かなのだ。

　それなら趣しゆ味みで遺い跡せき探検に出たり、不ふ遇ぐうな男を取り立てるゆとりもあるだろうし、特級執事や腕うで利ききのメイドを連れていてもおかしくはないし、そんな自じ慢まんの旦だん那なが小こ遣づかい欲しさに庶しよ民みんの元でアルバイトなんてし始めたら……妃ひ殿でん下かとしては泣くしかあるまい。

　ちなみに下の妹、ルナスの母が分家ではあるがウィスラー王家筋の出身であり、つまりは親しん戚せきのようなもの。もし鉄仮面が関わった一連の件が表おもて沙ざ汰たになったら、かなりシリアスなことになってしまう。

　なってしまうが。

「……ま、いいわ。見なかったことにして帰りましょう」

「ちょ、ええっ!?　いいんですか!?　だって、明らかに謀む反ほん……！」

　言いかけたマヒロの口を人差し指で塞ふさぐ。

「私はね、そんなつまらないことを摘てき発はつするために新聞記者や、マジカルプリンセスをやってるわけじゃないのよ。そういうつまらないことを未然に防いで、三流ゴシップの笑い話や、ただの冗じよう談だんで済むようにしたいだけなのよ」

　そうやって見た先では、夫婦と使用人たちが、ほっとした様子で賑にぎやかに語り合っている。

　その様子も、それをなす彼ら一人一人もまた、シャルロッテの愛すべき全すべての中の一つ。

「だから、これでいいのよ」

「……まあ、今回も姉上のワガママで始めたことですから。姉上が満足したなら、それでいいですけどね」

　振ふり回されるばっかりでいい迷めい惑わくだという嫌いや味みたっぷりに、マヒロが口を曲げる。

「僕も電気ショックを受けて、吊つるされて、火ひ炙あぶりさながらのところを命からがら助かりましたけど姉上が始めたことですからね～」

「もう……何が不満なのよあんたは？」

「全っ部ですよ全部ッ!!　さも意味のわからない文句言い出したみたいな言い方やめてくださいよ!?」

　マヒロがわけのわからないことで喧けん々けん言い始めたところに、ウィスラー家の面々がやってきた。もう誰だれも、仮面で顔を隠かくしてはいない。

　元鉄仮面が深々と頭こうべを垂れる。

「……この度は。いや、この幾いく度どかは、君たちに大変なご迷惑をかけてしまったようで申し訳ない」

　シャルロッテはトンガリ帽ぼう子しを深々としながら横を向いた。

「あ～、いえいえ。どこのどなたか存じませんけれど、奥さんを大切にね。じゃあ私はこれで……」

「これは失礼をした、申し遅おくれたが私はテオ・シャリアロス・ウィスラーという者だ。君も記者ならば、四大大公家と呼ばれる家のことを……」

（……なんで言っちゃうかなー……もー……）

　両手で象の耳のように帽子のつばを引き下げたまま、シャルロッテは言った。

「まあ素敵なお名前で。ゴシップ専門なので政治や上流階級のことはよく知りません、では私はこれで……」

「大公家の出自に自うぬ惚ぼれた私は帝国臣民にあるまじき思想を持ち、そんな甘えを許容する心の弱さをそのマスクにつけ込まれてしまったのだ」

「そうですか、それは大変でしたね。では私はこれで……」

「ここを出たらそのまま出頭するつもりだが、願わくは君の手て柄がらとして突き出してはもらえないだろうか。マジカルプリンセスよ」

　泡あわを食ったのは家の者たちだ。

「そんな、あなたっ……!?」

「恐おそれながら若様、それでは栄光あるウィスラー家の歴史にも傷が残ることに……！」

「旦那様は、操られていただけですだよ！　何も悪くねえだ！」

「そうですよ鉄仮面様！……じゃ、もうなかった、ご主人様の人徳は私たち使用人が一番よく知ってます！」

　周りはやいのやいの言うのだが、テオはすでに心を決めたように静かに首を横に振る。

「いくら操られていたとは言え、その仮面を被かぶっていた間の記き憶おくが私にはあるのだ……そうやって慕したってくれるお前たちの気持ちをないがしろにし、裏切ってしまったことが、私には許せないのだよ」

　テオは真まっ直すぐにシャルロッテを見み詰つめた。その表情には躊躇ためらいも、後こう悔かいもない。それがさも当然であるかのように。

　両の手首を揃えて、シャルロッテの前へと突き出す。

「さあ、連れて行ってくれ。君はこの帝都の危機を救った英えい雄ゆうだ」

「え……ええ～……。でも、私……」

　そのとき、工場の材料搬はん入にゆう用ゲートがゴロゴロと左右に開き始めた。

「けーっ！　全く使えないヤツですね！　ここまでお膳ぜん立だてしてやったのに、誰もそんな綺き麗れいなオチは期待してないんですよ！　雨が降って地じ盤ばんが固まるようなら法のり面めん工事なんて必要ありません！　雨降って土ど砂しや崩くずれ！　これが自し然ぜんの摂せつ理りです！」

「……」

　ゲートから入ってきた、とある女の姿にシャルロッテは目を細めた。
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　和装にファー付きのコートにソフト帽ぼう、サングラスをかけた妙みようちきりんな姿だが、妙に聞き覚えのある声だ。

「あの……姉上、あれって……」

「ええ。なーんかどっかの劇場の座長っぽく見えるわね……」

　その女の後から後から、若奥様たちが着けていたのと同じようなマスクをした有象無象が雪崩なだれ込こんでくる。一見バラバラなようにも見えるが……同じような作業着の者が半分くらいいる。

　いち早く気付いたのは老執しつ事じだった。

「あれは、この工場の従業員の制服……！　ここの従業員たちでございます……！」

　それを聞いて若奥様が一いつ喝かつした。

「お前たち、どういうつもりですか！　あたくしたちはこの工場の権利者ですのよ！」

　和装の女が底意地悪そうに笑う。

「はいはい～、無む駄だです無駄です～！　この人たちは全員、そのパラサイトマスクで洗脳済みですからね～！　マスクだけだとやはり強い精神的ショックで正気に戻もどってしまうようですが……」

　女が着物の袖そでの下から、あの印いん籠ろうを取りだした。

「この中に入っている五月病Ｘを併へい用ようした無気力な精神状態では、仮面の脳波コントロールに抗あらがうことはもう不可能って寸法です！　ここの従業員プラス、先日の権力による不当なガサ入れで路頭に迷った将来の大スター百人！　計二百人！　もうあなたたちに逃にげ場はありません！」

　その操られた手下たちは、すでに階段からこの上層の通路へと上がってきている。

　テオが通路の手て摺すりから身を乗り出す。

「そうか、思い出したぞ……お前はあの仮面のあった遺跡にいた、怪あやしげな占うらない師し!!　さては、全てお前の罠わなだったのだな!?」

「今いま頃ごろ気付いたんですか！　そうですよ、テオさん！　帝国一の影えい響きよう力を持つ大公家、ウィスラー家を骨ほね抜ぬきにし、その一族が経営する工場で五月病系ドラッグとパラサイト系マスクを大量生産！　それを人気演劇のグッズやコラボ商品として大量に流通させることによって洗脳された帝国臣民はこの私を崇あがめ奉たてまつるようになり、やがてこの国は私のものとなるでしょう！」

　けたたましい笑い声が響ひびき渡わたる。

　手下たちは、すでにシャルロッテたちを取り囲み始めている。

「いかがいたしましょう、若様……！　このままでは！」

「言ってくれれば、オラとゼティでまとめてやっつけてやりますだ！」

「はいっ、可か及きゆう的てきソフトにやってみますが！」

　使用人たちへテオは頷うなずいた。

「……私が囮おとりとなって彼らを引き付ける。お前たちは、マジカルプリンセスと少年を連れて逃げるのだ」

　驚おどろいたのは若奥様。

「そんな、それではあなたが……！」

「全てはあの女が、我が家を利用するために始めたことだった……この二人は巻き込まれてしまっただけなのだ。何かあったとなれば、申し訳が立たない」

　テオは妻に言い聞かせてから、妙ちきりんな女へ向き直った。

「私一人いれば事足りるはずだ！　他ほかの者たちには手を出させないでもらいたい！」

「だめでーす！　盛り上がっているところを申し訳ありませんが、こういうのは徹てつ底ていが肝かん心じんなんですよ！　どこから私の正体がバレるかわかりませんから、秘密厳守のためにここで全員洗脳されてもらいます！」

「なんと卑ひ劣れつな……！」

　歯は嚙がみするテオ。

　無気力なままを仮面で強制的に歩かされる、まるで生ける屍しかばねのような人々はすぐそこまで来ている。使用人たちは、何かあれば一いつ触しよく即そく発はつの構えを見せている。

　シャルロッテはじりと後あと退ずさりながら、何か方法はないかと辺りを探す。

「ったく、一対一なら説得する余よ裕ゆうもあったんだけど……！」

　こうも数が多くては一々声などかけていられない。かといって操られているだけの罪もない人々に、無む闇やみと手を上げるわけにもいかない。

「あんたも、何か方法はないの!?」

　シャルロッテはマヒロに問う。

「いつもの口八丁とかペテンとか！」

「……たぶん、あります。確実かはわかりませんけど……いいですか？」

「いいわよ、とりあえず任せるから！」

　マヒロがシャルロッテのポーチから何かをくすねた。と同時に、シャルロッテの帽子も取り去った。

「ちょ、あんたっ……」

　マヒロは月下に獅し子しの皇室紋もんを高々と掲かかげ、声高らかに叫さけぶ。




「控ひかえ控えーい、控えおろう！　この月下に獅子の紋章が目に入らぬか!!」

　マヒロがシャルロッテから奪うばったのは、いつも携けい帯たいしているコンパクトミラーだった。

　鏡自体がミスリル純銀を磨みがき上げた魔ま法ほうすら反射するようなものだが、そうしてマヒロが周囲に見せつけるケース自体もまた、ドラゴンの牙きばを削けずり出した上から、皇室紋を螺ら鈿でんと象眼で施ほどこした国宝級の品であった。

「こちらにおわすお方をどなたと心得る!!　畏おそれ多くもグランマーセナル帝てい国こく軍令本部長、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア第一皇女殿でん下かにあらせられるぞっ!!　一同頭が!!　頭が高ーい!!　控えおろぉおおおうッ──!!」




　しばし静せい寂じやく。




　後。

「しゃ……シャルロッテ様だぁああああ!!」

「シャルロッテ様だぁあああああああああああ──!!」

「きゃーっ、シャルロッテ様よぉおおおおおおおおおおおおおお──!!」

「シャルロッテ様だわぁああああああああああああああ──!!」

「シャルロッテ様ぁあああああああああああああああ──!!」




　と全身全ぜん霊れいで叫びながら、失礼のないよう全員が仮面のコントロールなど初めからなかったかのように仮面を脱ぬぎ捨て、その場にひれ伏ふした。

「……あのね、違ちがうのマヒロ。私がそれをやりたかったの」

「いや。今は他に言うことがあるでしょう」

　そう。

「……つまり洗脳というのなら、それ以前にこの国の国民全員が姉上に洗脳されているようなものなんです。さあびしっと」

「せめて慕われてるって言いなさいよあんた」

　シャルロッテは小声で言う。

「ええと……」

　お沙さ汰たを申し渡そうとした肝心の葉多恵は、シャルロッテが指差そうとしたときにはどこかへ逃げ出していた。

　視線を移せばテオ以下、ウィスラー家の面々も全員ひれ伏している。

「ひいい、すまなかっただ、全然知らなかっただよ！」

「手を上げた私めに御おん自ら治ち療りようまでしていただいたお優しさは末代まで語り継つがせていただきます！」

「主人の至らなかった点は妻のあたくしめにも責任がございます、何なに卒とぞ寛かん大だいなお沙汰をお願い致いたします！」

　ゼティだけがひょこっと頭を上げた。

「あの、でもこの人、ご主人様を自動車で撥はねたり銃じゆうで撃うったり傭よう兵へいの女の子と口くち汚ぎたなく罵ののし」

　ごっ！　と、テオがゼティの頭を殴なぐるように押さえ付けた。

「家の者たちは皆みな、私に言われて行ったことなのです！　仮面に操られていたなどという言い訳も致しません！　どうか、この者たちの命ばかりはお助けください！　責は、この私一人にお願い致します!!」

　こうなってしまっては、シャルロッテの方も誤ご魔ま化かしようがなく、観念して諦あきらめた。

「……わかりました。それではテオ殿下」

「は……ははっ！」

「あなたの鉄仮面としての暗あん躍やくは、時に危険なものでした。現在のウィスラー家の立場に思うところがあったというのも事実なのでしょう。ですがあなたの人ひと柄がらが博愛的で、多くの人々に慕したわれる実直なものであることは、この使用人たちの様子を見れば明らかです。よって……」

　一息。

「今度は、いかがわしい劇団に騙だまされ、路頭に迷った百人に働き口を探してあげてください。そして二度とあなたを愛する妻や、あなたを慕う使用人たちに心配をかけないよう、きつく申し渡します」

「……そ……、それだけ、ですか？　恐おそれながら私は、この帝国に対して……！」

「まだ、あなたは何もしていません。悪事を働こうとした悪あしき心は悪い仮面と一いつ緒しよに、……マジカルプリンセスが成敗してくれたのです」

「はっ……ははぁーっ!!」

　見み渡わたせばそうしたテオの他も、まだ全員ひれ伏している。全員こちらに面を上げていない。

　シャルロッテはマヒロから帽ぼう子しを取り返し、被かぶり直すと、新聞記者の姿に戻った。

「この場にて私の声が届くみなさんにもお伝えします。本日このとき、この場においては何も起きませんでした。今日も帝都は平へい穏おん無事であり、みなさんが平和に、幸せに過ごしてくださることを私はとても嬉うれしく思います。では、これにて一件落着」

　ぽん、とシャルロッテが手を打つと、顔を上げた多くの人々は催さい眠みん術が解けたかのように、シャルロッテの姿を見失っていた。

「……僕はやっぱり姉上が一番怖こわいです……」

「じゃあもうちょっと敬意を払はらいなさいよ」

「そうなると僕もああいう中の一人になるのかと思って余計怖いんですが……」
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　翌週の新聞。

　ブラック企き画かくＩｎｃ．でのできごとは、ものの見事にどこの新聞にも出ていなかった。某ぼう劇団のずさんな経営の犠ぎ牲せい者しやとも呼ぶべき百人ほどの再雇こ用よう先について、ウィスラー家が手厚く面めん倒どうを見ているということが社会欄らんに取り上げられている。

「で……」

　マヒロが視線を移すと、売れっ子小説家よろしくペンを片手に原げん稿こう用紙と格かく闘とうする葉多恵が、缶かん詰づめならぬ檻おりの中に詰つめられていた。

「……あれはどういう罰ばつなんです？」

「とりあえず経営一切から手を引かせて、企画と脚きやく本ほんに専念させることにしたのよ。またおかしなことをやらないように、監かん視し付きでね」

「でっ、できました……！」

　監かん獄ごくの隙すき間まから葉多恵が差し出した原稿用紙を、フォルゴーレが受け取ってシャルロッテのところに持ってくる。

　シャルロッテはさすが書類慣れしているだけあって、手書きの文字など飛ぶように読み進める。そして、ばっと宙に投げた。

「だめ、まだ営利志向が強すぎるわね」

「そんなっ!?」

　ああ、と書いたばかりの原稿用紙に手を伸のばすが、手が届かない葉多恵。

　コーネリアが拾い集めて、めくりめくり。それをマヒロも覗のぞき込む。

「えーと……はぁ。タクローを監修に呼んで、美少女戦隊ものですか。いいんじゃないですか？　帝都では目新しいと思いますし、小さい子は喜びますよきっと」

「ですけどマヒロ様……ヒロインたちを十二歳以下の現役の初等学園生に限るというのは」

　葉多恵が力説した。

「メインターゲットとする幼い子供たちが自己投とう影えいしやすいように同年代のキャスティングを配するんです！　そこを妥だ協きようしないことでこそ保護者になれない大きなお友達が連日応おう援えんに駆かけ付けて……！」

　ターゲットとか言っちゃう時点で、つまりは商業主義的でダメなんだろうなーとマヒロは思った。

「マヒロ様、大きなお友達ってなんですの？」

「コーネリア様はご存じなくても生しよう涯がい不自由ありません」

　葉多恵が叫んだ。

「この国には表現の自由がないんですかっ!?」

「ねーわよ」

「おう……」

　シャルロッテに一刀に切り捨てられた葉多恵が、すごすごと新しい企画の創案に戻もどる。

「……で、姉上はこれでよかったんですか？」

　マヒロからすれば、当初からアイスだのイチゴだの下らないことばかりであったが、蓋ふたを開けてみれば……確かに未然に防いでしまえば、鉄仮面にしても。その鉄仮面を生み出した元げん凶きようの葉多恵にしても、さほど大したことではなく。

　シャルロッテはまんざらでもなさそうに、淹いれ立ての紅茶の香かおりを一いつ杯ぱいに吸い込む。

「これでいいから、こうしてるんじゃないの」

　空は晴れ、平穏な帝都には事件もなく、人々はそれを退たい屈くつと揶や揄ゆしながらも、時には忙いそがしく、時にはのんびりと過ごしている。

　これを見守っていくために……また暇ひまになれば、お出かけもするだろう。必要ならば、マジカルプリンセスもまた現れるだろう。

「だって私は、これを守りたいんだから」

　シャルロッテは紅茶を一口して、微笑ほほえんだ。

























　天界、というのは人の子の呼び習わしたイメージから拝借したその場所の名前である。

　起源はほとんど無く、終しゆう焉えんは誰だれも知らない。




　　　　①




　晴れ渡わたる青空、無限にも続くような緑の草原。蒼あおと翠みどりのコントラストに忽こつ然ぜんと置かれた白はく亜あの中には住居があり、街を成す。パルテノンの様式を模した外観を持つそれは神しん殿でんと呼ばれ、天使とは概おおむねそこに暮らす者、あるいはその組織の名を指した。

　大半は白いローブを身にまとい、背には二枚の翼つばさ、頭上に光輪を掲かかげる。

　そんな往来の中に、翼はなく、輪も頂かず、濃こいグリーンのセーラー服を着た真しん紅くの髪かみの少女が一人。

「……♪」

　その日、マリアクレセルは機き嫌げんが良かった。

　長く在り過ぎて表情の作り方を忘れたが、感情の起き伏ふくまで失ったわけではない。

　見守る地上は安定していた。十年前の魔ま界かいの侵しん攻こうはある天使と彼女が選んだエンジェルナイトの活かつ躍やくによって阻そ止しされ、古くチカラのある人外たちは初代聖魔王の人望によって表舞ぶ台たいから身を引き、あの気弱で生き真面まじ目めな青年であれば……いかな艱かん難なん辛しん苦くあろうとも、億分の一のジャックポットなど起こさせるはずもないと信じられた。

　マリアクレセルがカフェに入ると、先客が二人いた。

「あら珍めずらしい！」

　クセのないブロンドのショートヘアで、誰もが見み惚とれるような虹にじ色いろの翼、満面の笑みで元気に立ち上がった女は愛を司つかさどる聖四天、ガヴリエル。

「誰かと思えば。確かに珍しいわね」

　コーヒーカップを手に振ふり返ったロングヘアの女は純白四枚の翼、理を司る聖四天ショーペンハウアー。

「このカフェにはときどき訪れていますが」

　言って、存在を司る真紅の髪の聖四天マリアクレセルは先客と同じテーブルに掛かけた。

　唯ゆい一いつ神直系使徒。それが聖四天と呼ばれる大天使だった。地上という世界の、ほぼ全すべてを管理している。決して全てではないが、世界を世界たらしめる根幹たるほぼ全てだ。

　カップをソーサーに置いたショーペンハウアーが言った。

「そうじゃなくて、聖四天が全員揃そろったことよ」

　頷うなずき、ガヴリエルは寂さみしげに笑う。

「今は三人しかいないけどね」

「……」

　マリアクレセルは言われて気付く。

　ガヴリエルはまず天界を出ることが無く、ショーペンハウアーは地上にいることが多く、マリアクレセルはどちらにもいないことがよくあった。

　マリーチはどうだっただろうか。

　かつて運命を司った聖四天の座は、永らく空白となっていた。

　マリアクレセルが存在を作り、存在にはショーペンハウアーの司る理が働き、それが生命であるならばガヴリエルの慈じ愛あいの元に置かれる。それが現在の世界の根幹だ。

　そしてそれらの存在を未来へと紡つむぐ導き手が、今は欠けている。

　ミウルスという名の候補はいるにせよ。

「……それを言うなら、あなたたち二人が同どう伴はんしている方が珍しいのではありませんか」

　マリアクレセルの言葉に、ガヴリエルとショーペンハウアーが顔を見合わせる。

「「だって……」」

　二人、声を揃えてお互たがいを指差して何かを訴うつたえようとする。その時点で、お互いに承服できない経けい緯いがあったのだろうことは察しがついた。

「この私にそういう趣しゆ味みはない！」

「愛は無む償しようなんだってば！」

　それぞれが司るものを表すように感情的なガヴリエルと、理性的なショーペンハウアー。本質的に水と油なのだ。

「この節操なし！」

「このヒステリー！」

　今はショーペンハウアーもキレているのでそうでもないが。

「「あったま来た！」」

　ガヴリエルの周囲にはめらめらと炎ほのおがゆらめき、ショーペンハウアーの周囲にはばちばちと電光が散り始める。

　その時点で屋根は既すでに吹ふき飛び、カフェはただのカフェテラスとなっていた。

「愛の炎よ地じ獄ごくを焦こがす業火になれ！」

「稲いな妻ずまたるもの我が元へ集え！」




　ごごごごごごごごごごごごごごごごごごご……！




「「天てん罰ばつてきめん！　必殺……!!」」

「裏二連延えん髄ずい斬ぎり」

　マリアクレセルの空中二連撃を受けてガヴリエルとショーペンハウアーは磁石が反発するように吹っ飛んだ。延髄の裏、要は喉のどの方から蹴けったわけである。

「自分勝手な私し闘とうで何が天罰ですか」

「「死ぬ!!」」

「聖四天が蹴られたくらいで死なないでください」

　マリアクレセルは別なテーブルを持ってきて、元の椅い子すに座る。なかなか来ないウェイトレス天使はカウンターの奥にしゃがみ込み、トレイを頭に被かぶった防ぼう御ぎよ姿勢で震ふるえていた。

「一いつ瞬しゆんにしてリフォームされたこの青空カフェは、そもそも営業しているのかという話ですが」

　神殿の中ではあるが、天てん井じようは遥はるかに高い。

　ショーペンハウアーはそんなこと言う割に、別の椅子を持ってきて掛け直す。同じようにしたガヴリエルも肩かたを落とした。

「私のシフォンケーキ、食べかけだったのに……」

「はいはい私のキリマンジャロも飲みかけでしたよ。というわけで、次はブルーマウンテンで」

　隠かくれていたウェイトレスが及および腰ごしでやってきて、カクカクと頷きながら伝票に書き留める。

「あ、それじゃ私ばうむくぅ～へ～ん！　マリアクレセルは？」

「プリンアイス」

　ウェイトレスがキッチンに注文を伝えに行った。

「さ～て……せっかく三人揃ったんだし、たまには閣かく僚りよう会議みたいなことでもする？」

　ガヴリエルの軽い提案に、ショーペンハウアーが相あい槌づちを打った。

「それもそうね。いい機会だし……マリアクレセル、何か議題は？」

「ありません」

「「……。」」

　必要があれば呼ぶ。

　その必要が何もないから、珍しいなんて言葉が出るほどに三人バラバラに行動しているのだ。偶ぐう然ぜん集まったからといって、その必要が降って湧わくはずもない。

　脱だつ力りよくした表情のショーペンハウアーがテーブルを指で叩たたいた。

「何かあるでしょう。何か。こう……何か。言っちゃなんだけど、人間の世界を管理する超ちようスゴイ三人が揃ってるのよ？」

「管理はできています。そして現状を調整する必要はありません」

　そんなマリアクレセルを見て、ガヴリエルが苦笑する。

「じゃあ逆に……その必要が必要になるときって、どんなとき？」

　マリアクレセルは言った。

「人間が自らの声で天界を求めたとき」

　ショーペンハウアーが小さく首を振る。

「指導原理が科学へ移った以上、もうそれはないでしょうね」

　マリアクレセルは続けて言った。

「完全な外的世界からの干かん渉しようが認められたとき」

　ガヴリエルが少しばかり過去を振り返り微笑ほほえむ。

「千年紀が終わったばかりだから、それもしばらくないよね」

「それから……」

　マリアクレセルが三つめを言おうとしたところで、ウェイトレスが戻もどってきた。

「あの……プリンアイスはないそうです……」

「そんな馬ば鹿かな話がありますか」

　マリアクレセルは静かな声でテーブルを叩き割り、椅子を蹴って立ち上がった。
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　彼女が怒おこった……正確には表情に出ないので、怒った素そ振ぶりを……初めて目まの当たりにしたウェイトレスは、テーブルが砕くだけた衝しよう撃げきと共にひっくり返っていた。

「先日地上へ降りた際に『箱』で買ってきてこの店に保管を命じたのです。二十四個入り、食べに来たのは今日が二回目。無くなる道理がどこにあるのです」

「あら……じゃあひょっとして、私たちがさっき吹き飛ばしちゃったとか……？」

　他人ひと事ごとのように頰ほおに指を当てるガヴリエルだったが、マリアクレセルは冷静に否定し、ウェイトレスに言った。

「先ほどあなたは『プリンアイス〝は〟ない』と言いましたね。ブルーマウンテンとバウムクーヘンは」

「は、はいっ……それはいま……用意しているところですがっ……」

「ならば常温保存のブルーマウンテンとバウムクーヘンが被ひ害がいを免まぬがれ、冷れい凍とう保管のプリンアイスが消し飛ぶ理由とはなんですか」

　ショーペンハウアーが呆あきれ気味に答えた。

「そんなに食べたければ〝存在〟させればいいじゃないの」

「食品とは他人が苦労して作ったものを労せずして食べるから最高においしいのです」

「「……。」」

「違ちがいますか」

　真顔のマリアクレセルに、困ったようにガヴリエルが頰を搔かく。

「んん、まあ、人によってはそういうのも一理あると思うけど……、それが全てってわけでもないんじゃないかなぁ……。ほら、料理は愛情って言うじゃない？」

「工場で作られたアイスに愛などありません。私が存在させたのではなおさら関係ありません」

　待って、とショーペンハウアーが片手を挙げる。

「だったら工場生産のアイスだって、別に苦労して作ったというわけでもないんじゃない？」

「工場を造る苦労はないと。工場建設用地確保や造成の苦労はないと。原材料仕入れの確保は。そのルート選定は。商品化に際しての味の調整は。フレーバーは。製造機械は。それを据すえる生産ラインの設計は。出荷するトラック一台にしても百年を超こえる自動車技術の」

「はいはいはいはいはい、ごめんなさい、私が悪かった」

　ショーペンハウアーはうんざりとしたように非を認め、マリアクレセルの顔を押しやった。やや溜りゆう飲いんが下がったようにマリアクレセルは腕うでを組む。

「時折そういうことも考えずに加工食品をぞんざいに考え自然食品を礼賛する人間がいますが、私からすれば工場で作ろうと台所で作ろうと同じように人の手によって生み出された有り難いものだという話です。話を戻します」

　マリアクレセルは落ち着いた様子で、カウンターの向こうの半はん壊かいした厨ちゆう房ぼうを見やる。

「問題は、プリンアイスが……言うなれば物が消えたということです。当たり前ですがプリンアイスは気き紛まぐれに冷凍庫を抜ぬけ出し、出歩いたりはしません」

「あ、でも想像したらちょっと可愛かわいいかも」

　気楽なことを言うガヴリエルをよそに、ショーペンハウアーは冷静に呟つぶやく。

「つまり……誰だれかが持ち去ったと言いたいわけ？」

　マリアクレセルは頷いた。

「もっと強い表現をするのであれば、誰かが盗ぬすんだのです」

　おお……？

　思いも寄らぬ言葉に、ガヴリエルもショーペンハウアーも驚おどろきに息を吞のんだ。

　地上であれば、冷蔵庫から何かがなくなったなら家族の誰かの仕業と決めつけるものだが、ここは天界。基本的に天使しかいない聖なる場所。『天使』は『天界』と同じように、基本的にはその言葉通りのイメージに倣ならった品行方正な者ばかりだ。

　悪さをする者などいるはずがない、という天界における常識的概がい念ねんが、マリアクレセルの言葉によって覆くつがえされた瞬しゆん間かんであった。

「じゃあ……一体誰が？」

　と、話は当然なり、ガヴリエルは続けた。

「この神しん殿でんにはほぼ天使しかいないよね？　それは天使だって絶対ではないから、ついうっかりとか、つい出来心で、とかはあるにしても」

　ショーペンハウアーは相槌を打つ。

「そうね。ヒラの天使同士でふざけて、あるいは上級天使が下級天使や従属使徒に天罰しつけと称しようしてならまだ現実的だけど……最さい高こう峰ほうである聖四天の物に手を付けたとなると、事情によっては少し深刻かもしれないわね」

　ガヴリエルが小首を傾かしげた。

「マリアクレセルの物とは知らなかったんじゃない？」

「油性ペンで箱に私の名前を書いておきました」

　自信たっぷりに毅き然ぜんと言い放つマリアクレセルへ、げんなりとした顔でショーペンハウアーは言った。

「そんな大事なものならお店に預けたりせず、自分の部屋に置いときなさい」

「私の部屋の冷蔵庫には『箱』は大きすぎて入りませんでした」

「はいはいはいはい……」

　買うときに考えなかったのかとか、大型冷凍庫を存在させたらどうなのかとか、突つっ込こんだ話を聞くのも疲つかれたようにショーペンハウアーは溜ため息いきをつく。

　ガヴリエルが人差し指を立てた。

「でも逆に考えれば……犯人は、マリアクレセルの物とわかって盗んだっていうことになるよね？」

「マリアクレセルに恨うらみを持つ者の犯行……？」

　独りごちるようなショーペンハウアーだが、マリアクレセル自身には少し思い当たらなかった。だが恨みというのは得てしてそういうものかもしれない。それとも怨えん恨こんではなく、何かの教訓を与あたえようとでもいうのか。

　ことほど左様に理由は誰にもわからないが、コトは起きてしまったのだ。これ以上は考えていてもやむを得ないと席を立ったマリアクレセルに、ガヴリエルが声を掛かけた。

「ちょっと、どこ行くの？」

「現場の調査です」

　ガヴリエルとショーペンハウアーは顔を見合わせ、お互たがいに軽く肩をすくめてからマリアクレセルの後に続く。

　青空キッチンのエプロン天使たちが畏かしこまる中、巨きよ大だいな業務用冷凍庫の前までやってきた。

「……」

　扉とびらを開けるまでもなく、マリアクレセルは床ゆかに膝ひざを突き、目に付いたそれを摘つまんで持ち上げる。

「何それ？」

「髪かみの毛？」

　一本の長い髪の毛を手に、エプロン天使たちを振ふり返る。衛生管理の不備を言われると思った天使たちは一いつ斉せいに頭を下げたが、マリアクレセルが気になった違い和わ感かんはそういうことではなかった。

　店の従業員は黒髪、金きん髪ぱつ、栗くり毛げ……様々いたが、マリアクレセルが摘んだのと同じ髪の色をした天使はウェイトレスも含ふくめ、ここにはいなかったのだ。

「それが犯人の証しよう拠こ？」

　ショーペンハウアーへ、マリアクレセルは頷うなずいた。

「まず間ま違ちがいなく」

　日にすかすと、青空に溶とけ込んでしまいそうなこの〝青い髪〟。

　そう。彼女であれば恨みもあるだろうし、この天界に出入りもできる。十中八九、犯人はわかったようなものだったが……となると、また新たな疑問が生じる。




　彼女の髪は、こんなに長かっただろうか……？




　鎧よろいを着た一人の天使が足ではなく、翼つばさを使って、文字通り飛び込んで来たのはそんな折だった。

「大変です聖四天の皆みな様さま！　神殿の外に……！」




　　　　◆




　日々穏おだやかな天界ではまず有り得ない、その穏やかではない様子にマリアクレセルたちは揃そろって神殿の外に出た。

　するとそこに。

「なんと……」

「まあ……」

　ショーペンハウアーとガヴリエルがそれぞれ呆ほうける。

　神殿のすぐ目と鼻の先。誰かへの当てつけのようにどこかの高校の黒いブレザー姿をした少女が、ビーチパラソルの下、リゾートにでも来たようにデッキチェアに掛け、脚あしを組み、プリンアイスを食べながらくつろいでいるではないか。

「ヤアヤア、誰かと思えば遅おそかったじゃないか。あんまり遅いものだから、プリンアイスを三つも食べ終わってしまったよ」

　マリアクレセルが、

「……誰ですか」

　と問いかけると、青い髪の少女はさほど悲しんだ様子もなく、

「やれやれ。悲しいことを言ってくれるな、マリアクレセル。だがこの姿ではわからないのも無理はない……か」

　と食べ終えたアイスの容器をポイ捨てし、立ち上がった。そして腰こしに手を当てた姿勢で、鮮あざやかな青いロングヘアを風になびかせ、さも凶きよう悪あくに笑って見せる。

「私の名前はリップルラップル……お前のお姉さんだよ」




　　　　③




「え……でもリップルラップルって確か……もっとこう……常つね日ひ頃ごろちっちゃかったよね？　このくらい……」

　ぽかんとしたまま自分のへそのあたりに手の平を横切らせるガヴリエルへ、青い髪の少女は言った。

「相変わらずおっぱいでかいなガヴリエル」

「いやん、希少な合法ロリのクセに何を言ってるのリップルラップル」

「あんたも何言ってんのよ」

　低い声で呟くショーペンハウアーに、ガヴリエルは眉まゆをＶ字にした強い笑顔で告げる。

「愛があれば法」

　ガヴリエルはショーペンハウアーに錫しやく杖じようでぶん殴なぐられた。

「ショーペンハウアーも相変わらず真面まじ目めそうだな。まあいい、そう、私はもともと小さい。そこの無感情な妹がいつまで経たっても十六歳のままのように、私はいつまで経っても五歳の小こ娘むすめのままだった……。……今までは、な」

　それが軽く一回りは大きく、十七歳ほどの姿になった姉に向かって、マリアクレセルは問いかける。見み違ちがえるようだが、確かに目鼻立ちに面おも影かげはあり、何より感じる魔ま力りよくの匂においがそのものなのだ。

「……では今のあなたは」

「この先なるであろう私さ。いや、本来すでになっているべき私と言うべきか？　私たち姉妹が管理者として造られるにあたって取り除かれた〝魂たましい〟、封ふう印いんされた〝本質〟としての、これがあるべき姿なのさ……！」

　ガヴリエルが首を傾げた。

「んん……つまり？」

「ドクターの薬でこうなった」

「ああ」

　何の根こん拠きよも確証もなかったが、妙みように納得した様子でショーペンハウアーが頷く。

　リップルラップルは続けて言った。

「今のところ効果を発揮できるのは、本質として存在できる高次元空間のこの天界だけのようだがね。ふん、まさかこの私が本当にスライム一いつ匹ぴきのためにわざわざ天界に忍しのび込むとでも思ったか？」

　チッチッチ、と舌を鳴らし、リップルラップルは指を振る。

「ソニックは、つ・い・で。あのときの本当の目的は、その薬の実地試験だったというわけさ……向こうに帰って元の姿に戻もどった途と端たん、腕うでの長さが足りなくなって逃にがしてしまったのは誤算だったが」

「経けい緯いはわかりました。本当にスライム一匹のために潜もぐり込んだものと思っていたことも認めます。腕の長さが足りなくなるなどというお間ま抜ぬけなところも、お馬ば鹿かな姉さんそのものですね」

「ぐっ……こいつッ……」

　歯を軋きしるリップルラップルへ向け、マリアクレセルは無表情に問う。

「単刀直入に聞きます。今日ここへ来た目的は何ですか」

「目的？　目的か。ここに城を建てるのさ」

　リップルラップルが、プリンアイスの箱を足あし蹴げにして言った。

「お前ばっかり地上に降りてきては、地上の面白いものを見聞して帰っていく。自分はこうしてアイスを買って帰るクセに、私にはスライム一匹持ち出すことも認めない。私は見た目ガキだから家を買うこともできず慎つつましく貴たか瀬せの家に間借りしているというのに、その妹はこんな立派な神しん殿でんでまるで王様気取りときた。これは姉妹として不公平じゃないか。だからここに私の城を造ることにしたのさ。まあ見ていろ、日照権が問題になる程度にはデカく立派に造ってやるさ」

「……管理者レベルが相そう互ごの世界に影えい響きようを及およぼすことは、条約に違い反はんします。明らかな侵しん犯ぱん行こう為いです」

　リップルラップルがパチンと指を鳴らすと、マリアクレセルの目の前に一冊の小冊子が降り落ちる。

「その最新版をよく見ろ。取り決めは天界による地上の管理、並びに円えん卓たくによる地上の管理に関するものだけだ。天界は例外を除いて地上に干かん渉しようしない……それは事実だが、地上の者が天界に入ってはいけないなんて項こう目もくが入っていたことは過去一度もない。そもそも現在の地上における厳密な意味での管理者は人間であって、円卓もただの安全装置に過ぎない。つまりこの私は、完全に合法なグレーゾーンというわけさ」
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　天を仰あおぎ勝ち誇ほこったようにカラカラと笑うリップルラップルへ、ガヴリエルは言った。

「それってつまり引っかかってるよね？」

　ショーペンハウアーも言った。

「条約以前にアイス盗ぬすんだ時点で黒でしょ」

　リップルラップルはニタニタと笑いながら首を横に傾かたむける。

「そんな庶しよ民みんレベルの細かい話、真の姿を取り戻した今の気分の前では気にならないね」

　そして彼女は両手を広げながらその場でくるりと一回転して、プリーツスカートを遠心力で広げてみせた。

「ああ、全く最高の気分だ。このすらりと伸のびた手脚。一七二・三センチのモデルのような絶ぜつ妙みような長身。それでいてイヤミなほど美しくはなく、嘗なめられるほど可愛かわい過ぎもしない可か憐れんな美び貌ぼう。まだ詳くわしく測っていないがおっぱいも意外とある！　このふくよかさと来たら、魔殺商会の潜せん在ざい的覆ふく面めんロリ共が地を搔かきむしり落らく涙るいする姿が目に浮うかぶようじゃないか……くぁっはっはっはっは！」

　己の乳ち房ぶさを持ち上げながら、まるでこの世の全すべてを手にしたようなリップルラップルへ、マリアクレセルは冷たく言った。

「もういろいろ迷めい惑わくなので帰ってください」

「イ、ヤ、だ、ね。そうだ、どうせなら城なんてケチなことを言わず、ここに私の国を造っちゃおっかな」

「……姉さん」

　薬の副作用なのか、それとも彼女の言う通り、この捻ねじ曲がった精神性こそが彼女の本質そのものなのか……だとしても、なぜ急にこれほど横暴な事を言い出したのだろう。

　マリアクレセルにはわからない。

「お城が嫌いやなら、その神殿を私に明け渡わたしてくれるか？　そろそろ管理者としてのお互たがいの役目を交代してやろうかい、妹よ」

「馬鹿も休み休みにしてください。いい加減にしないと、怒おこりますよ」

「はっ、面白い！　怒るだと？　怒ってどうする。今までの私と同じと思ったら大間ま違ちがいだ！」

　リップルラップルがその手に召しよう喚かんした金属バットが、びゅんと空気を切り裂さく。

　そして先手必勝とばかりに、一直線にマリアクレセルへと躍おどりかかった。

「貴様にこのミズノを見切れるか!?　ヘッドスピードは小さい時の実に五倍！　適正身長を得た今の私は、ランディ・ジョンソンをも凌りよう駕がするッ──!!」

「プロは金属バット禁止です」




　ぼぐッ!!




　マリアクレセルのフルスイングした木製バットが鈍にぶい音を立て、リップルラップルをクリーンヒットした。

　強制的な側転バク転を繰くり返し、百メートルほども転がっただろうか。

　と……。

「し、しまった……!?」

　声。

　そしてリップルラップルを包み込む眩まばゆい光。

　見慣れた、小さな姿になった彼女が、マリアクレセルの方へてくてく歩いて戻ってきた。

「……まだ、効力が不安定なようなの。強い衝しよう撃げきによって、組成が分解してしまったと考えられるの」

　今や高こう慢まんな笑顔も高飛車な声もなく。こくこく、頷うなずいて。

「でも、これはまだまだ、試験段階なの。これで勝ったと、思わないことなの。そもそも、プロが木製バットを使用するのはあくまでもゲームを面白くするための自主規制的なルールであって、ボールを打つという本来持つべき機能的な進化の面においてその頂点にあるのは、やはり金属バッ」

「いいから帰ってください」

　歩み寄ったマリアクレセルが今度は真上からリップルラップルの脳天めがけて振ふり下ろすと、その小さな身体からだは天界の地面を下にすっぽ抜ぬけ、消えてなくなった。

「……あ。終わり？」

　拍ひよう子し抜けしたようなショーペンハウアーの横、ガヴリエルは苦笑しながら肩かたをすくめる。

「とりあえず終わりみたいね」

「何しに来たのよ……。少しは面白くなりそうだと思ったのに」

「だからじゃないかな、多分」

「？」

　首を傾かしげるショーペンハウアーへ、ガヴリエルは続けた。

「永い間続いてきた魔人と人間の争いは、聖魔王の出現によって解決したじゃない？　アウターたちも同じように、聖魔王という存在に対する理解を示した。そして……次の千年紀に、魔界が侵しん攻こうしてくる確証はない。これから先、永く、永く、永く……続いていく、平和の始まり。それが今」

「……平和は悪いことだと？」

「さあ、どうなのかな。でも、少なくとも。二人が辿たどってきた管理者としての悲しみも苦しみも、共有できるのはあの二人だけ。まあ、リップルラップル自身が、そうした地上の諸問題がなくなってしまって退たい屈くつしている、というのもあるんだろうけど」

　そう言ったガヴリエルは、残されたアイスの箱へ歩み寄るマリアクレセルの背に、優しい瞳ひとみを向けていた。

「そんなお姉さんがいなかったら……きっとあの子はこんなにも平へい穏おんな天界で、怒ることさえやめてしまう」

　察したようにショーペンハウアーは呟つぶやく。

「……そう。だからリップルラップルはさっき、お互いの立場を交代なんて……」

　天界はアイスが消えた程度で事件になる安息の楽園。他方、地上は人間同士でさえ争いの絶えない……良くも、悪くも、退屈のない世界。少なくとも、ここに比べれば。

「でも、無表情なのはそういう風に作られたから……って言ってなかったかしら？」

「本人曰いわく、でしょ。それに顔に出ないだけで、感情の有無はまた別の話」

「なるほど。それもそうよね」

　箱を抱かかえたマリアクレセルが、椅い子すとパラソルを蹴け倒たおしてから戻もどってきた。

「……どうかしましたか」

「べっつにっ」

「ええ、何も」

　ガヴリエルは温かな笑顔でマリアクレセルの赤い髪かみを撫なで、ショーペンハウアーは涼すずしげな笑顔で踵きびすを返す。

　そして無表情なマリアクレセルを加え、三人の聖四天は神殿の中へ戻っていった。







　天界、というのは人の子の呼び習わしたイメージから拝借したその場所の名前であり、ごく希まれに天使以外が訪れる場所でもある。

　起源はほとんど無く、終しゆう焉えんは誰だれも知らない。







　あとがき







　この本は、インターネットサイト発の私つえー系ノベルです。




　担当Ｉ「私つえーっていいづらいです。（笑）」




　私もそう思います。

　強い主人公というのは見ている方も気持ちがいいものですが、書いている方もゴリ押もといガリガリ勢いよく書けるので存外に楽しかったりします。ことさら今回のようなギャグ一いつ辺ぺん倒とうですともう何でもありですので最高ですね。とても好きな作品です。

　発表のきっかけ自体は震しん災さいで大変だったり沈しずんだ気持ちになっている方に、ちょっとでも明るい気持ちになっていただければ……というものでしたが、今回、「ミスマルカ」本編の第二部完結に合わせて編集部側のご厚意で本にしていただきました。いえーい。

「天界クロニクル」の方はスニーカー文庫の二十五周年記念小冊子、『ザ・スニーカーｐｒｅｍｉｕｍ』に掲けい載さいしていただいたものです。拙せつ著ちよに毎回登場する「天界」や「天使」とはいかなるものなのか……というのを、やはり一番謎なぞのキャラクター「マリアクレセル」の視点から、ちょこっと紹しよう介かいしています。天界という設定自体は高校生の頃ころ、部誌に寄せたショートショートが初めてなので、もう長いものです。

　……という、初の個人短編集みたいな本であることに気付いて幸せな気分。




　そういう違ちがう軸じくのお話が一冊にまとめられたことは、浅あさ川かわ圭けい司じさんが一いつ貫かんしてイラストを引き受けてくださったことが大きいです。コミック版『ミスマルカ』終しゆう了りよう後ごもこうして長くお付き合いいただけることを本当に嬉うれしく思います！　ありがとうございます！

　また私の思い付きを快く引き受け、公式サイトでの掲載や書しよ籍せき化に尽じん力りよくしてくださったスニーカー編集部の皆みな様さま、ありがとうございました！

　最後に読者の皆々様におかれましては、いつも応おう援えんありがとうございます！『ミスマルカ』からこのような外伝作品を出せたことは、作家冥みよう利りに尽つきる思いです。お待たせしている本編、『ミスマルカ』十二巻もこの本の出た翌月に刊行される予定ですので、よろしければそちらもお手に取ってみてください。連続刊行とかなんか人気作っぽい!!

　皆様の日々が、シャルロッテのように明るく楽しく前向きなものであることを願って！




　二〇一五年　　二月


林　トモアキ　　


















キャラクター原案／ともぞ

カバー・口絵・本文イラスト／浅川圭司

カバー・口絵・本文デザイン／タケウチユタカ＋ｆｏｃｏ

地図製作／廣重雅也










ミスマルカ興こう国こくしない物もの語がたり




～ミッション・シャルロッテ～








林はやしトモアキ





[image: ]





平成27年4月1日　発行





(C) 2015 Tomoaki Hayashi, Tomozo, Keiji Asakawa





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『ミスマルカ興国しない物語　～ミッション・シャルロッテ～』

平成27年4月1日初版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8694（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
: .)EVME/
, " o:/._vlhuy__l
~ v(,ﬁ &
£\ \

—






item/image/gaiji-u0021-3.png
1]





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/img-m005.jpg





item/image/img-m006.jpg





item/image/img-m003.jpg





item/image/img-m004.jpg





item/image/img-m009.jpg





item/image/img-m007.jpg





item/image/img-m008.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		アイス買ってきて



		トヨノカが食べたいわね



		毛の伸びすぎたＨｉ２‐Ｇは柵から転がり出てしまうのよッ!!



		ミッション・ミトミツクニ



		天界クロニクル　アドミニストレイターズ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-t001.jpg
- &

‘ O SN e
\ 7»{{( 8ocET
\ / - .y
V4 4 y N —





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-0011.jpg





item/image/img-t003.jpg





item/image/img-0012.jpg





item/image/img-t002.jpg
A
|
=
5
2

SR A
» N






item/image/img-m010.jpg





item/image/img-t005.jpg
K

.\\N—n
AN
]






item/image/img-0010.jpg





item/image/img-t004.jpg
g o
e
., o /
) - E Y, A =
W 1) B 3L F N
\J s
t, - 74 =Y N\
W 7| 5
IAY)

Y i
32
Q)
)

VHEE

I3

2SRV

33N

~
N\

=
IS

—
—_
]

Y

TS
395

~y

)\\






item/image/img-0008.jpg





item/image/img-0009.jpg





item/image/img-0006.jpg
‘.
=1 /

/, m
e
{ 4 .
A \
A\ e
—

B A\.t.. /r
/ . \\\\\ ZIWAL
7Y |
— Ve T T \

fl

SN -

&





item/image/img-0007.jpg





item/image/toc-001.jpg
CONTENTS

SARIVAEE UL VYRR
~3yYaY SRVOY T~

PAREDOTET 7

SARIVARE VR VYRR
~Iyya> TV~

PIABBRANIEWDR

SARIVAEE U WIRE
~Jyyay -y T~

EOMHUY EIZHI2-GI

IARIVAEEUR VS
~2YyAV-VOYT~

IV IPIVIZ 1B
RRIO=OW \
PRIZAMN/AY—K -2





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
APROMA RN

IYAAKIRY R
DNAD—BAUEEHR | B RSIE

ANRD.L

AU HH2XI 1—QeH—ih
1SRRG I TR I R K






item/image/kuchie-003.jpg
) \.\\ : . .’ & - v ..
ot INCISSVCR IS 3
RS DE S

£

=/
$ s =
& 'l 7~ % =~
/7 ~






item/image/img-0004.jpg





item/image/img-0005.jpg





item/image/img-0002.jpg
MAP

a/y— b

CEILENE

JZ50I—tHiLEB





item/image/img-0003.jpg





item/image/img-0001.jpg
(CHARACTER

ReQ-dAF¥NWAZ—0T—F 2T 7IVb

I AV RS,
FRBBEEAEICR ST vibOy DY UIC,
YOy F PR RIATAT,
FERICLTESANR. BE LS THELWIBEREL

SRR E

KD~ A Y ZM D73 D A B FIERR,

€71

SREICHZRD XA R BEDPVWDERDAY T EF H>TND,
NUT F1—S14EBIV

I LN EROFRBE CREROEER.
REHDBADPE>TNDS LY,

VA F—S52INIVh

KEEREE £ 0O\RIE, /N TILESKICIRY Bl E M TR,
9—5Uh

NYZIMBEEAOVEY T.BI-LAF—D,

D 4/

T EODPEED SENIF O ZIAXED B )R,

RUFPoV IV

LT HRIUR, BANIC DO L EDHIBEE TS,
IA=RYNI7—
ELVSROMEORE RS E D RITR. BAMICY — L,
JIVIIV

HEOREH OB LR LR, BN TN T EBBIUSBA LD LS,
227°

BNOY AT OROED . 7 L~ OFIREE TS,





